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9月 19日（金）　10：55～11：40
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別講演 1
「ばりあふりーお食事会の取り組みについて」

座長：香取 幸夫（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SL1 井上
いのうえ

 誠
まこと

新潟大学大学院医歯学総合研
究科摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師 ばりあふりーお食事会の取り組みについて

9月 20日（土）　11：05～11：50
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別講演 2
「困難症例や自由な発想から生まれた摂食嚥下リハビリテーション訓練手技」

座長：鎌倉 やよい（日本看護系大学協議会 常任理事）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SL2 國枝
くにえだ

 顕二郎
けんじろう 岐阜大学大学院医学系研究科

脳神経内科学分野
医師

困難症例や自由な発想から生まれた摂食嚥下リ
ハビリテーション訓練手技

特別講演　SL

9月 19日（金）　8：40～9：00
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

会長講演
「いつも楽しく食べるために：リハビリテーションを補う手術治療」

座長：加賀谷 斉（国立長寿医療研究センター リハビリテーション科部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PL 香取
かとり

 幸夫
ゆきお 東北大学 耳鼻咽喉・頭頸部

外科
医師

いつも楽しく食べるために：リハビリテーショ
ンを補う手術治療

会長講演　PL

－ 2 －



9月 19日（金）　10：55～11：40
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別講演 1
「ばりあふりーお食事会の取り組みについて」

座長：香取 幸夫（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SL1 井上
いのうえ

 誠
まこと

新潟大学大学院医歯学総合研
究科摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師 ばりあふりーお食事会の取り組みについて

9月 20日（土）　11：05～11：50
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別講演 2
「困難症例や自由な発想から生まれた摂食嚥下リハビリテーション訓練手技」

座長：鎌倉 やよい（日本看護系大学協議会 常任理事）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SL2 國枝
くにえだ

 顕二郎
けんじろう 岐阜大学大学院医学系研究科

脳神経内科学分野
医師

困難症例や自由な発想から生まれた摂食嚥下リ
ハビリテーション訓練手技

特別講演　SL

9月 19日（金）　8：40～9：00
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

会長講演
「いつも楽しく食べるために：リハビリテーションを補う手術治療」

座長：加賀谷 斉（国立長寿医療研究センター リハビリテーション科部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PL 香取
かとり

 幸夫
ゆきお 東北大学 耳鼻咽喉・頭頸部

外科
医師

いつも楽しく食べるために：リハビリテーショ
ンを補う手術治療

会長講演　PL

－ 3 －
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9月 19日（金）　9：05～9：50
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 1
「嚥下障害と ICF（International Classification of Functioning, Disability and Health）」

座長：才藤 栄一（藤田医科大学）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL1 向野
むかいの

 雅彦
まさひこ 北海道大学病院リハビリテー

ション科
医師

嚥下障害と ICF（International Classification of
Functioning, Disability and Health）

9月 19日（金）　10：00～10：45
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 2
「認知症患者の摂食嚥下障害」

座長：武原 格（東京都リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL2 山本
やまもと

 敏之
としゆき 国立精神・神経医療研究セン

ター病院
医師 認知症患者の摂食嚥下障害

9月 19日（金）　13：40～14：25
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 3
「神経難病における栄養障害とその対策 UPDATE」

座長：谷口 洋（東京慈恵会医科大学附属柏病院 脳神経内科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL3 清水
しみず

 俊夫
としお

東京都立府中療育センター 医師 神経難病における栄養障害とその対策 UPDATE

9月 19日（金）　15：25～16：10
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 4
「多職種で支える気管切開患者の摂食嚥下リハビリテーション」

座長：西山 耕一郎（西山耳鼻咽喉科医院、横浜嚥下研究会）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL4 小田
お だ

 海
うみ イムス横浜東戸塚総合リハビ

リテーション病院
言語聴覚士

多職種で支える気管切開患者の摂食嚥下リハビ
リテーション

教育講演　EL

9月 19日（金）　14：35～15：15
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別企画講演 1
「日本航空×江口病院『日本一おいしい病院食ご提供プロジェクト』での学び」

座長：小城 明子（日本女子大学 食科学部 栄養学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SP1 平川
ひらかわ

 美智子
み ち こ 医療法人ロコメディカル江口

病院
管理栄養士

日本航空×江口病院『日本一おいしい病院食ご
提供プロジェクト』での学び

9月 19日（金）　9：25～10：15
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

特別企画講演 2
「高齢者の誤嚥 ― 今こそ見直す「口」と「のど」
あなたのみている高齢者に、オーラルフレイル、むせ、声のかすれはありませんか？」

座長：木村 百合香（昭和医科大学江東豊洲病院耳鼻咽喉科）
　　　戸原 弦（東京科学大学摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SP2-01 岸本
きしもと

 裕充
ひろみつ 兵庫医科大学医学部歯科口腔

外科学講座
歯科医師 「口」を見直す：オーラルマネジメントのすすめ

SP2-02 熊井
くまい

 良彦
よしひこ 長崎大学病院耳鼻咽喉科頭頸

部外科
医師

「のど」を見直す：嚥下と声の機能を維持しよう
－声を聞けば嚥下が見える－

9月 20日（土）　13：10～13：50
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別企画講演 3
「嚥下障害に関する紛争事例から学ぶ」

座長：藤島 一郎（浜松市リハビリテーション病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SP3 梶
かじ

 英一郎
えいいちろう

梶法律事務所 その他 嚥下障害に関する紛争事例から学ぶ

特別企画講演　SP

－ 4 －



9月 19日（金）　9：05～9：50
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 1
「嚥下障害と ICF（International Classification of Functioning, Disability and Health）」

座長：才藤 栄一（藤田医科大学）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL1 向野
むかいの

 雅彦
まさひこ 北海道大学病院リハビリテー

ション科
医師

嚥下障害と ICF（International Classification of
Functioning, Disability and Health）

9月 19日（金）　10：00～10：45
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 2
「認知症患者の摂食嚥下障害」

座長：武原 格（東京都リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL2 山本
やまもと

 敏之
としゆき 国立精神・神経医療研究セン

ター病院
医師 認知症患者の摂食嚥下障害

9月 19日（金）　13：40～14：25
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 3
「神経難病における栄養障害とその対策 UPDATE」

座長：谷口 洋（東京慈恵会医科大学附属柏病院 脳神経内科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL3 清水
しみず

 俊夫
としお

東京都立府中療育センター 医師 神経難病における栄養障害とその対策 UPDATE

9月 19日（金）　15：25～16：10
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 4
「多職種で支える気管切開患者の摂食嚥下リハビリテーション」

座長：西山 耕一郎（西山耳鼻咽喉科医院、横浜嚥下研究会）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL4 小田
お だ

 海
うみ イムス横浜東戸塚総合リハビ

リテーション病院
言語聴覚士

多職種で支える気管切開患者の摂食嚥下リハビ
リテーション

教育講演　EL

9月 19日（金）　14：35～15：15
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別企画講演 1
「日本航空×江口病院『日本一おいしい病院食ご提供プロジェクト』での学び」

座長：小城 明子（日本女子大学 食科学部 栄養学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SP1 平川
ひらかわ

 美智子
み ち こ 医療法人ロコメディカル江口

病院
管理栄養士

日本航空×江口病院『日本一おいしい病院食ご
提供プロジェクト』での学び

9月 19日（金）　9：25～10：15
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

特別企画講演 2
「高齢者の誤嚥 ― 今こそ見直す「口」と「のど」
あなたのみている高齢者に、オーラルフレイル、むせ、声のかすれはありませんか？」

座長：木村 百合香（昭和医科大学江東豊洲病院耳鼻咽喉科）
　　　戸原 弦（東京科学大学摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SP2-01 岸本
きしもと

 裕充
ひろみつ 兵庫医科大学医学部歯科口腔

外科学講座
歯科医師 「口」を見直す：オーラルマネジメントのすすめ

SP2-02 熊井
くまい

 良彦
よしひこ 長崎大学病院耳鼻咽喉科頭頸

部外科
医師

「のど」を見直す：嚥下と声の機能を維持しよう
－声を聞けば嚥下が見える－

9月 20日（土）　13：10～13：50
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

特別企画講演 3
「嚥下障害に関する紛争事例から学ぶ」

座長：藤島 一郎（浜松市リハビリテーション病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SP3 梶
かじ

 英一郎
えいいちろう

梶法律事務所 その他 嚥下障害に関する紛争事例から学ぶ

特別企画講演　SP
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9月 20日（土）　10：10～10：55
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 8
「舌接触補助床（PAP）を活用しよう！」

座長：菊谷 武（日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL8 吉川
よしかわ

 峰加
みねか 広島大学大学院医系科学研究

科先端歯科補綴学
歯科医師 舌接触補助床（PAP）を活用しよう!

9月 20日（土）　13：55～14：40
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 9
「大人になった障がい児の摂食嚥下支援」

座長：弘中 祥司（昭和医科大学歯学部口腔衛生学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL9 田村
たむら

 文誉
ふみよ 日本歯科大学附属病院 口腔

リハビリテーション科
歯科医師 大人になった障がい児の摂食嚥下支援

9月 20日（土）　14：50～15：35
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 10
「摂食・嚥下でのリスクとしての食物窒息の予防と対策 ―誤嚥と窒息の違いを意識してー」

座長：金沢 英哲（スワローウィッシュクリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL10 鹿野
か の

 真人
まこと

大原綜合病院 医師
摂食・嚥下でのリスクとしての食物窒息の予防
と対策 ―誤嚥と窒息の違いを意識してー

教育講演　EL

9月 19日（金）　16：20～17：05
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 5
「楽しく食べる感覚：嗅覚と味覚」

座長：藤谷 順子（国立国際医療センター リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL5-01 上羽
うえは

 瑠美
る み

東京大学 摂食嚥下センター 医師 食事を楽しむための匂いの知識

EL5-02 佐藤
さとう

 しづ子
こ 東北大学病院 口腔内科リエ

ゾンセンター
歯科医師

いつまでも美味しく食べる感覚『味覚』
―うま味を利用した持続可能な摂食・嚥下リハ
ビリの可能性―

9月 19日（金）　17：15～18：00
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 6
「嚥下調整食分類を活用しよう！」

座長：栢下 淳（県立広島大学 地域創生学部健康科学コース）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL6 江頭
えがしら

 文江
ふみえ

地域栄養ケア PEACH厚木 管理栄養士 嚥下調整食分類を活用しよう！

9月 20日（土）　9：15～10：00
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 7
「電気刺激療法を活用した嚥下リハビリテーションの理論と実際」

座長：二藤 隆春（国立国際医療研究センター病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL7 嶋崎
しまざき

 絵里子
え り こ 佐賀大学医学部耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学講座
医師

電気刺激療法を活用した嚥下リハビリテーショ
ンの理論と実際

教育講演　EL

－ 6 －



9月 20日（土）　10：10～10：55
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 8
「舌接触補助床（PAP）を活用しよう！」

座長：菊谷 武（日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL8 吉川
よしかわ

 峰加
みねか 広島大学大学院医系科学研究

科先端歯科補綴学
歯科医師 舌接触補助床（PAP）を活用しよう!

9月 20日（土）　13：55～14：40
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 9
「大人になった障がい児の摂食嚥下支援」

座長：弘中 祥司（昭和医科大学歯学部口腔衛生学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL9 田村
たむら

 文誉
ふみよ 日本歯科大学附属病院 口腔

リハビリテーション科
歯科医師 大人になった障がい児の摂食嚥下支援

9月 20日（土）　14：50～15：35
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 10
「摂食・嚥下でのリスクとしての食物窒息の予防と対策 ―誤嚥と窒息の違いを意識してー」

座長：金沢 英哲（スワローウィッシュクリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL10 鹿野
か の

 真人
まこと

大原綜合病院 医師
摂食・嚥下でのリスクとしての食物窒息の予防
と対策 ―誤嚥と窒息の違いを意識してー

教育講演　EL

9月 19日（金）　16：20～17：05
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 5
「楽しく食べる感覚：嗅覚と味覚」

座長：藤谷 順子（国立国際医療センター リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL5-01 上羽
うえは

 瑠美
る み

東京大学 摂食嚥下センター 医師 食事を楽しむための匂いの知識

EL5-02 佐藤
さとう

 しづ子
こ 東北大学病院 口腔内科リエ

ゾンセンター
歯科医師

いつまでも美味しく食べる感覚『味覚』
―うま味を利用した持続可能な摂食・嚥下リハ
ビリの可能性―

9月 19日（金）　17：15～18：00
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 6
「嚥下調整食分類を活用しよう！」

座長：栢下 淳（県立広島大学 地域創生学部健康科学コース）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL6 江頭
えがしら

 文江
ふみえ

地域栄養ケア PEACH厚木 管理栄養士 嚥下調整食分類を活用しよう！

9月 20日（土）　9：15～10：00
第 1会場　【パシフィコ横浜ノース】1F G7+G8

教育講演 7
「電気刺激療法を活用した嚥下リハビリテーションの理論と実際」

座長：二藤 隆春（国立国際医療研究センター病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EL7 嶋崎
しまざき

 絵里子
え り こ 佐賀大学医学部耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学講座
医師

電気刺激療法を活用した嚥下リハビリテーショ
ンの理論と実際

教育講演　EL

－ 7 －

プ   

ロ   

グ   

ラ   
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9月 19日（金）　11：00～11：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 4

座長：熊井 良彦（長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL4 Laura Baijens

Department of
Otorhinolaryngology, Head &
Neck Surgery, Maastricht
University Medical Center,
Maastricht, the Netherlands

Doctor
PROMs and CROMs in Dysphagia: Integrating
Patient and Clinician Perspectives for
Comprehensive Care – It Takes Two to Tango

9月 19日（金）　14：45～15：25
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 5

座長：杉山 庸一郎（佐賀大学 耳鼻咽喉科·頭頸部外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL5 Anaïs Rameau Weill Cornell Medicine Doctor
Digital health technologies in swallowing care from
screening to rehabilitation

9月 19日（金）　15：30～16：10
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 6

座長：倉智 雅子（国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 言語聴覚分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL6 David H.
McFarland

Faculté de médecine, Université
de Montréal, Montréal, QC,
Canada

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Harnessing Optimized Respiratory-Swallow
Coordination to Maximize Recovery

海外招待講演　IL

9月 19日（金）　8：40～9：20
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 1

座長：稲本 陽子（藤田医科大学保健衛生学部リハビリテーション学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL1 Emily K.
Plowman

Aerodigestive Research Core,
Department of Otolaryngology
– Head and Neck Surgery, The
Ohio State University

Professor of
Otolaryngology
– Head and
Neck Surgery

A Strategic Framework for Implementation of Value
Based Dysphagia Care

9月 19日（金）　9：20～10：00
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 2

座長：上羽 瑠美（東京大学 摂食嚥下センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL2 Peter Belafsky
University of California, Davis,
Sacramento California

Doctor
The Most Common Causes of Solid Food
Dysphagia

9月 19日（金）　10：15～10：55
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 3

座長：兼岡 麻子（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL3 Renée Speyer

Discipline of Speech and
Language Therapy, School of
Health Sciences, College of
Medicine, Nursing & Health
Sciences, University of Galway,
Ireland

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Validity and Reliability in Dysphagia Assessment:
Foundations for Evidence-Based Practice

海外招待講演　IL

－ 8 －



9月 19日（金）　11：00～11：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 4

座長：熊井 良彦（長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL4 Laura Baijens

Department of
Otorhinolaryngology, Head &
Neck Surgery, Maastricht
University Medical Center,
Maastricht, the Netherlands

Doctor
PROMs and CROMs in Dysphagia: Integrating
Patient and Clinician Perspectives for
Comprehensive Care – It Takes Two to Tango

9月 19日（金）　14：45～15：25
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 5

座長：杉山 庸一郎（佐賀大学 耳鼻咽喉科·頭頸部外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL5 Anaïs Rameau Weill Cornell Medicine Doctor
Digital health technologies in swallowing care from
screening to rehabilitation

9月 19日（金）　15：30～16：10
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 6

座長：倉智 雅子（国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 言語聴覚分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL6 David H.
McFarland

Faculté de médecine, Université
de Montréal, Montréal, QC,
Canada

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Harnessing Optimized Respiratory-Swallow
Coordination to Maximize Recovery

海外招待講演　IL

9月 19日（金）　8：40～9：20
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 1

座長：稲本 陽子（藤田医科大学保健衛生学部リハビリテーション学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL1 Emily K.
Plowman

Aerodigestive Research Core,
Department of Otolaryngology
– Head and Neck Surgery, The
Ohio State University

Professor of
Otolaryngology
– Head and
Neck Surgery

A Strategic Framework for Implementation of Value
Based Dysphagia Care

9月 19日（金）　9：20～10：00
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 2

座長：上羽 瑠美（東京大学 摂食嚥下センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL2 Peter Belafsky
University of California, Davis,
Sacramento California

Doctor
The Most Common Causes of Solid Food
Dysphagia

9月 19日（金）　10：15～10：55
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 3

座長：兼岡 麻子（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL3 Renée Speyer

Discipline of Speech and
Language Therapy, School of
Health Sciences, College of
Medicine, Nursing & Health
Sciences, University of Galway,
Ireland

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Validity and Reliability in Dysphagia Assessment:
Foundations for Evidence-Based Practice

海外招待講演　IL

－ 9 －
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9月 20日（土）　9：20～10：00
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 10

座長：井上 誠（新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL10 Sun Im

Department of Rehabilitation
Medicine, Bucheon St. Mary’s
Hospital, The Catholic
University of Korea, College of
Medicine, Seoul, Republic of
Korea

Doctor
Innovations and Emerging Trends in Dysphagia
Treatment: Integrating Technology, Therapy, and
Research in Stroke Rehabilitation

9月 20日（土）　10：00～10：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 11

座長：白石 成（東北大学病院咬合回復科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL11 Mohit Kothari

Hammel Neurorehabilitation
Centre and University Research
Clinic, Department of Clinical
Medicine, Aarhus University,
Hammel, Denmark

Dentist
The MOOD of Stroke Survivors: Interplay between
Malnutrition, Oral health, Orofacial dysfunction and
Dysphagia

9月 20日（土）　9：50～10：30
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

海外招待講演 12

座長：粉川 将治（よこはま港南台地域包括ケア病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL12 大石
おおいし

 憲祐
けんすけ

Keck Medical Canter of USC
Speech-
Language
Pathologist

日本人が米国で SLP（Speech and Language
Pathologist）として働くという事

海外招待講演　IL

9月 19日（金）　16：15～16：55
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 7

座長：猪原 健（医療法人社団敬崇会 猪原［食べる］総合歯科医療クリニック 歯科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL7 Jana Rieger
Professor Emeritus, University
of Alberta/CEO, True Angle
Medical Technologies, Inc.

Speech
Therapist/
University
Teacher/
Vocational
School
Teacher/
Industry

The Digital Health Revolution: Wearables,
Rehabilitation, and the Future of Dysphagia Care

9月 19日（金）　17：00～17：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 8

座長：香取 幸夫（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL8 Young Hak Park
Emeritus Professor, Department
of Otolaryngology-HNS, The
Catholic University of Korea

Doctor Management of Cricopharyngeal dysphagia

9月 20日（土）　8：40～9：20
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 9

座長：近藤 和泉（国立長寿医療研究センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL9 Xiaomei Wei
The third affiliated hospital of
Sun Yat-sen University

Doctor
Screening and Feedback Training for Post-stroke
Dysphagia Patients with Aspiration Based on Multi-
Modal Surface Signals

海外招待講演　IL

－ 10 －



9月 20日（土）　9：20～10：00
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 10

座長：井上 誠（新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL10 Sun Im

Department of Rehabilitation
Medicine, Bucheon St. Mary’s
Hospital, The Catholic
University of Korea, College of
Medicine, Seoul, Republic of
Korea

Doctor
Innovations and Emerging Trends in Dysphagia
Treatment: Integrating Technology, Therapy, and
Research in Stroke Rehabilitation

9月 20日（土）　10：00～10：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 11

座長：白石 成（東北大学病院咬合回復科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL11 Mohit Kothari

Hammel Neurorehabilitation
Centre and University Research
Clinic, Department of Clinical
Medicine, Aarhus University,
Hammel, Denmark

Dentist
The MOOD of Stroke Survivors: Interplay between
Malnutrition, Oral health, Orofacial dysfunction and
Dysphagia

9月 20日（土）　9：50～10：30
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

海外招待講演 12

座長：粉川 将治（よこはま港南台地域包括ケア病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL12 大石
おおいし

 憲祐
けんすけ

Keck Medical Canter of USC
Speech-
Language
Pathologist

日本人が米国で SLP（Speech and Language
Pathologist）として働くという事

海外招待講演　IL

9月 19日（金）　16：15～16：55
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 7

座長：猪原 健（医療法人社団敬崇会 猪原［食べる］総合歯科医療クリニック 歯科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL7 Jana Rieger
Professor Emeritus, University
of Alberta/CEO, True Angle
Medical Technologies, Inc.

Speech
Therapist/
University
Teacher/
Vocational
School
Teacher/
Industry

The Digital Health Revolution: Wearables,
Rehabilitation, and the Future of Dysphagia Care

9月 19日（金）　17：00～17：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 8

座長：香取 幸夫（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL8 Young Hak Park
Emeritus Professor, Department
of Otolaryngology-HNS, The
Catholic University of Korea

Doctor Management of Cricopharyngeal dysphagia

9月 20日（土）　8：40～9：20
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

海外招待講演 9

座長：近藤 和泉（国立長寿医療研究センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

IL9 Xiaomei Wei
The third affiliated hospital of
Sun Yat-sen University

Doctor
Screening and Feedback Training for Post-stroke
Dysphagia Patients with Aspiration Based on Multi-
Modal Surface Signals

海外招待講演　IL

－ 11 －
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9月 19日（金）　10：20～11：40
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 1
「みんなハッピー！になれる嚥下造影検査」

座長：巨島 文子（諏訪赤十字病院 リハビリテーション）
　　　古川 竜也（神戸大学医学部附属病院 耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY1-01 小西
こにし

 勝
まさる

広島大学病院 歯科放射線科 歯科医師
非イオン性水溶性ヨード系造影剤に関する研究
と VF検査時の被曝線量

SY1-02 後藤
ごとう

 多嘉緒
た か お 東京大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

その造影剤、誤嚥しても大丈夫？-VF造影剤の
選択と検査時の工夫-

SY1-03 金成
かなり

 建太郎
けんたろう 宮城厚生協会 長町病院 リハ

ビリテーション科
医師

嚥下造影検査におけるリスク管理　〜みんなが
安全で安心できる検査の方法〜

SY1-04 坪倉
つぼくら

 杏奈
あんな 横浜市立大学附属市民総合医

療センター
医師 頭頸部癌患者の嚥下造影検査について

9月 19日（金）　13：40～15：10
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 2
「楽しく食べるための開発研究」

座長：梅﨑 俊郎（福岡山王病院 音声嚥下センター）
　　　青柳 陽一郎（日本医科大学大学院医学研究科 リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY2-01 真柄
まがら

 仁
じん 新潟大学医歯学総合病院 摂

食嚥下機能回復部
歯科医師 筋電図記録から考えた舌運動機能評価

SY2-02 橋本
はしもと

 光
ひかる 東北大学病院耳鼻咽喉・頭頸

部外科
医師

誤嚥刺激に伴う筋萎縮に対する転写因子 NRF2
の機能の解析

SY2-03 白石
しらいし

 成
なる

東北大学病院咬合回復科 歯科医師
口腔機能低下症患者を対象とした磁気刺激が舌
骨挙上に与える影響

SY2-04 山口
やまぐち

 優実
ゆうみ 九州大学病院 耳鼻咽喉・頭頸

部外科
言語聴覚士

耳内嚥下音の特徴と咽頭期嚥下における時間的
指標としての可能性

シンポジウム　SY

9月 19日（金）　10：00～10：15
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

新薬紹介

司会：上羽 瑠美（東京大学 摂食嚥下センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

NDI Peter Belafsky
Department of Otolaryngology,
UC Davis Medical Center,
Sacramento, CA, USA

Doctor
Dose-Dependent Modulation of Swallowing by
BAB-02001 in a Preclinical Animal Model of
Swallowing

新薬紹介　NDI

－ 12 －



9月 19日（金）　10：20～11：40
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 1
「みんなハッピー！になれる嚥下造影検査」

座長：巨島 文子（諏訪赤十字病院 リハビリテーション）
　　　古川 竜也（神戸大学医学部附属病院 耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY1-01 小西
こにし

 勝
まさる

広島大学病院 歯科放射線科 歯科医師
非イオン性水溶性ヨード系造影剤に関する研究
と VF検査時の被曝線量

SY1-02 後藤
ごとう

 多嘉緒
た か お 東京大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

その造影剤、誤嚥しても大丈夫？-VF造影剤の
選択と検査時の工夫-

SY1-03 金成
かなり

 建太郎
けんたろう 宮城厚生協会 長町病院 リハ

ビリテーション科
医師

嚥下造影検査におけるリスク管理　〜みんなが
安全で安心できる検査の方法〜

SY1-04 坪倉
つぼくら

 杏奈
あんな 横浜市立大学附属市民総合医

療センター
医師 頭頸部癌患者の嚥下造影検査について

9月 19日（金）　13：40～15：10
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 2
「楽しく食べるための開発研究」

座長：梅﨑 俊郎（福岡山王病院 音声嚥下センター）
　　　青柳 陽一郎（日本医科大学大学院医学研究科 リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY2-01 真柄
まがら

 仁
じん 新潟大学医歯学総合病院 摂

食嚥下機能回復部
歯科医師 筋電図記録から考えた舌運動機能評価

SY2-02 橋本
はしもと

 光
ひかる 東北大学病院耳鼻咽喉・頭頸

部外科
医師

誤嚥刺激に伴う筋萎縮に対する転写因子 NRF2
の機能の解析

SY2-03 白石
しらいし

 成
なる

東北大学病院咬合回復科 歯科医師
口腔機能低下症患者を対象とした磁気刺激が舌
骨挙上に与える影響

SY2-04 山口
やまぐち

 優実
ゆうみ 九州大学病院 耳鼻咽喉・頭頸

部外科
言語聴覚士

耳内嚥下音の特徴と咽頭期嚥下における時間的
指標としての可能性

シンポジウム　SY

9月 19日（金）　10：00～10：15
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

新薬紹介

司会：上羽 瑠美（東京大学 摂食嚥下センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

NDI Peter Belafsky
Department of Otolaryngology,
UC Davis Medical Center,
Sacramento, CA, USA

Doctor
Dose-Dependent Modulation of Swallowing by
BAB-02001 in a Preclinical Animal Model of
Swallowing

新薬紹介　NDI

－ 13 －
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9月 20日（土）　10：20～11：50
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 5
「歯科関連職種との地域における連携の実際」

座長：谷口 裕重（朝日大学歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野）
　　　戸原 玄（東京科学大学 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY5-01 藤井
ふじい

 佑季
ゆうき

朝日大学病院 薬剤部 薬剤師
服薬支援から広がる地域連携
—歯科関連職種と薬剤師、協働のきっかけを探
る—

SY5-02 尾関
おぜき

 麻衣子
ま い こ 日本歯科大学口腔リハビリ

テーション多摩クリニック
管理栄養士

在宅での食支援は一進一退！歯科と栄養の協働
の実際

SY5-03 渡邉
わたなべ

 理沙
り さ 桶狭間病院藤田こころケアセ

ンター
歯科衛生士

歯科関連職種との地域における連携の実際：歯
科衛生士の立場で考える現状と展望

SY5-04 小川
おがわ

 真央
ま お 医療法人沿志会 東刈谷在宅

クリニック
医師 在宅医療における地域歯科医院との連携

SY5-05 谷口
たにぐち

 裕重
ひろしげ 朝日大学歯学部 摂食嚥下リ

ハビリテーション学分野
歯科医師

歯科医療は医療・介護のニーズに応えられてい
るのか 〜連携の視点から考える〜

シンポジウム　SY

9月 19日（金）　8：40～10：10
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

シンポジウム 3
「Current Status and Progress of Treatment of Dysphagia in Asia」

座長：柴本 勇（聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部）
　　　松尾 浩一郎（東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 地域・福祉口腔機能管理学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY3-01 Paitoon
Benjapornlert

Department of Rehabilitation
Medicine, Faculty of Medicine
Ramathibodi Hospital, Mahidol
University

Doctor
Current status and progress of treatment of
Dysphagia in Thailand

SY3-02 Luh Karunia
Wahyuni

Physical Medicine and
Rehabilitation Department, Dr.
Cipto Mangunkusumo Hospital
- Faculty of Medicine
Universitas Indonesia, Jakarta,
Indonesia

Doctor
Postural Control: A Key Issue in Dysphagia in
Spastic Quadriplegic Cerebral Palsy Children

SY3-03 Sun Im

Department of Rehabilitation
Medicine, Bucheon St. Mary’s
Hospital, The Catholic
University of Korea, College of
Medicine, Seoul, Republic of
Korea

Doctor
Recent Trends and Challenges in Dysphagia
Management in South Korea

SY3-04 渡邊
わたなべ

 賢礼
まさひろ 昭和医科大学歯学部口腔衛生

学講座
歯科医師 歯科が鍵を握る日本の小児摂食嚥下支援モデル

9月 20日（土）　8：55～10：10
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 4
「高齢者施設や在宅支援において誤嚥性肺炎を予防する ー「飲み込みのフレイル」を考えるー」

座長：熊井 良彦（長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）
　　　木村 百合香（昭和医科大学江東豊洲病院耳鼻咽喉科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY4-01 熊井
くまい

 良彦
よしひこ 長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部

外科
医師

高齢者におけるのどフレイルに対する耳鼻咽喉
科医としての取り組み（特に咽頭期嚥下に関し
て）

SY4-02 木村
きむら

 百合香
ゆ り か 昭和医科大学江東豊洲病院耳

鼻咽喉科
医師

嚥下障害にともなう声の変化――在宅療養の場
で活用できるか？

SY4-03 今泉
いまいずみ

 光雅
みつよし

福島県立医科大学 医師
高齢者施設における嚥下内視鏡検診：誤嚥性肺
炎のリスク評価

SY4-04 松原
まつばら

 慶吾
けいご

熊本保健科学大学 保健科学
部 リハビリテーション学科
言語聴覚学専攻

言語聴覚士 のどの働きに対するリハビリテーション

シンポジウム　SY

－ 14 －



9月 20日（土）　10：20～11：50
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 5
「歯科関連職種との地域における連携の実際」

座長：谷口 裕重（朝日大学歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野）
　　　戸原 玄（東京科学大学 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY5-01 藤井
ふじい

 佑季
ゆうき

朝日大学病院 薬剤部 薬剤師
服薬支援から広がる地域連携
—歯科関連職種と薬剤師、協働のきっかけを探
る—

SY5-02 尾関
おぜき

 麻衣子
ま い こ 日本歯科大学口腔リハビリ

テーション多摩クリニック
管理栄養士

在宅での食支援は一進一退！歯科と栄養の協働
の実際

SY5-03 渡邉
わたなべ

 理沙
り さ 桶狭間病院藤田こころケアセ

ンター
歯科衛生士

歯科関連職種との地域における連携の実際：歯
科衛生士の立場で考える現状と展望

SY5-04 小川
おがわ

 真央
ま お 医療法人沿志会 東刈谷在宅

クリニック
医師 在宅医療における地域歯科医院との連携

SY5-05 谷口
たにぐち

 裕重
ひろしげ 朝日大学歯学部 摂食嚥下リ

ハビリテーション学分野
歯科医師

歯科医療は医療・介護のニーズに応えられてい
るのか 〜連携の視点から考える〜

シンポジウム　SY

9月 19日（金）　8：40～10：10
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

シンポジウム 3
「Current Status and Progress of Treatment of Dysphagia in Asia」

座長：柴本 勇（聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部）
　　　松尾 浩一郎（東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 地域・福祉口腔機能管理学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY3-01 Paitoon
Benjapornlert

Department of Rehabilitation
Medicine, Faculty of Medicine
Ramathibodi Hospital, Mahidol
University

Doctor
Current status and progress of treatment of
Dysphagia in Thailand

SY3-02 Luh Karunia
Wahyuni

Physical Medicine and
Rehabilitation Department, Dr.
Cipto Mangunkusumo Hospital
- Faculty of Medicine
Universitas Indonesia, Jakarta,
Indonesia

Doctor
Postural Control: A Key Issue in Dysphagia in
Spastic Quadriplegic Cerebral Palsy Children

SY3-03 Sun Im

Department of Rehabilitation
Medicine, Bucheon St. Mary’s
Hospital, The Catholic
University of Korea, College of
Medicine, Seoul, Republic of
Korea

Doctor
Recent Trends and Challenges in Dysphagia
Management in South Korea

SY3-04 渡邊
わたなべ

 賢礼
まさひろ 昭和医科大学歯学部口腔衛生

学講座
歯科医師 歯科が鍵を握る日本の小児摂食嚥下支援モデル

9月 20日（土）　8：55～10：10
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

シンポジウム 4
「高齢者施設や在宅支援において誤嚥性肺炎を予防する ー「飲み込みのフレイル」を考えるー」

座長：熊井 良彦（長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）
　　　木村 百合香（昭和医科大学江東豊洲病院耳鼻咽喉科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SY4-01 熊井
くまい

 良彦
よしひこ 長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部

外科
医師

高齢者におけるのどフレイルに対する耳鼻咽喉
科医としての取り組み（特に咽頭期嚥下に関し
て）

SY4-02 木村
きむら

 百合香
ゆ り か 昭和医科大学江東豊洲病院耳

鼻咽喉科
医師

嚥下障害にともなう声の変化――在宅療養の場
で活用できるか？

SY4-03 今泉
いまいずみ

 光雅
みつよし

福島県立医科大学 医師
高齢者施設における嚥下内視鏡検診：誤嚥性肺
炎のリスク評価

SY4-04 松原
まつばら

 慶吾
けいご

熊本保健科学大学 保健科学
部 リハビリテーション学科
言語聴覚学専攻

言語聴覚士 のどの働きに対するリハビリテーション

シンポジウム　SY

－ 15 －
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9月 19日（金）　9：50～11：10
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

パネルディスカッション 3
「嚥下エコーの進歩と臨床応用」

座長：前田 圭介（愛知医科大学 栄養治療支援センター）
　　　福岡 達之（広島国際大学 総合リハビリテーション学部 言語聴覚療法学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD3-01 三浦
みうら

 由佳
ゆ か 藤田医科大学保健衛生学部看

護学科
看護師・保
健師

誤嚥と咽頭残留をリアルタイムに可視化するエ
コー技術の開発と普及

PD3-02 山口
やまぐち

 浩平
こうへい 東京科学大学大学院 摂食嚥

下リハビリテーション学分野
歯科医師

嚥下エコーの臨床応用を拡げる
― 筋性質評価と睡眠リスクから考える ―

PD3-03 森
もり

 隆志
たかし

総合南東北病院 言語聴覚士
サルコペニアの摂食嚥下障害における頤舌骨筋
の超音波検査の意義とその方法

PD3-04 太田
おおた

 淳
じゅん 東北大学耳鼻咽喉・頭頸部

外科
医師

頸部エコーによるオトガイ舌骨筋のストレイン
解析〜頸部放射線治療後の嚥下障害

9月 20日（土）　10：30～11：50
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

パネルディスカッション 4
「国際文化交流セッション：日本と米国における嚥下リハビリテーションの取り組みについて」

通訳：Kensuke Oishi（Keck Medical Center of USC, Speech and Language Pathology）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD4-01 阿志賀
あ し が

 大和
ひろかず 国際医療福祉大学 成田保健

医療学部 言語聴覚学科
言語聴覚士

国際文化交流セッション：日本と米国における
嚥下リハビリテーションの取り組みについて

PD4-01 花香
はなか

 音葉
おとは 国際医療福祉大学 成田保健

医療学部 言語聴覚学科
4年生 同上

PD4-01 藤田
ふじた

 佳歩
か ほ 国際医療福祉大学 成田保健

医療学部 言語聴覚学科
4年生 同上

PD4-01 Tristan Moss-
Vazquez

Keck School of Medicine of
USC, Master of Speech Science
class of 2026

同上

PD4-01 Kalana Parker
California State University,
Monterey Bay, Master of
Speech Science class of 2026

同上

パネルディスカッション　PD

9月 19日（金）　16：45～18：15
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

パネルディスカッション 1
「災害時の医療と嚥下障害者への対応」

座長：出江 紳一（鶴巻温泉病院 リハビリテーション科）
　　　神津 玲（長崎大学病院 リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD1-01 高橋
たかはし

 昌
まさし

新潟大学大学院医歯学総合研
究科 災害医学・医療人育成
分野

医師
災害関連健康被害軽減のための摂食・嚥下リハ
介入の重要性―根本原因分析法による解析

PD1-02 内田
うちだ

 彩香
あやか 熊本大学病院 災害医療教育

研究センター
看護師・保
健師

能登半島地震における嚥下障害者支援－避難所
での看護実践と多職種連携の重要性－

PD1-03 坪山
つぼやま
（笠岡） 宜代

のぶよ 国立研究開発法人 医薬基盤・
健康・栄養研究所

管理栄養士
嚥下障がい者への災害時の栄養支援と備えの重
要性

PD1-04 山添
やまぞえ

 淳一
じゅんいち 九州大学病院 高齢者歯科・全

身管理歯科
歯科医師

災害時の地域高齢者の嚥下障害進行と窒息リス
クへの対応 〜震災下で孤立した高齢嚥下障害者
の実例から〜

PD1-05 下出
しもで

 祐造
ゆうぞう 公立穴水総合病院 耳鼻咽

喉科
医師

令和 6年能登半島地震における災害時医療支援
活動　〜耳鼻咽喉科医の役割について〜

9月 19日（金）　8：40～9：40
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

パネルディスカッション 2
「薬と嚥下障害」

座長：河本 勝之（淡海ふれあい病院 摂食嚥下センター）
　　　浅田 美江（公益社団法人愛知県看護協会 愛知県ナースセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD2-01 平野
ひらの

 牧人
まきと

近畿大学・脳神経内科 医師 パーキンソン病の嚥下障害に対する薬物治療

PD2-02 倉田
くらた

 なおみ
昭和医科大学薬学部社会健康
薬学講座社会薬学部門・臨床
薬学講座臨床栄養代謝学部門

薬剤師 摂食嚥下障害時の薬の投与方法

PD2-03 野原
のはら

 幹司
かんじ 大阪大学大学院歯学研究科

顎口腔機能治療学講座
歯科医師

誤嚥性肺炎の原因になりうる薬剤〜投薬変更依
頼に繋げる

パネルディスカッション　PD

－ 16 －



9月 19日（金）　9：50～11：10
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

パネルディスカッション 3
「嚥下エコーの進歩と臨床応用」

座長：前田 圭介（愛知医科大学 栄養治療支援センター）
　　　福岡 達之（広島国際大学 総合リハビリテーション学部 言語聴覚療法学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD3-01 三浦
みうら

 由佳
ゆ か 藤田医科大学保健衛生学部看

護学科
看護師・保
健師

誤嚥と咽頭残留をリアルタイムに可視化するエ
コー技術の開発と普及

PD3-02 山口
やまぐち

 浩平
こうへい 東京科学大学大学院 摂食嚥

下リハビリテーション学分野
歯科医師

嚥下エコーの臨床応用を拡げる
― 筋性質評価と睡眠リスクから考える ―

PD3-03 森
もり

 隆志
たかし

総合南東北病院 言語聴覚士
サルコペニアの摂食嚥下障害における頤舌骨筋
の超音波検査の意義とその方法

PD3-04 太田
おおた

 淳
じゅん 東北大学耳鼻咽喉・頭頸部

外科
医師

頸部エコーによるオトガイ舌骨筋のストレイン
解析〜頸部放射線治療後の嚥下障害

9月 20日（土）　10：30～11：50
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

パネルディスカッション 4
「国際文化交流セッション：日本と米国における嚥下リハビリテーションの取り組みについて」

通訳：Kensuke Oishi（Keck Medical Center of USC, Speech and Language Pathology）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD4-01 阿志賀
あ し が

 大和
ひろかず 国際医療福祉大学 成田保健

医療学部 言語聴覚学科
言語聴覚士

国際文化交流セッション：日本と米国における
嚥下リハビリテーションの取り組みについて

PD4-01 花香
はなか

 音葉
おとは 国際医療福祉大学 成田保健

医療学部 言語聴覚学科
4年生 同上

PD4-01 藤田
ふじた

 佳歩
か ほ 国際医療福祉大学 成田保健

医療学部 言語聴覚学科
4年生 同上

PD4-01 Tristan Moss-
Vazquez

Keck School of Medicine of
USC, Master of Speech Science
class of 2026

同上

PD4-01 Kalana Parker
California State University,
Monterey Bay, Master of
Speech Science class of 2026

同上

パネルディスカッション　PD

9月 19日（金）　16：45～18：15
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

パネルディスカッション 1
「災害時の医療と嚥下障害者への対応」

座長：出江 紳一（鶴巻温泉病院 リハビリテーション科）
　　　神津 玲（長崎大学病院 リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD1-01 高橋
たかはし

 昌
まさし

新潟大学大学院医歯学総合研
究科 災害医学・医療人育成
分野

医師
災害関連健康被害軽減のための摂食・嚥下リハ
介入の重要性―根本原因分析法による解析

PD1-02 内田
うちだ

 彩香
あやか 熊本大学病院 災害医療教育

研究センター
看護師・保
健師

能登半島地震における嚥下障害者支援－避難所
での看護実践と多職種連携の重要性－

PD1-03 坪山
つぼやま
（笠岡） 宜代

のぶよ 国立研究開発法人 医薬基盤・
健康・栄養研究所

管理栄養士
嚥下障がい者への災害時の栄養支援と備えの重
要性

PD1-04 山添
やまぞえ

 淳一
じゅんいち 九州大学病院 高齢者歯科・全

身管理歯科
歯科医師

災害時の地域高齢者の嚥下障害進行と窒息リス
クへの対応 〜震災下で孤立した高齢嚥下障害者
の実例から〜

PD1-05 下出
しもで

 祐造
ゆうぞう 公立穴水総合病院 耳鼻咽

喉科
医師

令和 6年能登半島地震における災害時医療支援
活動　〜耳鼻咽喉科医の役割について〜

9月 19日（金）　8：40～9：40
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

パネルディスカッション 2
「薬と嚥下障害」

座長：河本 勝之（淡海ふれあい病院 摂食嚥下センター）
　　　浅田 美江（公益社団法人愛知県看護協会 愛知県ナースセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD2-01 平野
ひらの

 牧人
まきと

近畿大学・脳神経内科 医師 パーキンソン病の嚥下障害に対する薬物治療

PD2-02 倉田
くらた

 なおみ
昭和医科大学薬学部社会健康
薬学講座社会薬学部門・臨床
薬学講座臨床栄養代謝学部門

薬剤師 摂食嚥下障害時の薬の投与方法

PD2-03 野原
のはら

 幹司
かんじ 大阪大学大学院歯学研究科

顎口腔機能治療学講座
歯科医師

誤嚥性肺炎の原因になりうる薬剤〜投薬変更依
頼に繋げる

パネルディスカッション　PD

－ 17 －
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9月 19日（金）　15：20～16：35
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

公募シンポジウム 1
「口腔機能支援を支える基礎研究」

座長：井上 誠（新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY1-01 今井
いまい

 健一
けんいち 日本大学歯学部 感染症免

疫学
歯科医師

誤嚥性肺炎の発症と口腔健康管理　－微生物学
的視点からの展望

PSY1-02 重村
しげむら

 憲徳
のりあつ 九州大学大学院歯学研究院・

口腔機能解析学分野
大学・専門学
校等教員

味覚フレイル：薬剤性味覚障害発症の分子機構
の解明

PSY1-03 中村
なかむら

 史朗
しろう 昭和医科大学大学院歯学研究

科口腔生理学分野
大学・専門学
校等教員

In vivo Ca2+ imagingでみる咀嚼時の大脳皮質
ニューロン活動動態と歯牙喪失の影響

PSY1-04 辻村
つじむら

 恭憲
たかのり

新潟大学大学院医歯学総合研
究科 摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師 咀嚼が嚥下に与える効果

9月 19日（金）　15：50～17：05
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

公募シンポジウム 2
「在宅の食をささえるトータルケア：在宅医療の現状と課題」

座長：野﨑 園子（関西労災病院 脳神経内科）
　　　西 依見子（Taste＆See）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY2-01 馬木
うまき

 良文
よしふみ 医療法人はれの日 あおいそら

在宅診療所
医師 摂食嚥下障害に対する訪問診療の現状と課題

PSY2-02 西
にし

 依見子
え み こ

Taste＆See
看護師・保
健師

コンサルタントナースの視点から： 在宅医療の
現状と課題

PSY2-03 牛尾
うしお

 実有紀
み ゆ き

大阪発達総合療育センター
看護師・保
健師

摂食嚥下障害のある小児の在宅看護における現
状と課題

PSY2-04 野﨑
のざき

 園子
そのこ

関西労災病院 脳神経内科 医師
嚥下外来と在宅医療の連携　コミュニケーショ
ンノートとオンライン診療の試み

公募シンポジウム　PSY

9月 20日（土）　14：10～15：30
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

パネルディスカッション 5
「日本医学会連合 TEAM 事業、頭頸部癌患者の摂食嚥下支援」

座長：片桐 克則（岩手医科大学 耳鼻咽喉科頭頸部外科学講座）
　　　谷合 信一（防衛医科大学校 耳鼻咽喉科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD5-01 藤本
ふじもと

 保志
やすし 愛知医科大学耳鼻咽喉科・頭

頸部外科
医師 頭頸部癌手術における嚥下障害への対応

PD5-02 井口
いのくち

 はるひ 東京大学医学部附属病院 リ
ハビリテーション科

医師
頭頸部がんのリハビリテーション医療：多職種
による包括的アプローチの重要性

PD5-03 小山
こやま

 重人
しげと 東北大学病院・顎顔面口腔再

建治療部
歯科医師

頭頸部癌患者の摂食嚥下支援おける CAD/CAM
アシストシステムを用いた顎再建と歯科補綴
治療

PD5-04 高橋
たかはし

 美貴
み き 神戸大学医学部附属病院 リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

頭頸部癌患者における摂食嚥下支援と多職種連
携 ― 言語聴覚士の立場から ―

パネルディスカッション　PD

－ 18 －



9月 19日（金）　15：20～16：35
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

公募シンポジウム 1
「口腔機能支援を支える基礎研究」

座長：井上 誠（新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY1-01 今井
いまい

 健一
けんいち 日本大学歯学部 感染症免

疫学
歯科医師

誤嚥性肺炎の発症と口腔健康管理　－微生物学
的視点からの展望

PSY1-02 重村
しげむら

 憲徳
のりあつ 九州大学大学院歯学研究院・

口腔機能解析学分野
大学・専門学
校等教員

味覚フレイル：薬剤性味覚障害発症の分子機構
の解明

PSY1-03 中村
なかむら

 史朗
しろう 昭和医科大学大学院歯学研究

科口腔生理学分野
大学・専門学
校等教員

In vivo Ca2+ imagingでみる咀嚼時の大脳皮質
ニューロン活動動態と歯牙喪失の影響

PSY1-04 辻村
つじむら

 恭憲
たかのり

新潟大学大学院医歯学総合研
究科 摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師 咀嚼が嚥下に与える効果

9月 19日（金）　15：50～17：05
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

公募シンポジウム 2
「在宅の食をささえるトータルケア：在宅医療の現状と課題」

座長：野﨑 園子（関西労災病院 脳神経内科）
　　　西 依見子（Taste＆See）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY2-01 馬木
うまき

 良文
よしふみ 医療法人はれの日 あおいそら

在宅診療所
医師 摂食嚥下障害に対する訪問診療の現状と課題

PSY2-02 西
にし

 依見子
え み こ

Taste＆See
看護師・保
健師

コンサルタントナースの視点から： 在宅医療の
現状と課題

PSY2-03 牛尾
うしお

 実有紀
み ゆ き

大阪発達総合療育センター
看護師・保
健師

摂食嚥下障害のある小児の在宅看護における現
状と課題

PSY2-04 野﨑
のざき

 園子
そのこ

関西労災病院 脳神経内科 医師
嚥下外来と在宅医療の連携　コミュニケーショ
ンノートとオンライン診療の試み

公募シンポジウム　PSY

9月 20日（土）　14：10～15：30
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

パネルディスカッション 5
「日本医学会連合 TEAM 事業、頭頸部癌患者の摂食嚥下支援」

座長：片桐 克則（岩手医科大学 耳鼻咽喉科頭頸部外科学講座）
　　　谷合 信一（防衛医科大学校 耳鼻咽喉科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PD5-01 藤本
ふじもと

 保志
やすし 愛知医科大学耳鼻咽喉科・頭

頸部外科
医師 頭頸部癌手術における嚥下障害への対応

PD5-02 井口
いのくち

 はるひ 東京大学医学部附属病院 リ
ハビリテーション科

医師
頭頸部がんのリハビリテーション医療：多職種
による包括的アプローチの重要性

PD5-03 小山
こやま

 重人
しげと 東北大学病院・顎顔面口腔再

建治療部
歯科医師

頭頸部癌患者の摂食嚥下支援おける CAD/CAM
アシストシステムを用いた顎再建と歯科補綴
治療

PD5-04 高橋
たかはし

 美貴
み き 神戸大学医学部附属病院 リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

頭頸部癌患者における摂食嚥下支援と多職種連
携 ― 言語聴覚士の立場から ―

パネルディスカッション　PD

－ 19 －
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9月 19日（金）　17：45～18：30
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

編集委員会主催セミナー

座長：花山 耕三（川崎医科大学リハビリテーション医学）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SE-01 花山
はなやま

 耕三
こうぞう 川崎医科大学リハビリテー

ション医学
医師 学会誌の投稿と査読について

SE-02 山本
やまもと

 敏之
としゆき 国立精神・神経医療研究セン

ター病院
医師 論文作成の技法

編集委員会主催セミナー　SE

9月 19日（金）　17：15～18：30
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

公募シンポジウム 3
「多視点で捉える在宅療養児の摂食嚥下」

座長：村田 尚道（医療法人社団湧泉会 ひまわり歯科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY3-01 寺澤
てらざわ

 大祐
だいすけ 岐阜県総合医療センター新生

児内科
医師 -0.5歳から取り組む嚥下機能獲得への道

PSY3-02 松井
まつい

 晃
あきら

KIDS CE ADVISORY その他
0.0歳から始まる新生児・小児呼吸療法と摂食嚥
下とのかかわり

PSY3-03 上田
うえだ

 華奈
か な 認定特定非営利活動法人に

こり
その他

おうちにかえろう　こどもの願いを叶えるチー
ムの食支援

PSY3-04 松野
まつの

 頌平
こうへい

株式会社 Dentalホールディン
グス 医療法人メディエフ寺嶋
歯科医院

歯科医師 『歯科×栄養』で紡ぐ魔法の料理

9月 20日（土）　10：20～11：50
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

公募シンポジウム 4
「多職種から見た錠剤嚥下障害の問題点と対応策」

座長：藤島 一郎（浜松市リハビリテーション病院）
　　　倉田 なおみ（昭和医科大学薬学部社会健康薬学講座社会薬学部門・臨床薬学講座臨床栄養代謝学部門）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY4-01 藤島
ふじしま

 一郎
いちろう 浜松市リハビリテーション

病院
医師 錠剤嚥下障害について

PSY4-02 倉田
くらた

 なおみ
昭和医科大学薬学部社会健康
薬学講座社会薬学部門・臨床
薬学講座臨床栄養代謝学部門

薬剤師 「錠剤嚥下障害」の概念および錠剤粉砕の問題点

PSY4-03 原
はら

 和也
かずや 浜松市リハビリテーション病

院 リハビリテーション科
医師

錠剤嚥下障害：医師から見た錠剤嚥下障害の実
態や臨床

PSY4-04 寺田
てらだ

 泉
いずみ

袋井市立聖隷袋井市民病院 歯科衛生士
歯科衛生士から見た錠剤嚥下障害：口腔内残留
と対応策

PSY4-05 稲本
いなもと

 陽子
ようこ 藤田医科大学保健衛生学部リ

ハビリテーション学科
言語聴覚士 言語聴覚士から見た錠剤嚥下障害と対応

PSY4-06 上
うえ

 麻紀
ま き 医療法人橘会 ケアセンター万

年青
その他

介護福祉士から見た摂取支援と錠剤嚥下障害：
デイサービスの現状

PSY4-07 小山
こやま

 珠美
たまみ NPO法人口から食べる幸せを

守る会
看護師・保
健師

看護師からみた摂食嚥下障害者への内服におけ
る諸問題と課題

公募シンポジウム　PSY

－ 20 －



9月 19日（金）　17：45～18：30
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

編集委員会主催セミナー

座長：花山 耕三（川崎医科大学リハビリテーション医学）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SE-01 花山
はなやま

 耕三
こうぞう 川崎医科大学リハビリテー

ション医学
医師 学会誌の投稿と査読について

SE-02 山本
やまもと

 敏之
としゆき 国立精神・神経医療研究セン

ター病院
医師 論文作成の技法

編集委員会主催セミナー　SE

9月 19日（金）　17：15～18：30
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

公募シンポジウム 3
「多視点で捉える在宅療養児の摂食嚥下」

座長：村田 尚道（医療法人社団湧泉会 ひまわり歯科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY3-01 寺澤
てらざわ

 大祐
だいすけ 岐阜県総合医療センター新生

児内科
医師 -0.5歳から取り組む嚥下機能獲得への道

PSY3-02 松井
まつい

 晃
あきら

KIDS CE ADVISORY その他
0.0歳から始まる新生児・小児呼吸療法と摂食嚥
下とのかかわり

PSY3-03 上田
うえだ

 華奈
か な 認定特定非営利活動法人に

こり
その他

おうちにかえろう　こどもの願いを叶えるチー
ムの食支援

PSY3-04 松野
まつの

 頌平
こうへい

株式会社 Dentalホールディン
グス 医療法人メディエフ寺嶋
歯科医院

歯科医師 『歯科×栄養』で紡ぐ魔法の料理

9月 20日（土）　10：20～11：50
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

公募シンポジウム 4
「多職種から見た錠剤嚥下障害の問題点と対応策」

座長：藤島 一郎（浜松市リハビリテーション病院）
　　　倉田 なおみ（昭和医科大学薬学部社会健康薬学講座社会薬学部門・臨床薬学講座臨床栄養代謝学部門）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PSY4-01 藤島
ふじしま

 一郎
いちろう 浜松市リハビリテーション

病院
医師 錠剤嚥下障害について

PSY4-02 倉田
くらた

 なおみ
昭和医科大学薬学部社会健康
薬学講座社会薬学部門・臨床
薬学講座臨床栄養代謝学部門

薬剤師 「錠剤嚥下障害」の概念および錠剤粉砕の問題点

PSY4-03 原
はら

 和也
かずや 浜松市リハビリテーション病

院 リハビリテーション科
医師

錠剤嚥下障害：医師から見た錠剤嚥下障害の実
態や臨床

PSY4-04 寺田
てらだ

 泉
いずみ

袋井市立聖隷袋井市民病院 歯科衛生士
歯科衛生士から見た錠剤嚥下障害：口腔内残留
と対応策

PSY4-05 稲本
いなもと

 陽子
ようこ 藤田医科大学保健衛生学部リ

ハビリテーション学科
言語聴覚士 言語聴覚士から見た錠剤嚥下障害と対応

PSY4-06 上
うえ

 麻紀
ま き 医療法人橘会 ケアセンター万

年青
その他

介護福祉士から見た摂取支援と錠剤嚥下障害：
デイサービスの現状

PSY4-07 小山
こやま

 珠美
たまみ NPO法人口から食べる幸せを

守る会
看護師・保
健師

看護師からみた摂食嚥下障害者への内服におけ
る諸問題と課題

公募シンポジウム　PSY
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9月 19日（金）　11：50～12：50
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

ランチョンセミナー 1

座長：香取 幸夫（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS1-01 金沢
かなざわ

 英哲
ひであき スワローウィッシュクリニッ

ク
医師

リハビリテーション・栄養・口腔連携体制のピッ
トフォールと活路

LS1-02 永見
ながみ

 慎輔
しんすけ

北海道医療大学 リハビリテー
ション科学部 言語聴覚療法
学科

言語聴覚士
干渉波電気刺激療法を用いた嚥下リハビリテー
ションの実際

共催：株式会社フードケア

9月 19日（金）　11：50～12：50
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

ランチョンセミナー 2

座長：藤谷 順子（国立国際医療センター リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS2 兵頭
ひょうどう

 政光
まさみつ

社会医療法人仁生会 細木病
院 耳鼻咽喉科・こえと嚥下の
センター

医師
“食べるよろこび”の支援に向けた嚥下障害診療
の標準化と新たな取り組み

共催：株式会社明治

9月 19日（金）　11：50～12：50
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

ランチョンセミナー 3

座長：栢下 淳（県立広島大学　地域創生学部　地域創生学科　健康科学コース）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS3 松尾
まつお

 晴代
はるよ

鹿児島市医師会病院　看護部 看護師
経管栄養から経口摂取、そして在宅へ　
〜多職種でつなぐ栄養ケア〜

共催：ニュートリー株式会社

ランチョンセミナー　LS

9月 19日（金）　16：55～17：35
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

学会助成研究成果報告講演

座長：清水 充子（埼玉県総合リハビリテーションセンター他 言語聴覚科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

GS-01 中村
なかむら

 達也
たつや

島田療育センターはちおうじ 言語聴覚士
日本語版 Pediatric Eating Assessment Tool
(PediEAT-J)の開発、標準化および臨床的有用性
の検討

GS-02 大坪
おおつぼ

 博子
ひろこ 医療法人社団成仁会市ケ尾病

院薬剤科
薬剤師

摂食嚥下障害と錠剤嚥下障害の違いの検討―薬
の効果を最大限生かすためのアプローチ―

学会助成研究成果報告講演　GS
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9月 19日（金）　11：50～12：50
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

ランチョンセミナー 1

座長：香取 幸夫（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS1-01 金沢
かなざわ

 英哲
ひであき スワローウィッシュクリニッ

ク
医師

リハビリテーション・栄養・口腔連携体制のピッ
トフォールと活路

LS1-02 永見
ながみ

 慎輔
しんすけ

北海道医療大学 リハビリテー
ション科学部 言語聴覚療法
学科

言語聴覚士
干渉波電気刺激療法を用いた嚥下リハビリテー
ションの実際

共催：株式会社フードケア

9月 19日（金）　11：50～12：50
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

ランチョンセミナー 2

座長：藤谷 順子（国立国際医療センター リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS2 兵頭
ひょうどう

 政光
まさみつ

社会医療法人仁生会 細木病
院 耳鼻咽喉科・こえと嚥下の
センター

医師
“食べるよろこび”の支援に向けた嚥下障害診療
の標準化と新たな取り組み

共催：株式会社明治

9月 19日（金）　11：50～12：50
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

ランチョンセミナー 3

座長：栢下 淳（県立広島大学　地域創生学部　地域創生学科　健康科学コース）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS3 松尾
まつお

 晴代
はるよ

鹿児島市医師会病院　看護部 看護師
経管栄養から経口摂取、そして在宅へ　
〜多職種でつなぐ栄養ケア〜

共催：ニュートリー株式会社

ランチョンセミナー　LS

9月 19日（金）　16：55～17：35
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

学会助成研究成果報告講演

座長：清水 充子（埼玉県総合リハビリテーションセンター他 言語聴覚科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

GS-01 中村
なかむら

 達也
たつや

島田療育センターはちおうじ 言語聴覚士
日本語版 Pediatric Eating Assessment Tool
(PediEAT-J)の開発、標準化および臨床的有用性
の検討

GS-02 大坪
おおつぼ

 博子
ひろこ 医療法人社団成仁会市ケ尾病

院薬剤科
薬剤師

摂食嚥下障害と錠剤嚥下障害の違いの検討―薬
の効果を最大限生かすためのアプローチ―

学会助成研究成果報告講演　GS
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9月 20日（土）　12：00～13：00
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

ランチョンセミナー 7

座長：加藤 健吾（かとう耳鼻咽喉・嚥下クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS7 藤本
ふじもと

 篤士
あつし 医療法人 渓仁会 札幌西円山

病院 歯科
歯科医師 口腔の老化と摂食嚥下障害

共催：ネスレ日本株式会社

9月 20日（土）　12：00～13：00
第 7会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G401

ランチョンセミナー 8
「摂食嚥下障害と栄養管理」

座長：梅﨑 俊郎（国際医療福祉大学／福岡山王病院音声・嚥下センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS8-01 大野
おおの

 友久
ともひさ

陵北病院歯科 歯科医師
摂食嚥下機能障害と口腔衛生管理・口腔機能
管理

LS8-02 國枝
くにえだ

 顕二郎
けんじろう 岐阜大学大学院医学系研究科

脳神経内科学分野
医師 摂食嚥下リハビリテーションに必要な栄養管理

共催：株式会社大塚製薬工場/イーエヌ大塚製薬株式会社

ランチョンセミナー　LS

9月 19日（金）　11：50～12：50
第 7会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G401

ランチョンセミナー 4
「摂食嚥下障害における栄養ケアと食事強化の重要性」

座長：上島 順子（NTT東日本関東病院 栄養部）
　　　前田 圭介（愛知医科大学 栄養治療支援センター／国立長寿医療研究センター 老年内科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS4-01 前田
まえだ

 圭介
けいすけ 愛知医科大学 栄養治療支援

センター
医師

摂食嚥下障害がもたらす低栄養リスクと適切な
対応方法とは

LS4-02 上島
うえしま

 順子
じゅんこ

NTT東日本関東病院 栄養部 管理栄養士
栄養強化嚥下調整食による栄養ケアの効果〜最
新エビデンスの紹介〜

共催：日清オイリオグループ株式会社

9月 20日（土）　12：00～13：00
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

ランチョンセミナー 5

座長：栢下 淳（県立広島大学地域創生学部地域創生学科健康科学コース）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS5 堀
ほり

 一浩
かずひろ 新潟大学大学院医歯学総合研

究科包括歯科補綴学分野
大学・専門学
校等教員

とろみ調整食品を科学する

共催：森永乳業クリニコ株式会社

9月 20日（土）　12：00～13：00
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

ランチョンセミナー 6

座長：古屋 純一（昭和医科大学 口腔機能管理科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS6 上田
うえだ

 貴之
たかゆき

東京歯科大学 歯科医師
福祉用具を活用して高齢者の食事や口腔ケアの
環境を整えよう！

共催：株式会社フロンティア

ランチョンセミナー　LS
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9月 20日（土）　12：00～13：00
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

ランチョンセミナー 7

座長：加藤 健吾（かとう耳鼻咽喉・嚥下クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS7 藤本
ふじもと

 篤士
あつし 医療法人 渓仁会 札幌西円山

病院 歯科
歯科医師 口腔の老化と摂食嚥下障害

共催：ネスレ日本株式会社

9月 20日（土）　12：00～13：00
第 7会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G401

ランチョンセミナー 8
「摂食嚥下障害と栄養管理」

座長：梅﨑 俊郎（国際医療福祉大学／福岡山王病院音声・嚥下センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS8-01 大野
おおの

 友久
ともひさ

陵北病院歯科 歯科医師
摂食嚥下機能障害と口腔衛生管理・口腔機能
管理

LS8-02 國枝
くにえだ

 顕二郎
けんじろう 岐阜大学大学院医学系研究科

脳神経内科学分野
医師 摂食嚥下リハビリテーションに必要な栄養管理

共催：株式会社大塚製薬工場/イーエヌ大塚製薬株式会社

ランチョンセミナー　LS

9月 19日（金）　11：50～12：50
第 7会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G401

ランチョンセミナー 4
「摂食嚥下障害における栄養ケアと食事強化の重要性」

座長：上島 順子（NTT東日本関東病院 栄養部）
　　　前田 圭介（愛知医科大学 栄養治療支援センター／国立長寿医療研究センター 老年内科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS4-01 前田
まえだ

 圭介
けいすけ 愛知医科大学 栄養治療支援

センター
医師

摂食嚥下障害がもたらす低栄養リスクと適切な
対応方法とは

LS4-02 上島
うえしま

 順子
じゅんこ

NTT東日本関東病院 栄養部 管理栄養士
栄養強化嚥下調整食による栄養ケアの効果〜最
新エビデンスの紹介〜

共催：日清オイリオグループ株式会社

9月 20日（土）　12：00～13：00
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

ランチョンセミナー 5

座長：栢下 淳（県立広島大学地域創生学部地域創生学科健康科学コース）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS5 堀
ほり

 一浩
かずひろ 新潟大学大学院医歯学総合研

究科包括歯科補綴学分野
大学・専門学
校等教員

とろみ調整食品を科学する

共催：森永乳業クリニコ株式会社

9月 20日（土）　12：00～13：00
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

ランチョンセミナー 6

座長：古屋 純一（昭和医科大学 口腔機能管理科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

LS6 上田
うえだ

 貴之
たかゆき

東京歯科大学 歯科医師
福祉用具を活用して高齢者の食事や口腔ケアの
環境を整えよう！

共催：株式会社フロンティア

ランチョンセミナー　LS
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9月 19日（金）　13：40～14：40
ハンズオンセミナー会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G414+G415

ハンズオンセミナー

講師：稲本 陽子（藤田医科大学保健衛生学部 リハビリテーション学科）
　　　柴田 斉子（藤田医科大学病院 リハビリテーション科）

共催：インターリハ株式会社

ハンズオンセミナー　HS

9月 19日（金）　13：40～14：40
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

スポンサードセミナー 1

座長：岸本 裕充（兵庫医科大学医学部 歯科口腔外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SS1-01 田戸
た ど

 朝美
あさみ 山口大学大学院 医学系研究

科 臨床看護学講座
看護師・保
健師

食べられる口を CREATEするための口腔ケアを
考える
〜誤嚥予防を考慮した「水を使わない口腔ケ
ア」〜

SS1-01 桑田
くわた

 一郎
いちろう 兵庫医科大学病院 摂食嚥下

障害看護特定認定看護師
看護師・保
健師

同上

共催：日本歯科薬品株式会社

9月 19日（金）　13：40～14：40
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

スポンサードセミナー 2

座長：松尾 浩一郎（東京科学大学大学院 地域・福祉口腔機能管理学分野）
　　　三鬼 達人（藤田医科大学ばんたね病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SS2-01 松尾
まつお

 浩一郎
こういちろう 東京科学大学大学院 地域・福

祉口腔機能管理学分野
歯科医師

つなげよう、ひろげよう、オーラルマネジメン
ト　〜急性期から在宅まで、みんなで支える口
腔ケアの連携術〜

SS2-02 三鬼
み き

 達人
たつと

藤田医科大学ばんたね病院
看護師・保
健師

　

共催：アサヒグループ食品株式会社

9月 20日（土）　9：50～10：50
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

スポンサードセミナー 3

座長：平野 浩彦（東京都健康長寿医療センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SS3 上羽
うえは

 瑠美
る み

東京大学医学部附属病院 医師 よく知ろう！摂食嚥下における医科・歯科連携

共催：株式会社ジェイ・エム・エス

スポンサードセミナー　SS
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9月 19日（金）　13：40～14：40
ハンズオンセミナー会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G414+G415

ハンズオンセミナー

講師：稲本 陽子（藤田医科大学保健衛生学部 リハビリテーション学科）
　　　柴田 斉子（藤田医科大学病院 リハビリテーション科）

共催：インターリハ株式会社

ハンズオンセミナー　HS

9月 19日（金）　13：40～14：40
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

スポンサードセミナー 1

座長：岸本 裕充（兵庫医科大学医学部 歯科口腔外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SS1-01 田戸
た ど

 朝美
あさみ 山口大学大学院 医学系研究

科 臨床看護学講座
看護師・保
健師

食べられる口を CREATEするための口腔ケアを
考える
〜誤嚥予防を考慮した「水を使わない口腔ケ
ア」〜

SS1-01 桑田
くわた

 一郎
いちろう 兵庫医科大学病院 摂食嚥下

障害看護特定認定看護師
看護師・保
健師

同上

共催：日本歯科薬品株式会社

9月 19日（金）　13：40～14：40
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

スポンサードセミナー 2

座長：松尾 浩一郎（東京科学大学大学院 地域・福祉口腔機能管理学分野）
　　　三鬼 達人（藤田医科大学ばんたね病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SS2-01 松尾
まつお

 浩一郎
こういちろう 東京科学大学大学院 地域・福

祉口腔機能管理学分野
歯科医師

つなげよう、ひろげよう、オーラルマネジメン
ト　〜急性期から在宅まで、みんなで支える口
腔ケアの連携術〜

SS2-02 三鬼
み き

 達人
たつと

藤田医科大学ばんたね病院
看護師・保
健師

　

共催：アサヒグループ食品株式会社

9月 20日（土）　9：50～10：50
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

スポンサードセミナー 3

座長：平野 浩彦（東京都健康長寿医療センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

SS3 上羽
うえは

 瑠美
る み

東京大学医学部附属病院 医師 よく知ろう！摂食嚥下における医科・歯科連携

共催：株式会社ジェイ・エム・エス

スポンサードセミナー　SS

－ 27 －

プ   

ロ   

グ   

ラ   

ム



9月 20日（土）　8：40～9：40
第 7会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G401

交流集会 4
「多職種連携が大事なことは理解しているけれど、歯科衛生士は他職種とコミュニケーションが
取れていますか？」

コーディネーター：渡邉 理沙（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS4 渡邉
わたなべ

 理沙
り さ 桶狭間病院藤田こころケアセ

ンター
歯科衛生士

多職種連携が大事なことは理解しているけれど、
歯科衛生士は他職種とコミュニケーションが取
れていますか？

交流集会　EXS

9月 20日（土）　8：40～9：40
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

交流集会 1
「地域との食のつながりを見出そう！～摂食嚥下障害があってもおいしく食べられる～」

座長：江頭 文江（地域栄養ケア PEACH厚木）
　　　工藤 美香（駒沢女子大学人間健康学部 健康栄養学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS1 江頭
えがしら

 文江
ふみえ

地域栄養ケア PEACH厚木 管理栄養士 地域との食のつながりを見出そう！

9月 20日（土）　8：40～9：40
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

交流集会 2
「摂食嚥下リハビリテーションにおける医療情報の理解・統合・活用」

座長：柴本 勇（聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS2 谷合
たにあい

 信一
しんいち

防衛医科大学 言語聴覚士
摂食嚥下リハビリテーションにおける医療情報
の理解・統合・活用

EXS2 櫻井
さくらい

 隆晃
たかあき

名古屋医療センター 言語聴覚士 同上

EXS2 佐藤
さとう

 豊展
あつのぶ

聖隷クリストファー大学 言語聴覚士 同上

EXS2 坂田
さかた

 理恵子
り え こ JCHO京都鞍馬口医療セン

ター
言語聴覚士 同上

9月 20日（土）　8：40～9：40
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

交流集会 3
「活き活きと食べる暮らしを支える看護を実践しよう！～看護学生・多職種・地域との協働が
Key！～」

座長：根岸 久美子（仙台市医療センター仙台オープン病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS3 根岸
ねぎし

 久美子
く み こ 仙台市医療センター仙台オー

プン病院
看護師・保
健師

活き活きと食べる暮らしを支える看護を実践し
よう！〜看護学生・多職種・地域との協働が
Key！〜

交流集会　EXS

－ 28 －



9月 20日（土）　8：40～9：40
第 7会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G401

交流集会 4
「多職種連携が大事なことは理解しているけれど、歯科衛生士は他職種とコミュニケーションが
取れていますか？」

コーディネーター：渡邉 理沙（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS4 渡邉
わたなべ

 理沙
り さ 桶狭間病院藤田こころケアセ

ンター
歯科衛生士

多職種連携が大事なことは理解しているけれど、
歯科衛生士は他職種とコミュニケーションが取
れていますか？

交流集会　EXS

9月 20日（土）　8：40～9：40
第 4会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G301

交流集会 1
「地域との食のつながりを見出そう！～摂食嚥下障害があってもおいしく食べられる～」

座長：江頭 文江（地域栄養ケア PEACH厚木）
　　　工藤 美香（駒沢女子大学人間健康学部 健康栄養学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS1 江頭
えがしら

 文江
ふみえ

地域栄養ケア PEACH厚木 管理栄養士 地域との食のつながりを見出そう！

9月 20日（土）　8：40～9：40
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

交流集会 2
「摂食嚥下リハビリテーションにおける医療情報の理解・統合・活用」

座長：柴本 勇（聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS2 谷合
たにあい

 信一
しんいち

防衛医科大学 言語聴覚士
摂食嚥下リハビリテーションにおける医療情報
の理解・統合・活用

EXS2 櫻井
さくらい

 隆晃
たかあき

名古屋医療センター 言語聴覚士 同上

EXS2 佐藤
さとう

 豊展
あつのぶ

聖隷クリストファー大学 言語聴覚士 同上

EXS2 坂田
さかた

 理恵子
り え こ JCHO京都鞍馬口医療セン

ター
言語聴覚士 同上

9月 20日（土）　8：40～9：40
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

交流集会 3
「活き活きと食べる暮らしを支える看護を実践しよう！～看護学生・多職種・地域との協働が
Key！～」

座長：根岸 久美子（仙台市医療センター仙台オープン病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EXS3 根岸
ねぎし

 久美子
く み こ 仙台市医療センター仙台オー

プン病院
看護師・保
健師

活き活きと食べる暮らしを支える看護を実践し
よう！〜看護学生・多職種・地域との協働が
Key！〜

交流集会　EXS

－ 29 －
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9月 18日（木）　17：10～18：10
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

プレコングレスセミナー 2-2
「栄養管理のステップアップ：サルコペニアへの対応」

座長：清水 昭雄（三重大学医学部附属病院 リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC2-2-01 重松
しげまつ

 孝
たかし 浜松市リハビリテーション

病院
医師

サルコペニアの嚥下障害：概念・病態から臨床
場面での実践まで

PC2-2-02 西岡
にしおか

 心大
しんた 長崎県立大学大学院地域創生

研究科
管理栄養士

栄養管理のステップアップ：サルコペニアへの
戦略

9月 18日（木）　16：00～17：00
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

プレコングレスセミナー 3-1
「これでマスター！バキューム嚥下と腰上げ（ブリッジ）空嚥下」

座長：岩永 健（京都大学大学院医学研究科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC3-1-01 國枝
くにえだ

 顕二郎
けんじろう 岐阜大学大学院医学系研究科

脳神経内科学分野
医師

これでマスター！バキューム嚥下と腰上げ（ブ
リッジ）空嚥下訓練

9月 18日（木）　17：10～18：10
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

プレコングレスセミナー 3-2
「嚥下調整食、分類できる？：フォーク 1 本で簡単チェック。IDDSI を一気に学ぼう！」

座長：真柄 仁（新潟大学医歯学総合病院 摂食嚥下機能回復部）
ファシリテーター：長瀨 まり（日本赤十字社 旭川赤十字病院 医療技術部 栄養課）
　　　　　　　　　藤原 怜子（医療法人 清水会 脳神経リハビリ北大路病院）
　　　　　　　　　山下 晃司（訪問看護ステーションリベル 言語聴覚）
　　　　　　　　　堺 琴美（平成医療福祉グループ総合研究所 研究部）
　　　　　　　　　山本 美和（旭ろうさい病院 中央リハビリテーション部）
　　　　　　　　　福山 晶美（福山てるみ食と栄養事務所）
　　　　　　　　　島田 直子（鎌倉リハビリテーション聖テレジア病院 栄養科）
　　　　　　　　　近藤 葉月（社会福祉法人奉優会渋谷区つばめの里・本町東 支援課）
　　　　　　　　　森 康行（訪問看護ステーションコネクトひらかた）
　　　　　　　　　髙橋 文（東北生活文化大学 家政学部 家政学科 健康栄養学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC3-2-01 中尾
なかお

 真理
ま り 東北生活文化大学家政学部家

政学科健康栄養学専攻
医師

嚥下調整食、分類できる？：フォーク 1本で簡
単チェック。IDDSIを一気に学ぼう！

プレコングレスセミナー　PC

9月 18日（木）　16：00～17：00
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

プレコングレスセミナー 1-1
「口腔ケアのステップアップ」

座長：水上 美樹（日本歯科大学 東京短期大学歯科衛生学科／日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック ）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC1-1-01 石河
いしこ

 理紗
り さ

東北大学病院口腔支持療法科 歯科医師
がん患者の口腔健康管理：口腔健康管理の必要
性と具体的方法

PC1-1-02 水戸
み と

 直子
なおこ 東北大学病院 診療技術部 歯

科衛生部門
歯科衛生士

がん患者の口腔健康管理：口腔衛生管理と口腔
ケア

9月 18日（木）　17：10～18：10
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

プレコングレスセミナー 1-2
「摂食嚥下訓練のステップアップ」

座長：永見 慎輔（北海道医療大学 リハビリテーション科学部 言語聴覚療法学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC1-2-01 兼岡
かねおか

 麻子
あさこ 東京大学医学部附属病院 リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

介入に確かな理由を ― “とりあえず訓練”を卒業
するための臨床思考と実践

PC1-2-02 森山
もりやま

 さや香
さ や か

東北大学病院 言語聴覚士
「これならできる！」〜倫理的思考と発想転換で
次の一手へ〜

9月 18日（木）　16：00～17：00
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

プレコングレスセミナー 2-1
「嚥下機能評価のステップアップ：VF、マノメトリー」

座長：熊井 良彦（長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC2-1-01 太田
おおた

 淳
じゅん 東北大学耳鼻咽喉・頭頸部

外科
医師 耳鼻咽喉科医から見た嚥下造影検査と注意点

PC2-1-02 髙島
たかしま

 寿美恵
す み え

長崎大学病院 医師
高解像度マノメトリー検査の基本と、頭頸部癌
再建手術における嚥下圧変化測定への活用

プレコングレスセミナー　PC

－ 30 －



9月 18日（木）　17：10～18：10
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

プレコングレスセミナー 2-2
「栄養管理のステップアップ：サルコペニアへの対応」

座長：清水 昭雄（三重大学医学部附属病院 リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC2-2-01 重松
しげまつ

 孝
たかし 浜松市リハビリテーション

病院
医師

サルコペニアの嚥下障害：概念・病態から臨床
場面での実践まで

PC2-2-02 西岡
にしおか

 心大
しんた 長崎県立大学大学院地域創生

研究科
管理栄養士

栄養管理のステップアップ：サルコペニアへの
戦略

9月 18日（木）　16：00～17：00
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

プレコングレスセミナー 3-1
「これでマスター！バキューム嚥下と腰上げ（ブリッジ）空嚥下」

座長：岩永 健（京都大学大学院医学研究科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC3-1-01 國枝
くにえだ

 顕二郎
けんじろう 岐阜大学大学院医学系研究科

脳神経内科学分野
医師

これでマスター！バキューム嚥下と腰上げ（ブ
リッジ）空嚥下訓練

9月 18日（木）　17：10～18：10
第 6会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G402

プレコングレスセミナー 3-2
「嚥下調整食、分類できる？：フォーク 1 本で簡単チェック。IDDSI を一気に学ぼう！」

座長：真柄 仁（新潟大学医歯学総合病院 摂食嚥下機能回復部）
ファシリテーター：長瀨 まり（日本赤十字社 旭川赤十字病院 医療技術部 栄養課）
　　　　　　　　　藤原 怜子（医療法人 清水会 脳神経リハビリ北大路病院）
　　　　　　　　　山下 晃司（訪問看護ステーションリベル 言語聴覚）
　　　　　　　　　堺 琴美（平成医療福祉グループ総合研究所 研究部）
　　　　　　　　　山本 美和（旭ろうさい病院 中央リハビリテーション部）
　　　　　　　　　福山 晶美（福山てるみ食と栄養事務所）
　　　　　　　　　島田 直子（鎌倉リハビリテーション聖テレジア病院 栄養科）
　　　　　　　　　近藤 葉月（社会福祉法人奉優会渋谷区つばめの里・本町東 支援課）
　　　　　　　　　森 康行（訪問看護ステーションコネクトひらかた）
　　　　　　　　　髙橋 文（東北生活文化大学 家政学部 家政学科 健康栄養学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC3-2-01 中尾
なかお

 真理
ま り 東北生活文化大学家政学部家

政学科健康栄養学専攻
医師

嚥下調整食、分類できる？：フォーク 1本で簡
単チェック。IDDSIを一気に学ぼう！

プレコングレスセミナー　PC

9月 18日（木）　16：00～17：00
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

プレコングレスセミナー 1-1
「口腔ケアのステップアップ」

座長：水上 美樹（日本歯科大学 東京短期大学歯科衛生学科／日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック ）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC1-1-01 石河
いしこ

 理紗
り さ

東北大学病院口腔支持療法科 歯科医師
がん患者の口腔健康管理：口腔健康管理の必要
性と具体的方法

PC1-1-02 水戸
み と

 直子
なおこ 東北大学病院 診療技術部 歯

科衛生部門
歯科衛生士

がん患者の口腔健康管理：口腔衛生管理と口腔
ケア

9月 18日（木）　17：10～18：10
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

プレコングレスセミナー 1-2
「摂食嚥下訓練のステップアップ」

座長：永見 慎輔（北海道医療大学 リハビリテーション科学部 言語聴覚療法学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC1-2-01 兼岡
かねおか

 麻子
あさこ 東京大学医学部附属病院 リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

介入に確かな理由を ― “とりあえず訓練”を卒業
するための臨床思考と実践

PC1-2-02 森山
もりやま

 さや香
さ や か

東北大学病院 言語聴覚士
「これならできる！」〜倫理的思考と発想転換で
次の一手へ〜

9月 18日（木）　16：00～17：00
第 5会場　【パシフィコ横浜ノース】4F G403+G404

プレコングレスセミナー 2-1
「嚥下機能評価のステップアップ：VF、マノメトリー」

座長：熊井 良彦（長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

PC2-1-01 太田
おおた

 淳
じゅん 東北大学耳鼻咽喉・頭頸部

外科
医師 耳鼻咽喉科医から見た嚥下造影検査と注意点

PC2-1-02 髙島
たかしま

 寿美恵
す み え

長崎大学病院 医師
高解像度マノメトリー検査の基本と、頭頸部癌
再建手術における嚥下圧変化測定への活用

プレコングレスセミナー　PC
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9月 19日（金）　17：45～18：25
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 2

座長：鈴木 真輔（秋田大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS2-01 Masahiro
Nakamori

Department of Clinical
Neuroscience and Therapeutics,
Hiroshima University Graduate
School of Biomedical and
Health Sciences

Doctor
Electronic Stethoscope and Artificial Intelligence-
Based Swallowing Sound Index Analysis in
Parkinson’s Disease

ENS2-02 Howell Henrian
Bayona

Graduate School of Health
Sciences, Fujita Health
University

Student/
Graduate
Student

Swallowing CT reveals pharyngeal and UES
dysfunction in early to mid-stage Parkinson’s
Disease

ENS2-03 Keiko Aihara
Faculty of Rehabilitation,
School of Health Sciences,
Fujita Health University

Speech
Therapist

The effect of aging and bolus volume on the upper
esophageal sphincter opening during swallowing.
Kinematic analysis using swallowing CT

ENS2-04 Daisuke Inukai

Aichi Medical University,
department of
Otorhinolaryngology and Head
and Neck Surgery

Doctor
Examining the utility of Falsetto exercise:
quantifying laryngeal elevation using dynamic
imaging of MDCT

9月 20日（土）　10：40～11：20
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 3

座長：辻村 恭憲（新潟大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS3-01 Yumi Chiba
School of Nursing, Graduate
School of Medicine, Yokohama
City University

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Reliability and Validity of Dysphagia-Related Items
in Acute Hospitals: Development of a Scale for
Nurse Recognition

ENS3-02 Mengjie Zhang

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Student/
Graduate
Student

Comparison of swallowing characteristics of
various medium-chain triglycerides products

ENS3-03 Yunjung Kim
Korea elderly food research
institute

Others
Development and Community Delivery of
Dysphagia-Friendly Mousse Meals by Culinary
Arts Students

ENS3-04 Atsuko Miyazaki The University of Tokyo

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

VR Fukiya: A Novel "Just Blow" Approach for
Dysphagia Rehabilitation in Older Adults- A
Randomized Controlled Trial in Day-Care Services

English Session（口演）　ENS

9月 19日（金）　13：40～14：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 1

座長：Yael Shapira-Galitz（Otolaryngology Head and Neck Surgery Department, Kaplan Medical Center, Kaplan Medical Center, Rehovot, Israel）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS1-01 SZTING WANG

National Taiwan University
Hospital, Department of
Physical Medicine and
Rehabilitation

Speech
Therapist

Establishing an Interdisciplinary Protocol for Post-
Lung Transplant Dysphagia: Outcomes from a
Team-Based Model

ENS1-02 Joana Liu
Swallowing Research
Laboratory, The University of
Hong Kong

Speech
Therapist

Tracking oromotor movements: A novel approach

ENS1-03 Tao Liu
Peking University School of
Nursing

Student/
Graduate
Student

Acoustic Features of Swallowing Sound in
Dysphagia: A Scoping Review

ENS1-04 Valentina
Mocchetti

Sean Parker Institute for the
Voice, Department of
Otolaryngology — Head and
Neck Surgery, Weill Cornell
Medicine

Speech
Therapist

Cross-Cultural Validation and Linguistic
Translation of the Oral Frailty Index (OFI-8) for US
English: A Multi-Phase Translation and Validation
Process

ENS1-05 Benliang Fu
Graduate School of Health
Sciences, Fujita Health
University

Student/
Graduate
Student

The Correlation of 3D Volume and 2D Area of
Laryngeal Vestibule Closure during Swallowing CT

ENS1-06 YUTOMO
SEINO

Department of
Otorhinolaryngology Head and
Neck Surgery, Kitasato
University School of Medicine

Doctor
Swallowing evaluation and management in
myotonic dystrophy type 1: our experience

English Session（口演）　ENS
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9月 19日（金）　17：45～18：25
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 2

座長：鈴木 真輔（秋田大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS2-01 Masahiro
Nakamori

Department of Clinical
Neuroscience and Therapeutics,
Hiroshima University Graduate
School of Biomedical and
Health Sciences

Doctor
Electronic Stethoscope and Artificial Intelligence-
Based Swallowing Sound Index Analysis in
Parkinson’s Disease

ENS2-02 Howell Henrian
Bayona

Graduate School of Health
Sciences, Fujita Health
University

Student/
Graduate
Student

Swallowing CT reveals pharyngeal and UES
dysfunction in early to mid-stage Parkinson’s
Disease

ENS2-03 Keiko Aihara
Faculty of Rehabilitation,
School of Health Sciences,
Fujita Health University

Speech
Therapist

The effect of aging and bolus volume on the upper
esophageal sphincter opening during swallowing.
Kinematic analysis using swallowing CT

ENS2-04 Daisuke Inukai

Aichi Medical University,
department of
Otorhinolaryngology and Head
and Neck Surgery

Doctor
Examining the utility of Falsetto exercise:
quantifying laryngeal elevation using dynamic
imaging of MDCT

9月 20日（土）　10：40～11：20
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 3

座長：辻村 恭憲（新潟大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS3-01 Yumi Chiba
School of Nursing, Graduate
School of Medicine, Yokohama
City University

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Reliability and Validity of Dysphagia-Related Items
in Acute Hospitals: Development of a Scale for
Nurse Recognition

ENS3-02 Mengjie Zhang

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Student/
Graduate
Student

Comparison of swallowing characteristics of
various medium-chain triglycerides products

ENS3-03 Yunjung Kim
Korea elderly food research
institute

Others
Development and Community Delivery of
Dysphagia-Friendly Mousse Meals by Culinary
Arts Students

ENS3-04 Atsuko Miyazaki The University of Tokyo

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

VR Fukiya: A Novel "Just Blow" Approach for
Dysphagia Rehabilitation in Older Adults- A
Randomized Controlled Trial in Day-Care Services

English Session（口演）　ENS

9月 19日（金）　13：40～14：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 1

座長：Yael Shapira-Galitz（Otolaryngology Head and Neck Surgery Department, Kaplan Medical Center, Kaplan Medical Center, Rehovot, Israel）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS1-01 SZTING WANG

National Taiwan University
Hospital, Department of
Physical Medicine and
Rehabilitation

Speech
Therapist

Establishing an Interdisciplinary Protocol for Post-
Lung Transplant Dysphagia: Outcomes from a
Team-Based Model

ENS1-02 Joana Liu
Swallowing Research
Laboratory, The University of
Hong Kong

Speech
Therapist

Tracking oromotor movements: A novel approach

ENS1-03 Tao Liu
Peking University School of
Nursing

Student/
Graduate
Student

Acoustic Features of Swallowing Sound in
Dysphagia: A Scoping Review

ENS1-04 Valentina
Mocchetti

Sean Parker Institute for the
Voice, Department of
Otolaryngology — Head and
Neck Surgery, Weill Cornell
Medicine

Speech
Therapist

Cross-Cultural Validation and Linguistic
Translation of the Oral Frailty Index (OFI-8) for US
English: A Multi-Phase Translation and Validation
Process

ENS1-05 Benliang Fu
Graduate School of Health
Sciences, Fujita Health
University

Student/
Graduate
Student

The Correlation of 3D Volume and 2D Area of
Laryngeal Vestibule Closure during Swallowing CT

ENS1-06 YUTOMO
SEINO

Department of
Otorhinolaryngology Head and
Neck Surgery, Kitasato
University School of Medicine

Doctor
Swallowing evaluation and management in
myotonic dystrophy type 1: our experience

English Session（口演）　ENS
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9月 20日（土）　13：50～14：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 6

座長：梅本 丈二（福岡大学医学部歯科口腔外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS6-01 HsiaoHan Wei
Taipei City Hospital YangMing
Branch

Speech
Therapist

Applying the Health Belief Model to Improve
Treatment Adherence in Dysphagia Rehabilitation

ENS6-02 Phoebe Tsz-
Ching Shek

Department of Chinese and
Bilingual Studies, The Hong
Kong Polytechnic University

Student/
Graduate
Student

Introducing Variability – A Study on Accuracy-
Based Transition in Practice Variability on Learning
Mendelsohn Maneuver in Healthy Adults

ENS6-03 Ho Yin LEUNG

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Student/
Graduate
Student

Effect of Frequency of Neuromuscular Electrical
Stimulation on Hyoid Displacement and Discomfort
Perception

ENS6-04 Suen Yue Sarah
Poon

Faculty of Humanities, the
Hong Kong Polytechnic
University

Speech
Therapist

Profiling Oral Frailty: Visualisation of Reduced
Oral Functioning

ENS6-05 Qian Xiao Xiao Capital Medical University

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Nurses’ experience with an intelligent health
education system based on large language model for
elderly respiratory aspiration: A qualitative study

English Session（口演）　ENS

9月 20日（土）　11：20～12：00
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 4

座長：川上 途行（慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS4-01 Charng-Rong
Pan

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Dentist
Effect of laryngeal thermal stimulation on initiation
of swallowing in anesthetized rats

ENS4-02 Mari Nakao-
Kato

Tohoku Seikatsu Bunka
University Division of Health
and Nutrition

Doctor

IDDSI simplified assessment and cutoff points for
foods that can be crushed with the tongue using a
fork and scale: Exploring correspondence with the
JDD2021

ENS4-03 NAMON
PHETNIN

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Student/
Graduate
Student

Effect of potassium on swallowing initiation in
healthy humans

ENS4-04 Karen M.K.
Chan

Swallowing Research
Laboratory, The University of
Hong Kong

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Effect of an Intensive Swallowing Training Using
Gerontechnology with Post-hospitalized Older
Adults in Nursing Home

9月 20日（土）　13：00～13：50
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 5

座長：海老原 覚（東北大学大学院医学系研究科臨床障害学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS5-01 Maria Angela
Salomon Dealino

Department of Otolaryngology
and Head and Neck Surgery, the
University of Tokyo

Doctor
Improved pharyngeal contraction and oral intake
status after modified central-part laryngectomy for
late-stage ALS

ENS5-02 Midori
Yoshihara

Division of Dysphagia
Rehabilitation Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Dentist
Involvement of Piezo1 receptors in esophageal
stimulation-induced ATP release and swallowing in
anesthetized guinea pig

ENS5-03 Yael Shapira-
Galitz

Dept. of Otolaryngology Head
and Neck Surgery, Kaplan
Medical Center, Rehovot, Israel

Doctor
The Effects of Pill Characteristics on the Perceived
Impression of Pill Ingestion Difficulty for Patients
with and Without Dysphagia

ENS5-04 Yu-Jung Chang
Chung Shan Medical University
Hospital

Speech
Therapist

The Impact of Obstructive Sleep Apnea on Tongue
Muscle Function Across Age Groups

ENS5-05 Grace Hao
North Carolina Central
University

Speech
Therapist

Predicting Oral Feeding Initiation in Moderate-to-
Late Preterm Infants: A Regression Model
Approach

English Session（口演）　ENS
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9月 20日（土）　13：50～14：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 6

座長：梅本 丈二（福岡大学医学部歯科口腔外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS6-01 HsiaoHan Wei
Taipei City Hospital YangMing
Branch

Speech
Therapist

Applying the Health Belief Model to Improve
Treatment Adherence in Dysphagia Rehabilitation

ENS6-02 Phoebe Tsz-
Ching Shek

Department of Chinese and
Bilingual Studies, The Hong
Kong Polytechnic University

Student/
Graduate
Student

Introducing Variability – A Study on Accuracy-
Based Transition in Practice Variability on Learning
Mendelsohn Maneuver in Healthy Adults

ENS6-03 Ho Yin LEUNG

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Student/
Graduate
Student

Effect of Frequency of Neuromuscular Electrical
Stimulation on Hyoid Displacement and Discomfort
Perception

ENS6-04 Suen Yue Sarah
Poon

Faculty of Humanities, the
Hong Kong Polytechnic
University

Speech
Therapist

Profiling Oral Frailty: Visualisation of Reduced
Oral Functioning

ENS6-05 Qian Xiao Xiao Capital Medical University

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Nurses’ experience with an intelligent health
education system based on large language model for
elderly respiratory aspiration: A qualitative study

English Session（口演）　ENS

9月 20日（土）　11：20～12：00
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 4

座長：川上 途行（慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS4-01 Charng-Rong
Pan

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Dentist
Effect of laryngeal thermal stimulation on initiation
of swallowing in anesthetized rats

ENS4-02 Mari Nakao-
Kato

Tohoku Seikatsu Bunka
University Division of Health
and Nutrition

Doctor

IDDSI simplified assessment and cutoff points for
foods that can be crushed with the tongue using a
fork and scale: Exploring correspondence with the
JDD2021

ENS4-03 NAMON
PHETNIN

Division of Dysphagia
Rehabilitation, Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Student/
Graduate
Student

Effect of potassium on swallowing initiation in
healthy humans

ENS4-04 Karen M.K.
Chan

Swallowing Research
Laboratory, The University of
Hong Kong

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Effect of an Intensive Swallowing Training Using
Gerontechnology with Post-hospitalized Older
Adults in Nursing Home

9月 20日（土）　13：00～13：50
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 5

座長：海老原 覚（東北大学大学院医学系研究科臨床障害学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS5-01 Maria Angela
Salomon Dealino

Department of Otolaryngology
and Head and Neck Surgery, the
University of Tokyo

Doctor
Improved pharyngeal contraction and oral intake
status after modified central-part laryngectomy for
late-stage ALS

ENS5-02 Midori
Yoshihara

Division of Dysphagia
Rehabilitation Niigata
University Graduate School of
Medical and Dental Sciences

Dentist
Involvement of Piezo1 receptors in esophageal
stimulation-induced ATP release and swallowing in
anesthetized guinea pig

ENS5-03 Yael Shapira-
Galitz

Dept. of Otolaryngology Head
and Neck Surgery, Kaplan
Medical Center, Rehovot, Israel

Doctor
The Effects of Pill Characteristics on the Perceived
Impression of Pill Ingestion Difficulty for Patients
with and Without Dysphagia

ENS5-04 Yu-Jung Chang
Chung Shan Medical University
Hospital

Speech
Therapist

The Impact of Obstructive Sleep Apnea on Tongue
Muscle Function Across Age Groups

ENS5-05 Grace Hao
North Carolina Central
University

Speech
Therapist

Predicting Oral Feeding Initiation in Moderate-to-
Late Preterm Infants: A Regression Model
Approach

English Session（口演）　ENS
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9月 19日（金）　8：40～9：20

1. 誤嚥性肺炎 1

座長：岡崎 達馬（東北大学医学系研究科臨床障害学）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O1-01 山口
やまぐち

 正義
まさよし 医療法人ユナイテッド 赤坂歯

科医院
歯科医師

AI及びクラウドを活用した誤嚥性肺炎リスク評
価モデルの構築

O1-02 渡慶次
と け し

 かおり 亀田総合病院 言語聴覚士
入院肺炎患者における嚥下障害の有無と生命予
後の関連：単一施設観察研究

O1-03 河村
かわむら

 迅
じん 広島市立北部医療センター安

佐市民病院
言語聴覚士 当院における誤嚥性肺炎患者の臨床的検討

O1-04 井上
いのうえ

 登太
とうた みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
医師

誤嚥性肺炎を繰り返す重度嚥下障害症例におけ
る誤嚥性肺炎重症度を推測するフィジカル所見
とは

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 2会場

9月 20日（土）　14：40～15：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 7

座長：高畠 英昭（長崎大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS7-01 Heather M.
Starmer

Department of Otolaryngology
– Head & Neck Surgery,
Stanford University – Palo Alto,
CA

Speech
Therapist

One-year swallowing outcomes in a head and neck
cancer cohort: The impact of swallowing exercises
and feeding tube use

ENS7-02 Joanne Yee

Graduate Program of Clinical
Investigation, School of
Medicine and Public Health,
University of Wisconsin-
Madison, Madison, Wisconsin,
USA

Speech
Therapist

Feasibility and Utility of Cough Function and
Expiratory Pressure Measurement in Persons Living
with Dementia

ENS7-03 Wen-Hsuan
Tseng

Departments of Otolaryngology,
National Taiwan University
Hospital, Taipei, Taiwan

Doctor
Dissecting dysphagia- incorporation of FESS, MBS
and HRIM

ENS7-04 Chen-Yu Chen

Department of Physical
Medicine and Rehabilitation,
National Taiwan University
Hospital, Taipei, Taiwan

Speech
Therapist

Current Status and Future Development of Speech-
Language Pathologists in Dysphagia Care in Taiwan

ENS7-05 Jin-Woo Park

Physical Medicine and
Rehabilitation, Dongguk
University Ilsan Hospital,
Gyeonggi-do, Korea

Doctor
Prediction of dysphagia severity after lateral
medullary infarction with deep learning

ENS7-06 Sekwang Lee

Department of Physical
Medicine and Rehabilitation,
Anam Hospital, Korea
University College of Medicine,
Seoul, Republic of Korea

Doctor
Structural integrity metrics of the corticobulbar tract
are associated with post-stroke dysarthria

English Session（口演）　ENS
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9月 19日（金）　8：40～9：20

1. 誤嚥性肺炎 1

座長：岡崎 達馬（東北大学医学系研究科臨床障害学）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O1-01 山口
やまぐち

 正義
まさよし 医療法人ユナイテッド 赤坂歯

科医院
歯科医師

AI及びクラウドを活用した誤嚥性肺炎リスク評
価モデルの構築

O1-02 渡慶次
と け し

 かおり 亀田総合病院 言語聴覚士
入院肺炎患者における嚥下障害の有無と生命予
後の関連：単一施設観察研究

O1-03 河村
かわむら

 迅
じん 広島市立北部医療センター安

佐市民病院
言語聴覚士 当院における誤嚥性肺炎患者の臨床的検討

O1-04 井上
いのうえ

 登太
とうた みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
医師

誤嚥性肺炎を繰り返す重度嚥下障害症例におけ
る誤嚥性肺炎重症度を推測するフィジカル所見
とは

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 2会場

9月 20日（土）　14：40～15：40
第 3会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G302

English Session 7

座長：高畠 英昭（長崎大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

ENS7-01 Heather M.
Starmer

Department of Otolaryngology
– Head & Neck Surgery,
Stanford University – Palo Alto,
CA

Speech
Therapist

One-year swallowing outcomes in a head and neck
cancer cohort: The impact of swallowing exercises
and feeding tube use

ENS7-02 Joanne Yee

Graduate Program of Clinical
Investigation, School of
Medicine and Public Health,
University of Wisconsin-
Madison, Madison, Wisconsin,
USA

Speech
Therapist

Feasibility and Utility of Cough Function and
Expiratory Pressure Measurement in Persons Living
with Dementia

ENS7-03 Wen-Hsuan
Tseng

Departments of Otolaryngology,
National Taiwan University
Hospital, Taipei, Taiwan

Doctor
Dissecting dysphagia- incorporation of FESS, MBS
and HRIM

ENS7-04 Chen-Yu Chen

Department of Physical
Medicine and Rehabilitation,
National Taiwan University
Hospital, Taipei, Taiwan

Speech
Therapist

Current Status and Future Development of Speech-
Language Pathologists in Dysphagia Care in Taiwan

ENS7-05 Jin-Woo Park

Physical Medicine and
Rehabilitation, Dongguk
University Ilsan Hospital,
Gyeonggi-do, Korea

Doctor
Prediction of dysphagia severity after lateral
medullary infarction with deep learning

ENS7-06 Sekwang Lee

Department of Physical
Medicine and Rehabilitation,
Anam Hospital, Korea
University College of Medicine,
Seoul, Republic of Korea

Doctor
Structural integrity metrics of the corticobulbar tract
are associated with post-stroke dysarthria

English Session（口演）　ENS
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9月 19日（金）　16：00～16：50

4. 看護 1

座長：千葉 由美（横浜市立大学看護学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O4-01 西澤
にしざわ

 和義
かずよし

愛知県立大学看護学部
大学・専門学
校等教員

看護師が入院患者の食事場面で用いる嚥下安全
性判断のための観察指標に関する検証

O4-02 平井
ひらい

 悦子
えつこ 兵庫県立尼崎総合医療セン

ター
看護師・保
健師

耳下腺癌終末期患者の願いに寄り添った口腔ケ
アと口腔機能低下予防へのアプローチ

O4-03 池戸
いけど

 磨美
ま み 名古屋大学医学部附属病院

看護部
看護師・保
健師

声を失った患者に対する会話支援アプリの試用
の取り組み

O4-04 園山
そのやま

 美樹
み き

済生会江津総合病院
看護師・保
健師

療養病棟における嚥下機能低下のある患者の家
族の思い

O4-05 中村
なかむら

 茉利江
ま り え 東北大学病院高度救命救急セ

ンター
看護師・保
健師

高位頚髄損傷により重度の嚥下障害を呈した患
者への多職種による嚥下リハビリテーションの
効果

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 4会場

9月 19日（金）　10：20～11：30

2. 誤嚥性肺炎 2

座長：中村 智之（獨協医科大学リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O2-01 一戸
いちのへ

 璃子
り こ

沼田クリニック 言語聴覚士
当院での食形態における舌圧測定と HHDによ
る頸部筋力測定の関連性

O2-02 和泉
いずみ

 柚紀
ゆずき

森永乳業株式会社 企業関係者 同一粘度に調整したとろみ液の官能特性の違い

O2-03 坪田
つぼた

 浩平
こうへい

桜十字病院 言語聴覚士
廃用性の嚥下障害にて長期間経管栄養であった
が、早期に 3食経口摂取へ移行可能となった
一例

O2-04 清水
しみず

 鈴佳
りんか 医療法人社団登豊会近石病院

歯科口腔外科
歯科衛生士

PSPに対する口腔および咽頭への多角的アプ
ローチ

O2-05 木下
きのした

 将
しょう 川崎医科大学 耳鼻咽喉・頭頸

部外科学
医師

舌萎縮と線維束性攣縮から発見された ALSに
伴う嚥下障害の一例

O2-06 太田
おおた

 快成
かいせい

医療法人渓仁会定山渓病院 言語聴覚士
当院における兵頭スコアを用いた経口摂取可否
の予後予測

O2-07 久下
く げ

 宗仁
むねひと

医療法人財団利定会 大久野
病院 リハビリテーション部
言語聴覚療法科

言語聴覚士
嚥下障害患者における誤嚥性肺炎の罹患と喀出
能力の関連についての調査

9月 19日（金）　14：55～15：55

3. 地域リハ・在宅

座長：塚田 徹（竹田綜合病院リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O3-01 秋岡
あきおか

 宏志
ひろし

奈良県総合医療センター 医師
気管孔管理に関する連携医療機関へのアンケー
ト調査

O3-02 前川
まえかわ

 一恵
かずえ 和洋女子大学 看護学部看護

学科
看護師・保
健師

訪問看護ステーション職員による摂食嚥下機能
が低下した要介護高齢者への食支援：支援モデ
ルの実用性の検討

O3-03 小川
おがわ

 真央
ま お 医療法人沿志会 東刈谷在宅

クリニック
医師

在宅での嚥下機能検査と栄養指導によって完全
静脈栄養から 3食経口摂取可能となった 1例

O3-04 高橋
たかはし

 瑞保
みずほ 合同会社訪問栄養ステーショ

ンえん
管理栄養士

進行性疾患と老衰で経口摂取が減っても包括的
な食支援で口から食べる喜びを取り戻した事例

O3-05 大西
おおにし

 望
のぞみ

スーパーコート豊中桃山台
看護師・保
健師

パーキンソン関連疾患の患者達にできる地域の
施設としての関わり

O3-06 竹市
たけいち

 美加
み か

訪問看護ステーションたべる
看護師・保
健師

ワレンベルグ症候群による重度嚥下障害に対し
食事環境の調整により ADLと QOLがともに向
上した事例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 4会場

－ 38 －



9月 19日（金）　16：00～16：50

4. 看護 1

座長：千葉 由美（横浜市立大学看護学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O4-01 西澤
にしざわ

 和義
かずよし

愛知県立大学看護学部
大学・専門学
校等教員

看護師が入院患者の食事場面で用いる嚥下安全
性判断のための観察指標に関する検証

O4-02 平井
ひらい

 悦子
えつこ 兵庫県立尼崎総合医療セン

ター
看護師・保
健師

耳下腺癌終末期患者の願いに寄り添った口腔ケ
アと口腔機能低下予防へのアプローチ

O4-03 池戸
いけど

 磨美
ま み 名古屋大学医学部附属病院

看護部
看護師・保
健師

声を失った患者に対する会話支援アプリの試用
の取り組み

O4-04 園山
そのやま

 美樹
み き

済生会江津総合病院
看護師・保
健師

療養病棟における嚥下機能低下のある患者の家
族の思い

O4-05 中村
なかむら

 茉利江
ま り え 東北大学病院高度救命救急セ

ンター
看護師・保
健師

高位頚髄損傷により重度の嚥下障害を呈した患
者への多職種による嚥下リハビリテーションの
効果

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 4会場

9月 19日（金）　10：20～11：30

2. 誤嚥性肺炎 2

座長：中村 智之（獨協医科大学リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O2-01 一戸
いちのへ

 璃子
り こ

沼田クリニック 言語聴覚士
当院での食形態における舌圧測定と HHDによ
る頸部筋力測定の関連性

O2-02 和泉
いずみ

 柚紀
ゆずき

森永乳業株式会社 企業関係者 同一粘度に調整したとろみ液の官能特性の違い

O2-03 坪田
つぼた

 浩平
こうへい

桜十字病院 言語聴覚士
廃用性の嚥下障害にて長期間経管栄養であった
が、早期に 3食経口摂取へ移行可能となった
一例

O2-04 清水
しみず

 鈴佳
りんか 医療法人社団登豊会近石病院

歯科口腔外科
歯科衛生士

PSPに対する口腔および咽頭への多角的アプ
ローチ

O2-05 木下
きのした

 将
しょう 川崎医科大学 耳鼻咽喉・頭頸

部外科学
医師

舌萎縮と線維束性攣縮から発見された ALSに
伴う嚥下障害の一例

O2-06 太田
おおた

 快成
かいせい

医療法人渓仁会定山渓病院 言語聴覚士
当院における兵頭スコアを用いた経口摂取可否
の予後予測

O2-07 久下
く げ

 宗仁
むねひと

医療法人財団利定会 大久野
病院 リハビリテーション部
言語聴覚療法科

言語聴覚士
嚥下障害患者における誤嚥性肺炎の罹患と喀出
能力の関連についての調査

9月 19日（金）　14：55～15：55

3. 地域リハ・在宅

座長：塚田 徹（竹田綜合病院リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O3-01 秋岡
あきおか

 宏志
ひろし

奈良県総合医療センター 医師
気管孔管理に関する連携医療機関へのアンケー
ト調査

O3-02 前川
まえかわ

 一恵
かずえ 和洋女子大学 看護学部看護

学科
看護師・保
健師

訪問看護ステーション職員による摂食嚥下機能
が低下した要介護高齢者への食支援：支援モデ
ルの実用性の検討

O3-03 小川
おがわ

 真央
ま お 医療法人沿志会 東刈谷在宅

クリニック
医師

在宅での嚥下機能検査と栄養指導によって完全
静脈栄養から 3食経口摂取可能となった 1例

O3-04 高橋
たかはし

 瑞保
みずほ 合同会社訪問栄養ステーショ

ンえん
管理栄養士

進行性疾患と老衰で経口摂取が減っても包括的
な食支援で口から食べる喜びを取り戻した事例

O3-05 大西
おおにし

 望
のぞみ

スーパーコート豊中桃山台
看護師・保
健師

パーキンソン関連疾患の患者達にできる地域の
施設としての関わり

O3-06 竹市
たけいち

 美加
み か

訪問看護ステーションたべる
看護師・保
健師

ワレンベルグ症候群による重度嚥下障害に対し
食事環境の調整により ADLと QOLがともに向
上した事例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 4会場
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9月 19日（金）　8：40～9：40

6. 栄養 1

座長：工藤 美香（駒沢女子大学人間健康学部 健康栄養学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O6-01 松井
まつい

 祐興
ひろおき

日本海総合病院 医師
頭頸部癌治療における経皮内視鏡的胃瘻造設
(PEG) の役割

O6-02 藤浦
ふじうら

 美由紀
み ゆ き 老人保健施設マイライフ尾

根道
管理栄養士

介護老人保健施設における入所者の要介護度と
嚥下調整食学会分類コードの関係

O6-03 折笠
おりかさ

 瑛美里
え み り 医療法人社団ユニメディコ 栄

養部
管理栄養士

ホスピスにおける非経口摂取患者に対する管理
栄養士の役割

O6-04 大越
おおこし

 美由紀
み ゆ き

特別養護老人ホーム 梅光苑 管理栄養士
特別養護老人ホームにおける時間栄養学を取り
入れた食事による栄養状態改善への期待

O6-05 東村
ひがしむら

 智己
ともみ 社会医療法人社団三思会 東

名厚木病院 栄養科
管理栄養士 低粘度の粥ゼリーについての検討

O6-06 松本
まつもと

 英子
えいこ 医療法人 吉備会 中谷外科病

院 栄養部
管理栄養士

患者の食事満足度向上のために―医療者と患者
の価値観の違いからみえること―

9月 19日（金）　9：45～10：45

7. 栄養 2

座長：布田 美貴子（東北大学病院栄養管理室）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O7-01 岩﨑
いわさき

 洋子
ひろこ 東京北医療センター介護老人

保健施設さくらの杜
管理栄養士

嚥下調整食に関するアンケート調査と今後の
課題

O7-02 高橋
たかはし

 智子
ともこ

元神奈川工科大学 その他
高齢者が安全に食べることができる液体浸漬パ
ンの性状

O7-03 徳原
とくはら

 里衣
り え 周南リハビリテーション病院

栄養科
管理栄養士

多種多様な嚥下障害患者に配慮したコード 2対
応酵素入りゲル化剤お粥ゼリーの検討

O7-04 本川
もとかわ

 佳子
けいこ 東京都健康長寿医療センター

研究所
管理栄養士

地域在住高齢者における嚥下困難感と栄養素・
水分摂取量に関する探索的関連

O7-05 成本
なるもと

 悠
はるか 信州大学医学部附属病院リハ

ビリテーション科
医師

重度栄養障害をきたしたパーキンソン病症候群
患者の治療

O7-06 伊藤
いとう

 清世
き よ

ないとうクリニック 管理栄養士
安全な経口摂取がかなわなくなった先の食支援
を模索している一症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場

9月 19日（金）　14：55～15：45

5. 外科的治療 1

座長：加藤 健吾（かとう耳鼻咽喉・嚥下クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O5-01 吉野
よしの

 楓
かえで 京都大学医学部附属病院 摂

食嚥下診療センター
言語聴覚士

肺移植術後の気管切開患者におけるカニューレ
抜去のタイミングに関する検討

O5-02 千年
ちとせ

 俊一
しゅんいち

久留米大学 医師
内視鏡下輪状咽頭筋切除術の有効性と適応に関
する検討 — 原疾患別にみた機能回復パターン

O5-03 松下
まつした

 景
けい 弘前大学大学院医学研究科耳

鼻咽喉科頭頸部外科学講座
医師

当科における外科的治療による嚥下機能改善に
ついて

O5-04 津田
つ だ

 潤子
じゅんこ 山口大学大学院医学系研究科

耳鼻咽喉科学
医師

摂食嚥下チーム介入および嚥下機能改善手術が
有効であった加齢に伴う嚥下障害の 1例

O5-05 中谷
なかたに

 静華
しずか 信州大学医学部歯科口腔外科

学教室
歯科医師

口腔癌切除術を複数回経験した患者の口唇閉鎖
不全に対し、上唇形成術が摂食嚥下機能改善に
有効であった症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 5会場

－ 40 －



9月 19日（金）　8：40～9：40

6. 栄養 1

座長：工藤 美香（駒沢女子大学人間健康学部 健康栄養学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O6-01 松井
まつい

 祐興
ひろおき

日本海総合病院 医師
頭頸部癌治療における経皮内視鏡的胃瘻造設
(PEG) の役割

O6-02 藤浦
ふじうら

 美由紀
み ゆ き 老人保健施設マイライフ尾

根道
管理栄養士

介護老人保健施設における入所者の要介護度と
嚥下調整食学会分類コードの関係

O6-03 折笠
おりかさ

 瑛美里
え み り 医療法人社団ユニメディコ 栄

養部
管理栄養士

ホスピスにおける非経口摂取患者に対する管理
栄養士の役割

O6-04 大越
おおこし

 美由紀
み ゆ き

特別養護老人ホーム 梅光苑 管理栄養士
特別養護老人ホームにおける時間栄養学を取り
入れた食事による栄養状態改善への期待

O6-05 東村
ひがしむら

 智己
ともみ 社会医療法人社団三思会 東

名厚木病院 栄養科
管理栄養士 低粘度の粥ゼリーについての検討

O6-06 松本
まつもと

 英子
えいこ 医療法人 吉備会 中谷外科病

院 栄養部
管理栄養士

患者の食事満足度向上のために―医療者と患者
の価値観の違いからみえること―

9月 19日（金）　9：45～10：45

7. 栄養 2

座長：布田 美貴子（東北大学病院栄養管理室）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O7-01 岩﨑
いわさき

 洋子
ひろこ 東京北医療センター介護老人

保健施設さくらの杜
管理栄養士

嚥下調整食に関するアンケート調査と今後の
課題

O7-02 高橋
たかはし

 智子
ともこ

元神奈川工科大学 その他
高齢者が安全に食べることができる液体浸漬パ
ンの性状

O7-03 徳原
とくはら

 里衣
り え 周南リハビリテーション病院

栄養科
管理栄養士

多種多様な嚥下障害患者に配慮したコード 2対
応酵素入りゲル化剤お粥ゼリーの検討

O7-04 本川
もとかわ

 佳子
けいこ 東京都健康長寿医療センター

研究所
管理栄養士

地域在住高齢者における嚥下困難感と栄養素・
水分摂取量に関する探索的関連

O7-05 成本
なるもと

 悠
はるか 信州大学医学部附属病院リハ

ビリテーション科
医師

重度栄養障害をきたしたパーキンソン病症候群
患者の治療

O7-06 伊藤
いとう

 清世
き よ

ないとうクリニック 管理栄養士
安全な経口摂取がかなわなくなった先の食支援
を模索している一症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場

9月 19日（金）　14：55～15：45

5. 外科的治療 1

座長：加藤 健吾（かとう耳鼻咽喉・嚥下クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O5-01 吉野
よしの

 楓
かえで 京都大学医学部附属病院 摂

食嚥下診療センター
言語聴覚士

肺移植術後の気管切開患者におけるカニューレ
抜去のタイミングに関する検討

O5-02 千年
ちとせ

 俊一
しゅんいち

久留米大学 医師
内視鏡下輪状咽頭筋切除術の有効性と適応に関
する検討 — 原疾患別にみた機能回復パターン

O5-03 松下
まつした

 景
けい 弘前大学大学院医学研究科耳

鼻咽喉科頭頸部外科学講座
医師

当科における外科的治療による嚥下機能改善に
ついて

O5-04 津田
つ だ

 潤子
じゅんこ 山口大学大学院医学系研究科

耳鼻咽喉科学
医師

摂食嚥下チーム介入および嚥下機能改善手術が
有効であった加齢に伴う嚥下障害の 1例

O5-05 中谷
なかたに

 静華
しずか 信州大学医学部歯科口腔外科

学教室
歯科医師

口腔癌切除術を複数回経験した患者の口唇閉鎖
不全に対し、上唇形成術が摂食嚥下機能改善に
有効であった症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 5会場
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9月 19日（金）　14：55～16：05

10. チームアプローチ 2

座長：北條 京子（城西クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O10-01 細川
ほそかわ

 清人
きよひと 大阪大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

大阪大学医学部附属病院・摂食嚥下センターの
活動について

O10-02 木島
きじま

 由佳
ゆ か 医療法人スワン会 港スワン歯

科・矯正歯科
歯科衛生士

歯科医院による病院訪問と嚥下機能評価の取り
組み

O10-03 松宮
まつみや

 さきく 衣笠ホーム 管理栄養士

摂食嚥下チームのつながりと個人の力量アップ
について
横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チームの
取り組み

O10-04 犬飼
いぬかい

 晃見
てるみ

日本赤十字社愛知医療セン
ター名古屋第一病院 リハビリ
テーション科

言語聴覚士
当院の摂食嚥下障害ケアチームの活動報告第
三報
―言語聴覚士の立場から―

O10-05 布施
ふ せ

 慎也
しんや 京都府立医科大学 耳鼻咽喉

科・頭頸部外科学教室
医師

食道癌切除再建術症例に対する摂食・嚥下チー
ムの介入

O10-06 森
もり

 康行
やすゆき 訪問看護ステーションコネク

トひらかた
言語聴覚士

対患者コーチングを用いた意思決定を他事業所
間で共有したことで、協働が奏功した一例

O10-07 船水
ふなみず

 良太
りょうた 札幌医科大学附属病院 看

護部
看護師・保
健師

A病院高度救命救急センター EICU・HCUにお
けるチーム連携によって早期経口摂取再開を得
た一例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

8. 外科的治療 2

座長：末廣 篤（京都大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O8-01 片岸
かたぎし

 直樹
なおき

自治医科大学 耳鼻咽喉科 医師
片側性声帯麻痺に対する喉頭枠組み手術が嚥下
機能に与える影響

O8-02 阪上
さかがみ

 智史
ともふみ

関西医科大学 医師
頭頸部光免疫療法に伴う嚥下機能障害に関する
検討

O8-03 重山
しげやま

 真由
ま ゆ

名古屋大学 耳鼻咽喉科 医師 封入体筋炎における輪状咽頭筋切除術の有用性

O8-04 馬場
ば ば

 洋徳
ひろのり 五泉耳鼻科音声嚥下クリニッ

ク
医師

内視鏡下輪状咽頭筋切除術が有効であった高齢
者封入体筋炎例

O8-05 岩田
いわた

 義弘
よしひろ 藤田医科大学耳鼻咽喉科頭頸

部外科
医師 当科における嚥下改善手術の現況

9月 19日（金）　13：40～14：50

9. チームアプローチ 1

座長：若林 秀隆（東京女子医科大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O9-01 下町
しもまち

 智子
ともこ

市立敦賀病院
看護師・保
健師

当院における入院患者の嚥下機能維持・改善に
向けての摂食機能委員会での取り組み

O9-02 三橋
みつはし

 力輝斗
り き と 東海大学医学部付属病院 看

護部
看護師・保
健師

当院における摂食嚥下支援チーム介入患者の嚥
下機能の変化

O9-03 河本
かわもと

 勝之
かつゆき 淡海ふれあい病院 摂食嚥下

センター
医師

慢性期病院における多職種介入摂食嚥下セン
ターの取り組み

O9-04 片嶋
かたしま

 綾子
あやこ 国家公務員共済組合連合会

横浜南共済病院 看護部
看護師・保
健師

当院における摂食嚥下評価フロー導入の取り組
みについて

O9-05 小谷
こだに

 牧子
まきこ 鳥取大学医学部附属病院看

護部
看護師・保
健師

A病院における摂食嚥下支援チームの取り組み
と課題

O9-06 田中
たなか

 友希
ゆ き

春日部中央総合病院
看護師・保
健師

三位一体の取り組みを継続することの重要性〜
当院における摂食嚥下サポートチームの介入効
果と課題〜

O9-07 界外
かいげ

 恵
めぐみ

医療法人 讃和会 友愛会病院 言語聴覚士
コーチングを活用した急性期リハビリテーショ
ン栄養口腔連携体制加算算定成果の価値

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場
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9月 19日（金）　14：55～16：05

10. チームアプローチ 2

座長：北條 京子（城西クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O10-01 細川
ほそかわ

 清人
きよひと 大阪大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

大阪大学医学部附属病院・摂食嚥下センターの
活動について

O10-02 木島
きじま

 由佳
ゆ か 医療法人スワン会 港スワン歯

科・矯正歯科
歯科衛生士

歯科医院による病院訪問と嚥下機能評価の取り
組み

O10-03 松宮
まつみや

 さきく 衣笠ホーム 管理栄養士

摂食嚥下チームのつながりと個人の力量アップ
について
横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チームの
取り組み

O10-04 犬飼
いぬかい

 晃見
てるみ

日本赤十字社愛知医療セン
ター名古屋第一病院 リハビリ
テーション科

言語聴覚士
当院の摂食嚥下障害ケアチームの活動報告第
三報
―言語聴覚士の立場から―

O10-05 布施
ふ せ

 慎也
しんや 京都府立医科大学 耳鼻咽喉

科・頭頸部外科学教室
医師

食道癌切除再建術症例に対する摂食・嚥下チー
ムの介入

O10-06 森
もり

 康行
やすゆき 訪問看護ステーションコネク

トひらかた
言語聴覚士

対患者コーチングを用いた意思決定を他事業所
間で共有したことで、協働が奏功した一例

O10-07 船水
ふなみず

 良太
りょうた 札幌医科大学附属病院 看

護部
看護師・保
健師

A病院高度救命救急センター EICU・HCUにお
けるチーム連携によって早期経口摂取再開を得
た一例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

8. 外科的治療 2

座長：末廣 篤（京都大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O8-01 片岸
かたぎし

 直樹
なおき

自治医科大学 耳鼻咽喉科 医師
片側性声帯麻痺に対する喉頭枠組み手術が嚥下
機能に与える影響

O8-02 阪上
さかがみ

 智史
ともふみ

関西医科大学 医師
頭頸部光免疫療法に伴う嚥下機能障害に関する
検討

O8-03 重山
しげやま

 真由
ま ゆ

名古屋大学 耳鼻咽喉科 医師 封入体筋炎における輪状咽頭筋切除術の有用性

O8-04 馬場
ば ば

 洋徳
ひろのり 五泉耳鼻科音声嚥下クリニッ

ク
医師

内視鏡下輪状咽頭筋切除術が有効であった高齢
者封入体筋炎例

O8-05 岩田
いわた

 義弘
よしひろ 藤田医科大学耳鼻咽喉科頭頸

部外科
医師 当科における嚥下改善手術の現況

9月 19日（金）　13：40～14：50

9. チームアプローチ 1

座長：若林 秀隆（東京女子医科大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O9-01 下町
しもまち

 智子
ともこ

市立敦賀病院
看護師・保
健師

当院における入院患者の嚥下機能維持・改善に
向けての摂食機能委員会での取り組み

O9-02 三橋
みつはし

 力輝斗
り き と 東海大学医学部付属病院 看

護部
看護師・保
健師

当院における摂食嚥下支援チーム介入患者の嚥
下機能の変化

O9-03 河本
かわもと

 勝之
かつゆき 淡海ふれあい病院 摂食嚥下

センター
医師

慢性期病院における多職種介入摂食嚥下セン
ターの取り組み

O9-04 片嶋
かたしま

 綾子
あやこ 国家公務員共済組合連合会

横浜南共済病院 看護部
看護師・保
健師

当院における摂食嚥下評価フロー導入の取り組
みについて

O9-05 小谷
こだに

 牧子
まきこ 鳥取大学医学部附属病院看

護部
看護師・保
健師

A病院における摂食嚥下支援チームの取り組み
と課題

O9-06 田中
たなか

 友希
ゆ き

春日部中央総合病院
看護師・保
健師

三位一体の取り組みを継続することの重要性〜
当院における摂食嚥下サポートチームの介入効
果と課題〜

O9-07 界外
かいげ

 恵
めぐみ

医療法人 讃和会 友愛会病院 言語聴覚士
コーチングを活用した急性期リハビリテーショ
ン栄養口腔連携体制加算算定成果の価値

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場
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9月 19日（金）　8：40～9：40

13. 臨床研究 1

座長：井口 はるひ（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O13-01 山本
やまもと

 諒
りょう

社会医療法人蒼生会蒼生病院 言語聴覚士
大腿骨近位部骨折術後患者における舌圧測定の
カットオフ値の検討

O13-02 森脇
もりわき

 伶
れい

沼田脳神経外科循環器科病院 言語聴覚士
当院における軟食と常食の提供実態と嚥下関連
機能の比較

O13-03 宮城
みやぎ

 翠
みどり 東北大学大学院医学系研究科

臨床障害学分野
医師

嚥下チーム依頼患者における経腸栄養状態とサ
ルコペニア及び骨粗鬆症との関連

O13-04 吉川
よしかわ

 浩平
こうへい 広島大学病院 診療支援部 リ

ハビリテーション部門
言語聴覚士

急性期病院における退院時経口摂取獲得へ影響
する因子の検討

O13-05 恩田
おんだ

 あずみ 医療法人協和会 ウエルハウス
川西

言語聴覚士
要介護高齢者に対する頬膨らまし能力の多職種
評価とその信頼性

O13-06 小西
こにし

 正訓
まさのり

中村記念病院耳鼻咽喉科 医師 精神科入院例に対する嚥下評価

9月 19日（金）　9：45～10：45

14. 臨床研究 2

座長：大野 友久（陵北病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O14-01 八馬
はちうま

 ちひろ
社会医療法人若弘会 わかく
さ竜間リハビリテーション
病院

管理栄養士
回復期リハビリテーション患者の疾患別の嚥下
機能と経口摂取の関連

O14-02 松本
まつもと

 信
しん 筑波大学 摂食・嚥下リハビリ

テーションセンター
医師

当院における気管切開患者の嚥下機能に関する
データベース調査

O14-03 隈元
くまもと

 将志
まさし

医療法人青仁会 池田病院 言語聴覚士
急性期治療のために入院した高齢者が嚥下障害
を発症する要因の検討

O14-04 関
せき

 麻生
ま お 佐野厚生総合病院 リハビリ

テーション科
言語聴覚士

下腿周囲長・嚥下評価・ADL指標による死亡と
経口摂取自立予測

O14-05 西村
にしむら

 輝
ひかる

信州大学医学部附属病院 作業療法士
急性期頸髄損傷患者の食事自立に関連する因子
の検討

O14-06 大橋
おおはし

 美穂
み ほ 日本医科大学付属病院 リハ

ビリテーション科
言語聴覚士

急性期脳卒中患者における嚥下障害の予後予測
−嚥下スクリーニング実施困難患者を対象とし
た前方視的研究−

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場

9月 19日（金）　16：10～17：20

11. チームアプローチ 3

座長：糸田 昌隆（大阪歯科大学附属病院口腔リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O11-01 金井
かない

 俊輔
しゅんすけ 高瀬記念病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

療養病棟での摂食嚥下回診を開始して 2年間の
報告

O11-02 稲岡
いなおか

 真依
ま い 新横浜リハビリテーション

病院
言語聴覚士

経口摂取困難であった患者様に対してのチーム
アプローチ〜早期から積極的に介護指導を行っ
た症例〜

O11-03 廣瀬
ひろせ

 明子
あきこ 医療法人輝彩 ヒカリノ診

療所
管理栄養士

本人、家族の「食べたい、食べさせたい」とい
う思いに寄り添いチームで取り組んだ症例

O11-04 真田
さなだ

 恵子
けいこ 静岡県立静岡がんセンター リ

ハビリテーション室
言語聴覚士

慢性 GVHD関連舌癌による嚥下障害を呈した
若年患者の症例報告

O11-05 黒澤
くろさわ

 絵理
え り

国立研究開発法人 国立がん
研究センター中央病院 看
護部

看護師・保
健師

摂食嚥下障害を初発症状とした悪性リンパ腫の
嚥下チームの介入報告　-KTバランスチャート
®の包括的支援-

O11-06 村山
むらやま

 明花莉
あ か り

真壁病院 言語聴覚士 当院における摂食嚥下の取り組み

O11-07 土屋
つちや

 麻衣子
ま い こ

矢吹病院 管理栄養士
KTバランスチャートを用いて妻の手料理を食
べることができた一症例の考察

9月 19日（金）　17：25～18：25

12. 訓練・治療 1

座長：石山 寿子（群馬パース大学 リハビリテーション学部 言語聴覚学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O12-01 鈴木
すずき

 悠史
ゆうじ

独立行政法人国立病院機構
霞ヶ浦医療センターリハビリ
テーション科

言語聴覚士
バキューム空嚥下の反復練習によって胃食道逆
流症が改善した 1例（続報）

O12-02 新井
あらい

 唯
ゆい

東京品川病院 言語聴覚士
喉頭癌治療後に晩発性重症嚥下障害をきたしバ
ルーン訓練と完全側臥位法で自己摂取を再開し
得た一例

O12-03 田﨑
たざき

 あみ 名古屋大学医学部附属病院
リハビリテーション部

言語聴覚士
広範な舌亜全摘症例に対して環境調整及び代償
嚥下法を行ったリハビリテーションの経験

O12-04 有馬
ありま

 春香
はるか 鹿児島大学病院医療技術部リ

ハビリテーション部門
言語聴覚士

嚥下動態を考慮した代償手段の活用が早期の経
口摂取獲得に有用であった喉頭全摘出術後の一
症例

O12-05 小薗
こぞの

 秀太
しゅうた

株式会社麻生 飯塚病院 言語聴覚士
くも膜下出血後の気管切開患者に対して振動呼
気陽圧療法を併用することで嚥下機能が改善し
た一症例

O12-06 野見山
の み や ま

 美愛
み あ

株式会社麻生 飯塚病院 言語聴覚士
両側延髄内側梗塞により重度嚥下障害を呈した
一症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場

－ 44 －



9月 19日（金）　8：40～9：40

13. 臨床研究 1

座長：井口 はるひ（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O13-01 山本
やまもと

 諒
りょう

社会医療法人蒼生会蒼生病院 言語聴覚士
大腿骨近位部骨折術後患者における舌圧測定の
カットオフ値の検討

O13-02 森脇
もりわき

 伶
れい

沼田脳神経外科循環器科病院 言語聴覚士
当院における軟食と常食の提供実態と嚥下関連
機能の比較

O13-03 宮城
みやぎ

 翠
みどり 東北大学大学院医学系研究科

臨床障害学分野
医師

嚥下チーム依頼患者における経腸栄養状態とサ
ルコペニア及び骨粗鬆症との関連

O13-04 吉川
よしかわ

 浩平
こうへい 広島大学病院 診療支援部 リ

ハビリテーション部門
言語聴覚士

急性期病院における退院時経口摂取獲得へ影響
する因子の検討

O13-05 恩田
おんだ

 あずみ 医療法人協和会 ウエルハウス
川西

言語聴覚士
要介護高齢者に対する頬膨らまし能力の多職種
評価とその信頼性

O13-06 小西
こにし

 正訓
まさのり

中村記念病院耳鼻咽喉科 医師 精神科入院例に対する嚥下評価

9月 19日（金）　9：45～10：45

14. 臨床研究 2

座長：大野 友久（陵北病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O14-01 八馬
はちうま

 ちひろ
社会医療法人若弘会 わかく
さ竜間リハビリテーション
病院

管理栄養士
回復期リハビリテーション患者の疾患別の嚥下
機能と経口摂取の関連

O14-02 松本
まつもと

 信
しん 筑波大学 摂食・嚥下リハビリ

テーションセンター
医師

当院における気管切開患者の嚥下機能に関する
データベース調査

O14-03 隈元
くまもと

 将志
まさし

医療法人青仁会 池田病院 言語聴覚士
急性期治療のために入院した高齢者が嚥下障害
を発症する要因の検討

O14-04 関
せき

 麻生
ま お 佐野厚生総合病院 リハビリ

テーション科
言語聴覚士

下腿周囲長・嚥下評価・ADL指標による死亡と
経口摂取自立予測

O14-05 西村
にしむら

 輝
ひかる

信州大学医学部附属病院 作業療法士
急性期頸髄損傷患者の食事自立に関連する因子
の検討

O14-06 大橋
おおはし

 美穂
み ほ 日本医科大学付属病院 リハ

ビリテーション科
言語聴覚士

急性期脳卒中患者における嚥下障害の予後予測
−嚥下スクリーニング実施困難患者を対象とし
た前方視的研究−

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場

9月 19日（金）　16：10～17：20

11. チームアプローチ 3

座長：糸田 昌隆（大阪歯科大学附属病院口腔リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O11-01 金井
かない

 俊輔
しゅんすけ 高瀬記念病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

療養病棟での摂食嚥下回診を開始して 2年間の
報告

O11-02 稲岡
いなおか

 真依
ま い 新横浜リハビリテーション

病院
言語聴覚士

経口摂取困難であった患者様に対してのチーム
アプローチ〜早期から積極的に介護指導を行っ
た症例〜

O11-03 廣瀬
ひろせ

 明子
あきこ 医療法人輝彩 ヒカリノ診

療所
管理栄養士

本人、家族の「食べたい、食べさせたい」とい
う思いに寄り添いチームで取り組んだ症例

O11-04 真田
さなだ

 恵子
けいこ 静岡県立静岡がんセンター リ

ハビリテーション室
言語聴覚士

慢性 GVHD関連舌癌による嚥下障害を呈した
若年患者の症例報告

O11-05 黒澤
くろさわ

 絵理
え り

国立研究開発法人 国立がん
研究センター中央病院 看
護部

看護師・保
健師

摂食嚥下障害を初発症状とした悪性リンパ腫の
嚥下チームの介入報告　-KTバランスチャート
®の包括的支援-

O11-06 村山
むらやま

 明花莉
あ か り

真壁病院 言語聴覚士 当院における摂食嚥下の取り組み

O11-07 土屋
つちや

 麻衣子
ま い こ

矢吹病院 管理栄養士
KTバランスチャートを用いて妻の手料理を食
べることができた一症例の考察

9月 19日（金）　17：25～18：25

12. 訓練・治療 1

座長：石山 寿子（群馬パース大学 リハビリテーション学部 言語聴覚学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O12-01 鈴木
すずき

 悠史
ゆうじ

独立行政法人国立病院機構
霞ヶ浦医療センターリハビリ
テーション科

言語聴覚士
バキューム空嚥下の反復練習によって胃食道逆
流症が改善した 1例（続報）

O12-02 新井
あらい

 唯
ゆい

東京品川病院 言語聴覚士
喉頭癌治療後に晩発性重症嚥下障害をきたしバ
ルーン訓練と完全側臥位法で自己摂取を再開し
得た一例

O12-03 田﨑
たざき

 あみ 名古屋大学医学部附属病院
リハビリテーション部

言語聴覚士
広範な舌亜全摘症例に対して環境調整及び代償
嚥下法を行ったリハビリテーションの経験

O12-04 有馬
ありま

 春香
はるか 鹿児島大学病院医療技術部リ

ハビリテーション部門
言語聴覚士

嚥下動態を考慮した代償手段の活用が早期の経
口摂取獲得に有用であった喉頭全摘出術後の一
症例

O12-05 小薗
こぞの

 秀太
しゅうた

株式会社麻生 飯塚病院 言語聴覚士
くも膜下出血後の気管切開患者に対して振動呼
気陽圧療法を併用することで嚥下機能が改善し
た一症例

O12-06 野見山
の み や ま

 美愛
み あ

株式会社麻生 飯塚病院 言語聴覚士
両側延髄内側梗塞により重度嚥下障害を呈した
一症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 6会場
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9月 19日（金）　14：30～15：10

17. 小児 2

座長：曽根 翠（東京都立東大和療育センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O17-01 岡島
おかじま

 衣梨
え り 大阪大学医学部附属病院 摂

食嚥下センター
言語聴覚士

哺乳障害をきたした全結腸型ヒルシュスプルン
グ病の乳児へ嚥下リハビリテーションを行なっ
た症例

O17-02 大塚
おおつか

 佳代子
か よ こ 関西福祉科学大学 保健医療

学部
言語聴覚士

表情解析ソフト（FaceReaderTM）を用いた児童
の非接触型咀嚼機能評価法の検討

O17-03 金
きむ

 志純
ちすん

株式会社 リニエ R
看護師・保
健師

乳幼児の離乳期摂食ケアにおいて難渋した事例
の要因と対応の検討

O17-04 野村
のむら

 あゆみ 大阪赤十字病院付属大手前整
肢学園 医務部

言語聴覚士
養育者の離乳食に対する困り感への対応〜摂食
外来を始めて〜

9月 19日（金）　15：15～16：05

18. 評価・診断 1

座長：佐藤 義朝（いわてリハビリテーションセンター神経内科・リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O18-01 鈴木
すずき

 直輝
なおき 東北大学病院 リハビリテー

ション科
医師 嚥下障害を主徴とする封入体筋炎の 2例

O18-02 田原
たはら

 翼
つばさ

北海道大学病院 言語聴覚士
抗 TIF1-γ抗体陽性皮膚筋炎における嚥下障害
の経過と経口摂取開始判断に関する一考察

O18-03 福本
ふくもと

 裕
ゆたか 国立精神・神経医療研究セン

ター病院歯科
歯科医師

デュシェンヌ型筋ジストロフィー患者の咀嚼力
評価における色変わりガムの有用性について

O18-04 演題取り下げ

O18-05 前田
まえだ

 美穂子
み ほ こ 社会医療法人 寿人会 木村

病院
言語聴覚士 脳血管障害患者の経管栄養離脱に関する検討

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

15. 看護 2

座長：新井 香奈子（滋賀県立大学人間看護学部人間看護学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O15-01 沼津
ぬまづ

 久美
ひさみ 社会医療法人生長会 ベルラ

ンド総合病院
看護師・保
健師

脳梗塞患者の内服調整を行い多職種連携で食事
支援につなげた一例

O15-02 桂井
かつらい

 智子
ともこ 神戸大学医学部附属病院 看

護部
看護師・保
健師

脳神経外科病棟における摂食・嚥下支援チーム
へのスクリーニング依頼の実態と支援策の検討

O15-03 薦田
こもだ

 千明
ちあき

福岡大学筑紫病院
看護師・保
健師

摂食嚥下障害患者の食支援できる院内認定看護
師の育成

O15-04 山崎
やまさき

 春佳
はるか 独立行政法人大阪府立病院機

構 大阪国際がんセンター
看護師・保
健師

術後合併症による嚥下障害を有した患者に対す
る多職種との連携

O15-05 青山
あおやま

 真弓
まゆみ

伊勢原あおやまクリニック
（元 東海大学部付属病院看護
部）

看護師・保
健師

急性期病院における摂食嚥下障害患者への看護
実践の実態〜ケアプロトコール構成項目を用い
たアンケート〜

9月 19日（金）　13：40～14：30

16. 小児 1

座長：綾野 理加（昭和医科大学歯学部小児成育歯科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O16-01 清水
しみず

 洋子
ようこ

鳥取大学医学部附属病院 言語聴覚士
腫瘍治療経過中の小児嚥下障害に対する複合低
周波治療器の使用経験

O16-02 荻野
おぎの

 亜希子
あ き こ 東京大学医学部附属病院リハ

ビリテーション部
言語聴覚士

当院における早産児向け口腔運動練習(PIOMI)
実施症例の臨床的検討

O16-03 田中
たなか

 まりの 三重大学医学部附属病院 リ
ハビリテーション部

言語聴覚士
外傷性小児脊髄損傷により嚥下障害を呈した患
者が経口摂取可能となった一例

O16-04 手塚
てづか

 文栄
ふみえ

医療法人 たかぎ歯科 管理栄養士
Y特別支援学校児童生徒の基礎疾患別偏食の発
現度と給食に困りごとのない自閉症・自閉傾向
児の特長

O16-05 木原
きはら

 健二
けんじ 神戸医療福祉センター ひだ

まり
理学療法士

声門閉鎖術施行後に QOL が向上した重症心身
障害者の事例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場
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9月 19日（金）　14：30～15：10

17. 小児 2

座長：曽根 翠（東京都立東大和療育センター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O17-01 岡島
おかじま

 衣梨
え り 大阪大学医学部附属病院 摂

食嚥下センター
言語聴覚士

哺乳障害をきたした全結腸型ヒルシュスプルン
グ病の乳児へ嚥下リハビリテーションを行なっ
た症例

O17-02 大塚
おおつか

 佳代子
か よ こ 関西福祉科学大学 保健医療

学部
言語聴覚士

表情解析ソフト（FaceReaderTM）を用いた児童
の非接触型咀嚼機能評価法の検討

O17-03 金
きむ

 志純
ちすん

株式会社 リニエ R
看護師・保
健師

乳幼児の離乳期摂食ケアにおいて難渋した事例
の要因と対応の検討

O17-04 野村
のむら

 あゆみ 大阪赤十字病院付属大手前整
肢学園 医務部

言語聴覚士
養育者の離乳食に対する困り感への対応〜摂食
外来を始めて〜

9月 19日（金）　15：15～16：05

18. 評価・診断 1

座長：佐藤 義朝（いわてリハビリテーションセンター神経内科・リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O18-01 鈴木
すずき

 直輝
なおき 東北大学病院 リハビリテー

ション科
医師 嚥下障害を主徴とする封入体筋炎の 2例

O18-02 田原
たはら

 翼
つばさ

北海道大学病院 言語聴覚士
抗 TIF1-γ抗体陽性皮膚筋炎における嚥下障害
の経過と経口摂取開始判断に関する一考察

O18-03 福本
ふくもと

 裕
ゆたか 国立精神・神経医療研究セン

ター病院歯科
歯科医師

デュシェンヌ型筋ジストロフィー患者の咀嚼力
評価における色変わりガムの有用性について

O18-04 演題取り下げ

O18-05 前田
まえだ

 美穂子
み ほ こ 社会医療法人 寿人会 木村

病院
言語聴覚士 脳血管障害患者の経管栄養離脱に関する検討

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

15. 看護 2

座長：新井 香奈子（滋賀県立大学人間看護学部人間看護学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O15-01 沼津
ぬまづ

 久美
ひさみ 社会医療法人生長会 ベルラ

ンド総合病院
看護師・保
健師

脳梗塞患者の内服調整を行い多職種連携で食事
支援につなげた一例

O15-02 桂井
かつらい

 智子
ともこ 神戸大学医学部附属病院 看

護部
看護師・保
健師

脳神経外科病棟における摂食・嚥下支援チーム
へのスクリーニング依頼の実態と支援策の検討

O15-03 薦田
こもだ

 千明
ちあき

福岡大学筑紫病院
看護師・保
健師

摂食嚥下障害患者の食支援できる院内認定看護
師の育成

O15-04 山崎
やまさき

 春佳
はるか 独立行政法人大阪府立病院機

構 大阪国際がんセンター
看護師・保
健師

術後合併症による嚥下障害を有した患者に対す
る多職種との連携

O15-05 青山
あおやま

 真弓
まゆみ

伊勢原あおやまクリニック
（元 東海大学部付属病院看護
部）

看護師・保
健師

急性期病院における摂食嚥下障害患者への看護
実践の実態〜ケアプロトコール構成項目を用い
たアンケート〜

9月 19日（金）　13：40～14：30

16. 小児 1

座長：綾野 理加（昭和医科大学歯学部小児成育歯科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O16-01 清水
しみず

 洋子
ようこ

鳥取大学医学部附属病院 言語聴覚士
腫瘍治療経過中の小児嚥下障害に対する複合低
周波治療器の使用経験

O16-02 荻野
おぎの

 亜希子
あ き こ 東京大学医学部附属病院リハ

ビリテーション部
言語聴覚士

当院における早産児向け口腔運動練習(PIOMI)
実施症例の臨床的検討

O16-03 田中
たなか

 まりの 三重大学医学部附属病院 リ
ハビリテーション部

言語聴覚士
外傷性小児脊髄損傷により嚥下障害を呈した患
者が経口摂取可能となった一例

O16-04 手塚
てづか

 文栄
ふみえ

医療法人 たかぎ歯科 管理栄養士
Y特別支援学校児童生徒の基礎疾患別偏食の発
現度と給食に困りごとのない自閉症・自閉傾向
児の特長

O16-05 木原
きはら

 健二
けんじ 神戸医療福祉センター ひだ

まり
理学療法士

声門閉鎖術施行後に QOL が向上した重症心身
障害者の事例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場
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9月 19日（金）　8：40～9：40

21. ステージ（回復期）1

座長：丸目 正忠（東京都リハビリテーション病院 リハビリテーション部 言語療法心理科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O21-01 椛島
かばしま

 孝則
たかのり

水瀬病院 言語聴覚士
意識障害が長期間遷延したが発症 5か月後に経
腸栄養から離脱できたくも膜下出血の一例

O21-02 金嶋
かねしま

 遥香
はるか 富山県リハビリテーション病

院・こども支援センター
言語聴覚士

カニューレ抜管後に著明な機能改善を認めた食
餌性ボツリヌス症による重度嚥下障害を呈した
一例

O21-03 堀越
ほりこし

 悦代
えつよ 足利赤十字病院 リハビリテー

ション科
歯科衛生士

歯科衛生士が回復期病棟において口腔衛生管理
を行った実態調査

O21-04 森
もり

 万純
ますみ

花の丘病院 言語聴覚士
複数の問題を抱えた食道入口部開大不全の嚥下
障害患者の症例を経験して

O21-05 柳田
やなぎだ

 沙織
さおり

社会医療法人若弘会 わかく
さ竜間リハビリテーション
病院

歯科衛生士
リハビリテーション病棟高齢入院患者における
咀嚼能力の実態と関連する要因の検討

O21-06 演題取り下げ

9月 19日（金）　9：45～10：45

22. ステージ（回復期・生活期・終末期）2

座長：瀬田 拓（ないとうクリニックリハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O22-01 荒木
あらき

 昌美
まさみ 横浜市立大学附属市民総合医

療センター
看護師・保
健師

心不全終末期患者の食べる楽しみを支えた看護

O22-02 稲山
いなやま

 未来
み く

ふれあい歯科ごとう 管理栄養士
澱粉分解酵素を活用した嚥下調整食指導の一症
例：口腔底癌術後の 80代男性への訪問栄養食事
指導

O22-03 野村
のむら

 ちひろ 社会医療法人 誠光会 淡海ふ
れあい病院

言語聴覚士
慢性期病院の患者層に沿った新規の嚥下内視鏡
検査の検討

O22-04 西
にし

 宏昌
ひろまさ

公立みつぎ総合病院 言語聴覚士
抗 NMDA受容体脳炎の緩徐回復期における摂
食嚥下障害への介入

O22-05 大野
おおの

 直也
なおや

静清リハビリテーション病院 言語聴覚士
回復期リハビリテーション病院における入院時
経管栄養患者の経口摂取移行率とその要因

O22-06 岡
おか

 志保
し ほ みたき総合病院 リハビリテー

ション部
言語聴覚士

嚥下反射惹起不全と食道入口部開大不全を呈し
たWallenberg症候群の 1例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場

9月 19日（金）　16：10～17：20

19. 評価・診断 2

座長：金澤 丈治（自治医科大学耳鼻咽喉科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O19-01 河合
かわい

 敏
さとし

河合耳鼻咽喉科医院 医師
在宅嚥下障害症例に対する嚥下内視鏡検査
（VE）の有用性－耳鼻咽喉科診療所の往診。絶
飲食症例を中心に－

O19-02 吉田
よしだ

 直行
なおゆき 合同会社リハ・クリエイティ

ブ
言語聴覚士

健常者の車椅子座位における頭頚部角度と嚥下
動態の比較

O19-03 橋田
はしだ

 直
なお 大阪大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
言語聴覚士 Virtual Reality(VR)を使用した嚥下内視鏡検査

O19-04 和田
わ だ

 彩子
あやこ 慶應義塾大学医学部 リハビ

リテーション医学教室
医師

録画動画による遠隔嚥下評価の妥当性と信頼性
の検討

O19-05 菅原
すがわら

 真希子
ま き こ さいたま赤十字病院リハビリ

テーション科
言語聴覚士

入院時の胸部単純 CTで呼吸器疾患患者の食道
期嚥下障害は類推できるか

O19-06 姫田
ひめだ

 祐樹
ゆうき

医療法人 恵泉会 堺平成病院 言語聴覚士 舌前方突出力と摂食レベルとの関連

O19-07 尾上
おのえ

 佳苗
かなえ

大阪労災病院 言語聴覚士
茎状突起過長症の関与が考えられた頸椎後縦靱
帯骨化症術後の重度嚥下障害の一例

9月 19日（金）　17：25～18：25

20. 訓練・治療 2

座長：飯泉 智子（北海道医療大学リハビリテーション科学部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O20-01 杉本
すぎもと

 遼平
りょうへい イムス横浜東戸塚総合リハビ

リテーション病院
言語聴覚士

長期気管カニューレ装用症例に対するカフ収縮
と嚥下訓練
〜気管カニューレ抜管のための多職種連携〜

O20-02 渡辺
わたなべ

 三恵子
み え こ

社会福祉法人世田谷区社会福
祉事業団 特別養護老人ホー
ム 芦花ホーム

歯科衛生士
咀嚼チェックガムの活用により口腔機能が改善
した施設と在宅の 2事例

O20-03 佐藤
さとう

 瑞紀
みずき

日本医科大学付属病院 言語聴覚士
口腔期・咽頭期嚥下障害を認めた混合性結合組
織症の 1例

O20-04 田村
たむら

 友美
ともみ 近畿大学病院 リハビリテー

ション部
言語聴覚士

長期経過の中で短期入院でのリハビリテーショ
ンが有効であった重度嚥下障害症例

O20-05 川路
かわじ

 勇太
ゆうた 鹿児島大学病院 医療技術部

リハビリテーション部門
言語聴覚士

舌骨上筋群及び甲状舌骨筋の神経筋電気刺激に
より嚥下動態の改善を認めた延髄外側症候群の
一症例

O20-06 中村
なかむら

 昌孝
まさたか

日本医療科学大学 作業療法士
右中大脳動脈閉塞後、重度嚥下障害を呈した症
例に対して段階的な嚥下アプローチが効果的で
あった一考察

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場
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9月 19日（金）　8：40～9：40

21. ステージ（回復期）1

座長：丸目 正忠（東京都リハビリテーション病院 リハビリテーション部 言語療法心理科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O21-01 椛島
かばしま

 孝則
たかのり

水瀬病院 言語聴覚士
意識障害が長期間遷延したが発症 5か月後に経
腸栄養から離脱できたくも膜下出血の一例

O21-02 金嶋
かねしま

 遥香
はるか 富山県リハビリテーション病

院・こども支援センター
言語聴覚士

カニューレ抜管後に著明な機能改善を認めた食
餌性ボツリヌス症による重度嚥下障害を呈した
一例

O21-03 堀越
ほりこし

 悦代
えつよ 足利赤十字病院 リハビリテー

ション科
歯科衛生士

歯科衛生士が回復期病棟において口腔衛生管理
を行った実態調査

O21-04 森
もり

 万純
ますみ

花の丘病院 言語聴覚士
複数の問題を抱えた食道入口部開大不全の嚥下
障害患者の症例を経験して

O21-05 柳田
やなぎだ

 沙織
さおり

社会医療法人若弘会 わかく
さ竜間リハビリテーション
病院

歯科衛生士
リハビリテーション病棟高齢入院患者における
咀嚼能力の実態と関連する要因の検討

O21-06 演題取り下げ

9月 19日（金）　9：45～10：45

22. ステージ（回復期・生活期・終末期）2

座長：瀬田 拓（ないとうクリニックリハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O22-01 荒木
あらき

 昌美
まさみ 横浜市立大学附属市民総合医

療センター
看護師・保
健師

心不全終末期患者の食べる楽しみを支えた看護

O22-02 稲山
いなやま

 未来
み く

ふれあい歯科ごとう 管理栄養士
澱粉分解酵素を活用した嚥下調整食指導の一症
例：口腔底癌術後の 80代男性への訪問栄養食事
指導

O22-03 野村
のむら

 ちひろ 社会医療法人 誠光会 淡海ふ
れあい病院

言語聴覚士
慢性期病院の患者層に沿った新規の嚥下内視鏡
検査の検討

O22-04 西
にし

 宏昌
ひろまさ

公立みつぎ総合病院 言語聴覚士
抗 NMDA受容体脳炎の緩徐回復期における摂
食嚥下障害への介入

O22-05 大野
おおの

 直也
なおや

静清リハビリテーション病院 言語聴覚士
回復期リハビリテーション病院における入院時
経管栄養患者の経口摂取移行率とその要因

O22-06 岡
おか

 志保
し ほ みたき総合病院 リハビリテー

ション部
言語聴覚士

嚥下反射惹起不全と食道入口部開大不全を呈し
たWallenberg症候群の 1例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場

9月 19日（金）　16：10～17：20

19. 評価・診断 2

座長：金澤 丈治（自治医科大学耳鼻咽喉科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O19-01 河合
かわい

 敏
さとし

河合耳鼻咽喉科医院 医師
在宅嚥下障害症例に対する嚥下内視鏡検査
（VE）の有用性－耳鼻咽喉科診療所の往診。絶
飲食症例を中心に－

O19-02 吉田
よしだ

 直行
なおゆき 合同会社リハ・クリエイティ

ブ
言語聴覚士

健常者の車椅子座位における頭頚部角度と嚥下
動態の比較

O19-03 橋田
はしだ

 直
なお 大阪大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
言語聴覚士 Virtual Reality(VR)を使用した嚥下内視鏡検査

O19-04 和田
わ だ

 彩子
あやこ 慶應義塾大学医学部 リハビ

リテーション医学教室
医師

録画動画による遠隔嚥下評価の妥当性と信頼性
の検討

O19-05 菅原
すがわら

 真希子
ま き こ さいたま赤十字病院リハビリ

テーション科
言語聴覚士

入院時の胸部単純 CTで呼吸器疾患患者の食道
期嚥下障害は類推できるか

O19-06 姫田
ひめだ

 祐樹
ゆうき

医療法人 恵泉会 堺平成病院 言語聴覚士 舌前方突出力と摂食レベルとの関連

O19-07 尾上
おのえ

 佳苗
かなえ

大阪労災病院 言語聴覚士
茎状突起過長症の関与が考えられた頸椎後縦靱
帯骨化症術後の重度嚥下障害の一例

9月 19日（金）　17：25～18：25

20. 訓練・治療 2

座長：飯泉 智子（北海道医療大学リハビリテーション科学部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O20-01 杉本
すぎもと

 遼平
りょうへい イムス横浜東戸塚総合リハビ

リテーション病院
言語聴覚士

長期気管カニューレ装用症例に対するカフ収縮
と嚥下訓練
〜気管カニューレ抜管のための多職種連携〜

O20-02 渡辺
わたなべ

 三恵子
み え こ

社会福祉法人世田谷区社会福
祉事業団 特別養護老人ホー
ム 芦花ホーム

歯科衛生士
咀嚼チェックガムの活用により口腔機能が改善
した施設と在宅の 2事例

O20-03 佐藤
さとう

 瑞紀
みずき

日本医科大学付属病院 言語聴覚士
口腔期・咽頭期嚥下障害を認めた混合性結合組
織症の 1例

O20-04 田村
たむら

 友美
ともみ 近畿大学病院 リハビリテー

ション部
言語聴覚士

長期経過の中で短期入院でのリハビリテーショ
ンが有効であった重度嚥下障害症例

O20-05 川路
かわじ

 勇太
ゆうた 鹿児島大学病院 医療技術部

リハビリテーション部門
言語聴覚士

舌骨上筋群及び甲状舌骨筋の神経筋電気刺激に
より嚥下動態の改善を認めた延髄外側症候群の
一症例

O20-06 中村
なかむら

 昌孝
まさたか

日本医療科学大学 作業療法士
右中大脳動脈閉塞後、重度嚥下障害を呈した症
例に対して段階的な嚥下アプローチが効果的で
あった一考察

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 7会場

－ 49 －
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9月 19日（金）　14：55～16：05

25. ステージ（急性期）1

座長：向野 雅彦（北海道大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O25-01 別府
べっぷ

 輝
きらり

公益財団法人田附興風会医学
研究所北野病院リハビリテー
ション科

言語聴覚士
長期人工呼吸器管理が必要となったギランバ
レー症候群患者に対する経口摂取への取り組み

O25-02 後藤
ごとう

 さくら
国家公務員共済組合連合会
熊本中央病院 リハビリテー
ション科

言語聴覚士
irAE筋炎により重度嚥下障害を呈した症例の嚥
下機能改善における一考察

O25-03 坂口
さかぐち

 紅美子
く み こ 目白大学保健医療学部言語聴

覚学科
大学・専門学
校等教員

皮膚筋炎による嚥下障害に改善を認めた症例の
長期経過

O25-04 大洞
おおぼら

 佳代子
か よ こ

公益財団法人田附興風会医学
研究所北野病院リハビリテー
ション科

医師
人工呼吸器管理中の嚥下障害患者における安全
な経口摂取に向けた取り組み

O25-05 岡﨑
おかざき

 楓
かえで

国民健康保険 小松市民病院 言語聴覚士
外傷後の多発脳神経障害による重度嚥下障害を
呈した 1例

O25-06 益子
ましこ

 紗緒里
さ お り 行徳総合病院リハビリテー

ション科
言語聴覚士

「飲み込めない」を主訴に来院した視床出血の
症例

O25-07 小仲
こなか

 未紗
み さ 社会医療法人若弘会 若草第

一病院
言語聴覚士

脳血管疾患患者における急性期退院時の嚥下機
能と回復期リハビリテーション退院時の日常生
活動作能力の関連

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

23. 臨床研究 3

座長：外山 慶一（大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 言語聴覚学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O23-01 井上
いのうえ

 登太
とうた みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
医師

重度の嚥下障害が持続し、誤嚥性肺炎を繰り返
した後に窒息を経験した症例における予後およ
び機能の経過

O23-02 天埜
あまの

 皓太
こうた 朝日大学 摂食嚥下リハビリ

テーション学分野
歯科医師 干渉波電気刺激が脳血流動態へ及ぼす効果

O23-03 濱本
はまもと

 隆夫
たかお 広島大学病院 耳鼻咽喉科学・

頭頸部外科学教室
医師

化学放射線療法をうける頭頸部がん患者を対象
とした経皮的感覚神経刺激療法の検討

O23-04 脇坂
わきさか

 理紗
り さ 旭川医科大学 耳鼻咽喉科・頭

頸部外科
医師

当科における栄養評価指数を用いた頭頸部癌患
者に対する予後予測因子の検討

O23-05 肥後
ひ ご

 智行
ともゆき 東京科学大学大学院摂食嚥下

リハビリテーション学分野
歯科医師

地域在住高齢者の舌圧はクロノタイプの影響を
受けるか

9月 19日（金）　13：40～14：50

24. ステージ（生活期・終末期）3

座長：松嶋 康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O24-01 十川
とがわ

 純光
よしあき

医療法人渓仁会定山渓病院 言語聴覚士 絶食から経口摂取可能となる因子の考察

O24-02 成瀬
なるせ

 初音
はつね 医療法人社団 三喜会 鶴巻温

泉病院
言語聴覚士

ギラン・バレー症候群による重度嚥下障害に対
しリハビリテーションを継続し経口摂取を再獲
得した事例

O24-03 大島
おおしま

 晴香
はるか 諏訪中央病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

終末期 ALS患者に対する言語聴覚士としての
関わり
〜患者の生き様に寄り添って〜

O24-04 原
はら

 純一
じゅんいち はら歯科口腔外科・嚥下 曽根

田駅前
歯科医師

進行性核上性麻痺の重度嚥下障害者が完全側臥
位で在宅家族介護でも経口摂取できるように
なった 1例

O24-05 藤井
ふじい

 まり子
こ 社会医療法人 若弘会 介護老

人保健施設 竜間之郷
言語聴覚士

生活期の頚髄損傷症例に対する固形物摂取に向
けた段階的咀嚼機能向上アプローチ

O24-06 山田
やまだ

 あつみ さくら中央クリニック歯科室 歯科衛生士
くも膜下出血後の患者に対する歯科衛生士によ
る摂食嚥下リハビリテーションー第 2報―

O24-07 下田
しもだ

 靜
しづか 医療法人社団桜会 熱海ちと

せ病院
管理栄養士

生活期リハの継続により経口摂取可能となった
右被殻出血の 1症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場

－ 50 －



9月 19日（金）　14：55～16：05

25. ステージ（急性期）1

座長：向野 雅彦（北海道大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O25-01 別府
べっぷ

 輝
きらり

公益財団法人田附興風会医学
研究所北野病院リハビリテー
ション科

言語聴覚士
長期人工呼吸器管理が必要となったギランバ
レー症候群患者に対する経口摂取への取り組み

O25-02 後藤
ごとう

 さくら
国家公務員共済組合連合会
熊本中央病院 リハビリテー
ション科

言語聴覚士
irAE筋炎により重度嚥下障害を呈した症例の嚥
下機能改善における一考察

O25-03 坂口
さかぐち

 紅美子
く み こ 目白大学保健医療学部言語聴

覚学科
大学・専門学
校等教員

皮膚筋炎による嚥下障害に改善を認めた症例の
長期経過

O25-04 大洞
おおぼら

 佳代子
か よ こ

公益財団法人田附興風会医学
研究所北野病院リハビリテー
ション科

医師
人工呼吸器管理中の嚥下障害患者における安全
な経口摂取に向けた取り組み

O25-05 岡﨑
おかざき

 楓
かえで

国民健康保険 小松市民病院 言語聴覚士
外傷後の多発脳神経障害による重度嚥下障害を
呈した 1例

O25-06 益子
ましこ

 紗緒里
さ お り 行徳総合病院リハビリテー

ション科
言語聴覚士

「飲み込めない」を主訴に来院した視床出血の
症例

O25-07 小仲
こなか

 未紗
み さ 社会医療法人若弘会 若草第

一病院
言語聴覚士

脳血管疾患患者における急性期退院時の嚥下機
能と回復期リハビリテーション退院時の日常生
活動作能力の関連

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

23. 臨床研究 3

座長：外山 慶一（大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科 言語聴覚学専攻）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O23-01 井上
いのうえ

 登太
とうた みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
医師

重度の嚥下障害が持続し、誤嚥性肺炎を繰り返
した後に窒息を経験した症例における予後およ
び機能の経過

O23-02 天埜
あまの

 皓太
こうた 朝日大学 摂食嚥下リハビリ

テーション学分野
歯科医師 干渉波電気刺激が脳血流動態へ及ぼす効果

O23-03 濱本
はまもと

 隆夫
たかお 広島大学病院 耳鼻咽喉科学・

頭頸部外科学教室
医師

化学放射線療法をうける頭頸部がん患者を対象
とした経皮的感覚神経刺激療法の検討

O23-04 脇坂
わきさか

 理紗
り さ 旭川医科大学 耳鼻咽喉科・頭

頸部外科
医師

当科における栄養評価指数を用いた頭頸部癌患
者に対する予後予測因子の検討

O23-05 肥後
ひ ご

 智行
ともゆき 東京科学大学大学院摂食嚥下

リハビリテーション学分野
歯科医師

地域在住高齢者の舌圧はクロノタイプの影響を
受けるか

9月 19日（金）　13：40～14：50

24. ステージ（生活期・終末期）3

座長：松嶋 康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O24-01 十川
とがわ

 純光
よしあき

医療法人渓仁会定山渓病院 言語聴覚士 絶食から経口摂取可能となる因子の考察

O24-02 成瀬
なるせ

 初音
はつね 医療法人社団 三喜会 鶴巻温

泉病院
言語聴覚士

ギラン・バレー症候群による重度嚥下障害に対
しリハビリテーションを継続し経口摂取を再獲
得した事例

O24-03 大島
おおしま

 晴香
はるか 諏訪中央病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

終末期 ALS患者に対する言語聴覚士としての
関わり
〜患者の生き様に寄り添って〜

O24-04 原
はら

 純一
じゅんいち はら歯科口腔外科・嚥下 曽根

田駅前
歯科医師

進行性核上性麻痺の重度嚥下障害者が完全側臥
位で在宅家族介護でも経口摂取できるように
なった 1例

O24-05 藤井
ふじい

 まり子
こ 社会医療法人 若弘会 介護老

人保健施設 竜間之郷
言語聴覚士

生活期の頚髄損傷症例に対する固形物摂取に向
けた段階的咀嚼機能向上アプローチ

O24-06 山田
やまだ

 あつみ さくら中央クリニック歯科室 歯科衛生士
くも膜下出血後の患者に対する歯科衛生士によ
る摂食嚥下リハビリテーションー第 2報―

O24-07 下田
しもだ

 靜
しづか 医療法人社団桜会 熱海ちと

せ病院
管理栄養士

生活期リハの継続により経口摂取可能となった
右被殻出血の 1症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場
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9月 19日（金）　8：40～9：40

28. 訓練・治療 3

座長：名古 将太郎（千里リハビリテーション病院リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O28-01 吉岡
よしおか

 聖美
きよみ

明星大学
大学・専門学
校等教員

嚥下機能と認知機能のリハビリテーションとな
る二重課題プログラムの開発と実践評価

O28-02 大森
おおもり

 史隆
ふみたか 福岡歯科大学医科歯科総合病

院 耳鼻咽喉科
言語聴覚士

食塊・年齢層・嚥下方法が喉頭挙上ピーク速度
に及ぼす効果

O28-03 辻村
つじむら

 源希
げんき 医療法人鴻池会 秋津鴻池病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

神経筋電気刺激療法により嚥下時の舌骨最大移
動距離が増大した一例

O28-04 出原
ではら

 圭介
けいすけ 中部国際医療センター リハビ

リテーション技術部
言語聴覚士

頸髄損傷患者に嚥下訓練を実施し,経口摂取が
可能となった症例

O28-05 井狩
いかり

 亜美
あ み 淡海ふれあい病院 リハビリ

テーション部
言語聴覚士

顎突出嚥下法習得困難に対し,　仰臥位から座
位時の顎突出で経口摂取可能となった嚥下改善
術例

O28-06 大野
おおの

 友暉
ともき 社会医療法人 生長会 ベルピ

アノ病院
言語聴覚士

気管切開管理及び絶食状態から気管カニューレ
抜去と水分摂取まで至った重度嚥下障害患者の
一例

9月 19日（金）　9：45～10：45

29. 訓練・治療 4

座長：佐藤 豊展（聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部言語聴覚学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O29-01 石田
いしだ

 知也
ともや 佐賀大学医学部 耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学講座
医師

干渉波電流神経筋刺激が奏効した一側迷走神経
麻痺による嚥下障害症例

O29-02 山本
やまもと

 海帆
み ほ 熊本機能病院 総合リハビリ

テーション部
言語聴覚士

パーキンソン病患者の嚥下障害に対してバルー
ン法が有効であった一症例

O29-03 仲俣
なかまた

 菜都美
な つ み 埼玉医科大学病院リハビリ

テーションセンター
言語聴覚士

術後に重度嚥下障害が残存した頸椎前縦靭帯骨
化症の 1症例

O29-04 原木
はらき

 望
のぞむ 横浜市立大学医学部リハビリ

テーション科学
医師

頸椎前方固定術後に嚥下障害が増悪した頸椎後
弯の 1例

O29-05 齋藤
さいとう

 恒和
こうたか 医療法人社団 葵会 AOI八王

子病院
言語聴覚士

脳梗塞患者に対して,LSVT®LOUD法介入にて,
嚥下機能改善をみた 1例

O29-06 生亀
ないとう

 宜子
よしこ 医療法人健栄会 介護老人保

健施設 フルリール甲府
言語聴覚士

脳梗塞後の摂食・嚥下訓練により食事時間短縮
を認めた症例について

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場

9月 19日（金）　16：10～17：20

26. ステージ（急性期）2

座長：平田 文（国際医療福祉大学 保健医療学部言語聴覚学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O26-01 谷津
や つ

 潤一
じゅんいち 獨協医科大学埼玉医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士 人工呼吸器挿管中の嚥下機能評価の検証

O26-02 小林
こばやし

 樹果
きっか JA神奈川県厚生連相模原協

同病院リハビリテーション室
理学療法士

急性心不全および誤嚥性肺炎患者における
SWAL-QOLスコアの比較と関連性の調査

O26-03 荒井
あらい

 光明
みつあき 獨協医科大学埼玉医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士

ICUで気管切開を施行された患者の嚥下能力と
身体機能に関する検討

O26-04 後藤
ごとう

 槙吾
しんご 大分大学医学部附属病院 リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

経時的評価および多職種連携により経口摂取再
開が図れた舌癌術後症例への介入報告

O26-05 竹内
たけうち

 由紀
ゆ き

川崎幸病院
看護師・保
健師

急性期で作成した即時義歯により必要栄養量の
確保に寄与した症例

O26-06 宮路
みやじ

 結香
ゆ か 東京都立病院機構 東京都立

豊島病院
言語聴覚士

高齢廃用症候群患者における急性期病院退院時
の経口摂取可否の因子について〜診療録データ
の分析〜

O26-07 杉原
すぎはら

 嘉直
よしなお 近畿大学病院リハビリテー

ション部
言語聴覚士

退院時に経口摂取開始に至らなかった症例の
検討

9月 19日（金）　17：25～18：25

27. 高齢者 1

座長：菅 武雄（神奈川歯科大学歯学部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O27-01 鈴木
すずき

 瑞恵
みずえ

北海道医療大学 言語聴覚士
心不全患者における摂食嚥下障害の新規発生 :
スコーピングレビュー

O27-02 増田
ますだ

 廣介
こうすけ 医療法人共生会 長崎友愛

病院
言語聴覚士

誤嚥性肺炎を繰り返すシャイドレーガー症候群
に対する介入

O27-03 中城
なかじょう

 文代
ふみよ 公益社団法人福岡医療団 千

鳥橋病院
看護師・保
健師

High Care Unitにおける残存歯数カットオフ値
10本の妥当性

O27-04 川本
かわもと

 真貴子
ま き こ

鹿教湯三才山リハビリテー
ションセンター鹿教湯病院
歯科

歯科医師
高齢患者の下顎歯肉癌術後にリハビリ転院し摂
食嚥下支援チーム介入にて経口摂取を確立した
一例

O27-05 竹山
たけやま

 友章
ともあき 医療法人誠愛会佐世保記念

病院
言語聴覚士

頸椎骨棘により嚥下障害を呈し経口摂取移行に
難渋した症例

O27-06 櫻又
さくらまた

 一義
かずよし 特別養護老人ホーム シオンの

丘ホーム
その他

香辛料の香りによるアルツハイマー型認知症患
者への効果：認知機能向上を目指して

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場
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9月 19日（金）　8：40～9：40

28. 訓練・治療 3

座長：名古 将太郎（千里リハビリテーション病院リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O28-01 吉岡
よしおか

 聖美
きよみ

明星大学
大学・専門学
校等教員

嚥下機能と認知機能のリハビリテーションとな
る二重課題プログラムの開発と実践評価

O28-02 大森
おおもり

 史隆
ふみたか 福岡歯科大学医科歯科総合病

院 耳鼻咽喉科
言語聴覚士

食塊・年齢層・嚥下方法が喉頭挙上ピーク速度
に及ぼす効果

O28-03 辻村
つじむら

 源希
げんき 医療法人鴻池会 秋津鴻池病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

神経筋電気刺激療法により嚥下時の舌骨最大移
動距離が増大した一例

O28-04 出原
ではら

 圭介
けいすけ 中部国際医療センター リハビ

リテーション技術部
言語聴覚士

頸髄損傷患者に嚥下訓練を実施し,経口摂取が
可能となった症例

O28-05 井狩
いかり

 亜美
あ み 淡海ふれあい病院 リハビリ

テーション部
言語聴覚士

顎突出嚥下法習得困難に対し,　仰臥位から座
位時の顎突出で経口摂取可能となった嚥下改善
術例

O28-06 大野
おおの

 友暉
ともき 社会医療法人 生長会 ベルピ

アノ病院
言語聴覚士

気管切開管理及び絶食状態から気管カニューレ
抜去と水分摂取まで至った重度嚥下障害患者の
一例

9月 19日（金）　9：45～10：45

29. 訓練・治療 4

座長：佐藤 豊展（聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部言語聴覚学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O29-01 石田
いしだ

 知也
ともや 佐賀大学医学部 耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学講座
医師

干渉波電流神経筋刺激が奏効した一側迷走神経
麻痺による嚥下障害症例

O29-02 山本
やまもと

 海帆
み ほ 熊本機能病院 総合リハビリ

テーション部
言語聴覚士

パーキンソン病患者の嚥下障害に対してバルー
ン法が有効であった一症例

O29-03 仲俣
なかまた

 菜都美
な つ み 埼玉医科大学病院リハビリ

テーションセンター
言語聴覚士

術後に重度嚥下障害が残存した頸椎前縦靭帯骨
化症の 1症例

O29-04 原木
はらき

 望
のぞむ 横浜市立大学医学部リハビリ

テーション科学
医師

頸椎前方固定術後に嚥下障害が増悪した頸椎後
弯の 1例

O29-05 齋藤
さいとう

 恒和
こうたか 医療法人社団 葵会 AOI八王

子病院
言語聴覚士

脳梗塞患者に対して,LSVT®LOUD法介入にて,
嚥下機能改善をみた 1例

O29-06 生亀
ないとう

 宜子
よしこ 医療法人健栄会 介護老人保

健施設 フルリール甲府
言語聴覚士

脳梗塞後の摂食・嚥下訓練により食事時間短縮
を認めた症例について

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場

9月 19日（金）　16：10～17：20

26. ステージ（急性期）2

座長：平田 文（国際医療福祉大学 保健医療学部言語聴覚学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O26-01 谷津
や つ

 潤一
じゅんいち 獨協医科大学埼玉医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士 人工呼吸器挿管中の嚥下機能評価の検証

O26-02 小林
こばやし

 樹果
きっか JA神奈川県厚生連相模原協

同病院リハビリテーション室
理学療法士

急性心不全および誤嚥性肺炎患者における
SWAL-QOLスコアの比較と関連性の調査

O26-03 荒井
あらい

 光明
みつあき 獨協医科大学埼玉医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士

ICUで気管切開を施行された患者の嚥下能力と
身体機能に関する検討

O26-04 後藤
ごとう

 槙吾
しんご 大分大学医学部附属病院 リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

経時的評価および多職種連携により経口摂取再
開が図れた舌癌術後症例への介入報告

O26-05 竹内
たけうち

 由紀
ゆ き

川崎幸病院
看護師・保
健師

急性期で作成した即時義歯により必要栄養量の
確保に寄与した症例

O26-06 宮路
みやじ

 結香
ゆ か 東京都立病院機構 東京都立

豊島病院
言語聴覚士

高齢廃用症候群患者における急性期病院退院時
の経口摂取可否の因子について〜診療録データ
の分析〜

O26-07 杉原
すぎはら

 嘉直
よしなお 近畿大学病院リハビリテー

ション部
言語聴覚士

退院時に経口摂取開始に至らなかった症例の
検討

9月 19日（金）　17：25～18：25

27. 高齢者 1

座長：菅 武雄（神奈川歯科大学歯学部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O27-01 鈴木
すずき

 瑞恵
みずえ

北海道医療大学 言語聴覚士
心不全患者における摂食嚥下障害の新規発生 :
スコーピングレビュー

O27-02 増田
ますだ

 廣介
こうすけ 医療法人共生会 長崎友愛

病院
言語聴覚士

誤嚥性肺炎を繰り返すシャイドレーガー症候群
に対する介入

O27-03 中城
なかじょう

 文代
ふみよ 公益社団法人福岡医療団 千

鳥橋病院
看護師・保
健師

High Care Unitにおける残存歯数カットオフ値
10本の妥当性

O27-04 川本
かわもと

 真貴子
ま き こ

鹿教湯三才山リハビリテー
ションセンター鹿教湯病院
歯科

歯科医師
高齢患者の下顎歯肉癌術後にリハビリ転院し摂
食嚥下支援チーム介入にて経口摂取を確立した
一例

O27-05 竹山
たけやま

 友章
ともあき 医療法人誠愛会佐世保記念

病院
言語聴覚士

頸椎骨棘により嚥下障害を呈し経口摂取移行に
難渋した症例

O27-06 櫻又
さくらまた

 一義
かずよし 特別養護老人ホーム シオンの

丘ホーム
その他

香辛料の香りによるアルツハイマー型認知症患
者への効果：認知機能向上を目指して

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 8会場
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9月 19日（金）　14：55～16：05

32. 栄養 3

座長：園井 みか（ノートルダム清心女子大学 人間生活学部食品栄養科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O32-01 松本
まつもと

 真奈美
ま な み 藤田医科大学 七栗記念病院

医療技術部 食養課
管理栄養士

在宅における嚥下調整食の調理支援のためのレ
シピ動画作成の取り組み

O32-02 櫻井
さくらい

 史明
ふみあき

千里リハビリテーション病院 管理栄養士
入院時 3食経管栄養患者における栄養スクリー
ニングツール別での FOISの検討

O32-03 名古
な こ

 亜貴子
あ き こ

横須賀地区栄養士連絡協議会 管理栄養士
地域に広げよう摂食嚥下の輪
〜横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チーム
の取り組み〜

O32-04 畠山
はたけやま

 桂吾
けいご 日本赤十字社愛知医療セン

ター名古屋第二病院
管理栄養士

多職種を対象とした嚥下調整食の調理実習〜
アッと驚く嚥下食を学ぶ〜

O32-05 樋口
ひぐち

 良子
りょうこ

神奈川県立保健福祉大学 管理栄養士
「加水ゼロ式調理法」におけるペースト食の糖質
代謝に着目したビタミン B1強化に関する研究

O32-06 斎藤
さいとう

 智美
ともみ

東京科学大学病院 看護部
看護師・保
健師

重症患者の経腸栄養プロトコール作成〜タンパ
ク質充足に着目して〜

O32-07 松野
まつの

 さおり 武蔵野赤十字病院 管理栄養士
嚥下調整食を摂取した患者の栄養状態について
の検討

9月 19日（金）　16：10～17：20

33. 地域リハ・在宅 1

座長：定松 ルリ子（訪問看護ステーション アスレ）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O33-01 矢野
や の

 聡子
さとこ

茨城県立医療大学
看護師・保
健師

地域における摂食嚥下障害ケアの現状と課題
〜日本の在宅と施設で働く多職種を対象とした
文献分析〜

O33-02 川端
かわばた

 恵里
え り

EatCareクリエイト 言語聴覚士
嚥下障害当事者の家族を支援する重要性につい
て「嚥下食出張料理教室」から見えたこと

O33-03 藤田
ふじた

 志乃江
し の え

渡辺クリニック 言語聴覚士
摂食嚥下障害に対する訪問リハビリテーション
の実施状況と言語聴覚士の役割についての検討

O33-04 名古
な こ

 亜貴子
あ き こ 介護老人保健施設ハートケア

湘南・芦名
管理栄養士

インクルーシブカフェ「つばめのごはんや」2
年目の挑戦

O33-05 船本
ふなもと

 峰宏
たかひろ 医療法人緑光会 ひかりクリ

ニック
言語聴覚士

介護現場における、訪問診療クリニックが提供
する食支援サービスの親和性と課題

O33-06 中村
なかむら

 祐己
ゆうき

株式会社 Dentalホールディン
グス 医療法人メディエフ寺嶋
歯科医院

歯科医師
重度嚥下障害により社会復帰が困難となったが
多職種連携を経て復職に向け食支援を開始でき
た 1例

O33-07 種山
たねやま

 諒子
りょうこ 社会医療法人財団慈泉会 相

澤病院
言語聴覚士

慢性期の重度嚥下障害患者に対する干渉波電気
刺激療法の治療効果の検証

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

30. 訓練・治療 5

座長：矢野 実郎（川崎医療福祉大学言語聴覚療法学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O30-01 長瀬
ながせ

 拓
たく

北樹会病院 言語聴覚士
気管カニューレ挿入患者へ干渉波電気治療機器
を使用し嚥下機能改善が得られた症例報告

O30-02 中薹
なかだい

 友理絵
ゆ り え 医療法人社団健恒会 船橋日

大前さくらパーク歯科
歯科衛生士

タブレット菓子等を用いた訓練による舌挙上力、
口唇閉鎖力、舌口唇の巧緻性の変化

O30-03 鈴木
すずき

 勝
まさる 医療法人偕行会 名古屋共立

病院 リハビリテーション部
言語聴覚士 左完全側臥位法にて 3食経口摂取に至った症例

O30-04 多賀
た が

 光也
みつや 蘇生会総合病院リハビリテー

ション科
言語聴覚士 橋中心髄鞘崩壊症の一例

O30-05 杉下
すぎした

 周平
しゅうへい 高砂市民病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

干渉波感覚刺激と直接嚥下訓練を併用した訓練
法が嚥下運動に及ぼす影響の検討

9月 19日（金）　13：40～14：50

31. 評価・診断 3

座長：武原 格（東京都リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O31-01 亀谷
かめたに

 広実
ひろみ

山梨大学医学部附属病院
看護師・保
健師

当院における摂食嚥下支援チームの取り組み

O31-02 沖田
おきた

 浩一
ひろかず 金沢大学附属病院 リハビリ

テーション部
言語聴覚士

食道がん術後患者における嚥下障害と吻合部狭
窄の関連性の検討

O31-03 松尾
まつお

 貴央
たかお

関西福祉科学大学保健医療学
部リハビリテーション学科言
語聴覚学専攻

言語聴覚士
嚥下造影検査と超音波エコーの同時撮影による
食道通過側性の検討

O31-04 松尾
まつお

 貴央
たかお

関西福祉科学大学保健医療学
部リハビリテーション学科言
語聴覚学専攻

言語聴覚士
超音波エコーを用いた食道通過側性評価が食事
介助に役立った一例

O31-05 大高
おおたか

 恵莉
え り 国立長寿医療研究センター摂

食嚥下・排泄センター
医師

CTを用いたサルコペニアにおける嚥下動態の
検討

O31-06 弓田
ゆみた

 健斗
けんと

佐野厚生総合病院 医師
嚥下造影検査における舌骨運動の自動解析に有
用な新規座標軸の設定

O31-07 河辺
かわべ

 隆誠
たかなり 大阪大学医学部附属病院 摂

食嚥下センター
医師 免疫関連有害事象(irAE)に伴う嚥下障害の症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場
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9月 19日（金）　14：55～16：05

32. 栄養 3

座長：園井 みか（ノートルダム清心女子大学 人間生活学部食品栄養科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O32-01 松本
まつもと

 真奈美
ま な み 藤田医科大学 七栗記念病院

医療技術部 食養課
管理栄養士

在宅における嚥下調整食の調理支援のためのレ
シピ動画作成の取り組み

O32-02 櫻井
さくらい

 史明
ふみあき

千里リハビリテーション病院 管理栄養士
入院時 3食経管栄養患者における栄養スクリー
ニングツール別での FOISの検討

O32-03 名古
な こ

 亜貴子
あ き こ

横須賀地区栄養士連絡協議会 管理栄養士
地域に広げよう摂食嚥下の輪
〜横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チーム
の取り組み〜

O32-04 畠山
はたけやま

 桂吾
けいご 日本赤十字社愛知医療セン

ター名古屋第二病院
管理栄養士

多職種を対象とした嚥下調整食の調理実習〜
アッと驚く嚥下食を学ぶ〜

O32-05 樋口
ひぐち

 良子
りょうこ

神奈川県立保健福祉大学 管理栄養士
「加水ゼロ式調理法」におけるペースト食の糖質
代謝に着目したビタミン B1強化に関する研究

O32-06 斎藤
さいとう

 智美
ともみ

東京科学大学病院 看護部
看護師・保
健師

重症患者の経腸栄養プロトコール作成〜タンパ
ク質充足に着目して〜

O32-07 松野
まつの

 さおり 武蔵野赤十字病院 管理栄養士
嚥下調整食を摂取した患者の栄養状態について
の検討

9月 19日（金）　16：10～17：20

33. 地域リハ・在宅 1

座長：定松 ルリ子（訪問看護ステーション アスレ）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O33-01 矢野
や の

 聡子
さとこ

茨城県立医療大学
看護師・保
健師

地域における摂食嚥下障害ケアの現状と課題
〜日本の在宅と施設で働く多職種を対象とした
文献分析〜

O33-02 川端
かわばた

 恵里
え り

EatCareクリエイト 言語聴覚士
嚥下障害当事者の家族を支援する重要性につい
て「嚥下食出張料理教室」から見えたこと

O33-03 藤田
ふじた

 志乃江
し の え

渡辺クリニック 言語聴覚士
摂食嚥下障害に対する訪問リハビリテーション
の実施状況と言語聴覚士の役割についての検討

O33-04 名古
な こ

 亜貴子
あ き こ 介護老人保健施設ハートケア

湘南・芦名
管理栄養士

インクルーシブカフェ「つばめのごはんや」2
年目の挑戦

O33-05 船本
ふなもと

 峰宏
たかひろ 医療法人緑光会 ひかりクリ

ニック
言語聴覚士

介護現場における、訪問診療クリニックが提供
する食支援サービスの親和性と課題

O33-06 中村
なかむら

 祐己
ゆうき

株式会社 Dentalホールディン
グス 医療法人メディエフ寺嶋
歯科医院

歯科医師
重度嚥下障害により社会復帰が困難となったが
多職種連携を経て復職に向け食支援を開始でき
た 1例

O33-07 種山
たねやま

 諒子
りょうこ 社会医療法人財団慈泉会 相

澤病院
言語聴覚士

慢性期の重度嚥下障害患者に対する干渉波電気
刺激療法の治療効果の検証

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場

9月 19日（金）　10：50～11：40

30. 訓練・治療 5

座長：矢野 実郎（川崎医療福祉大学言語聴覚療法学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O30-01 長瀬
ながせ

 拓
たく

北樹会病院 言語聴覚士
気管カニューレ挿入患者へ干渉波電気治療機器
を使用し嚥下機能改善が得られた症例報告

O30-02 中薹
なかだい

 友理絵
ゆ り え 医療法人社団健恒会 船橋日

大前さくらパーク歯科
歯科衛生士

タブレット菓子等を用いた訓練による舌挙上力、
口唇閉鎖力、舌口唇の巧緻性の変化

O30-03 鈴木
すずき

 勝
まさる 医療法人偕行会 名古屋共立

病院 リハビリテーション部
言語聴覚士 左完全側臥位法にて 3食経口摂取に至った症例

O30-04 多賀
た が

 光也
みつや 蘇生会総合病院リハビリテー

ション科
言語聴覚士 橋中心髄鞘崩壊症の一例

O30-05 杉下
すぎした

 周平
しゅうへい 高砂市民病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

干渉波感覚刺激と直接嚥下訓練を併用した訓練
法が嚥下運動に及ぼす影響の検討

9月 19日（金）　13：40～14：50

31. 評価・診断 3

座長：武原 格（東京都リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O31-01 亀谷
かめたに

 広実
ひろみ

山梨大学医学部附属病院
看護師・保
健師

当院における摂食嚥下支援チームの取り組み

O31-02 沖田
おきた

 浩一
ひろかず 金沢大学附属病院 リハビリ

テーション部
言語聴覚士

食道がん術後患者における嚥下障害と吻合部狭
窄の関連性の検討

O31-03 松尾
まつお

 貴央
たかお

関西福祉科学大学保健医療学
部リハビリテーション学科言
語聴覚学専攻

言語聴覚士
嚥下造影検査と超音波エコーの同時撮影による
食道通過側性の検討

O31-04 松尾
まつお

 貴央
たかお

関西福祉科学大学保健医療学
部リハビリテーション学科言
語聴覚学専攻

言語聴覚士
超音波エコーを用いた食道通過側性評価が食事
介助に役立った一例

O31-05 大高
おおたか

 恵莉
え り 国立長寿医療研究センター摂

食嚥下・排泄センター
医師

CTを用いたサルコペニアにおける嚥下動態の
検討

O31-06 弓田
ゆみた

 健斗
けんと

佐野厚生総合病院 医師
嚥下造影検査における舌骨運動の自動解析に有
用な新規座標軸の設定

O31-07 河辺
かわべ

 隆誠
たかなり 大阪大学医学部附属病院 摂

食嚥下センター
医師 免疫関連有害事象(irAE)に伴う嚥下障害の症例

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場

－ 55 －
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9月 20日（土）　13：10～14：10

35. 評価・診断 4

座長：近藤 国嗣（東京湾岸リハビリテーション病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O35-01 丸山
まるやま

 詩央
しおん 広島大学大学院医系科学研究

科先端歯科補綴学
歯科医師

ポケットエコーを用いた咽頭残留評価法の開発
(第一報 :プローブ位置の検討)

O35-02 奥田
おくだ

 裕
ゆたか

帝京科学大学 理学療法士
嚥下に関わる簡易的な座位頭部安定性テスト
(SHAST)の開発と信頼性と妥当性の検証

O35-03 粟田
あわた

 麻友
ま ゆ 医療法人 平成博愛会 世田谷

記念病
管理栄養士

超音波による咬筋厚評価をきっかけとした食形
態変更を通じて、摂取栄養量の改善を認めた
症例

O35-04 酒井
さかい

 哲郎
てつろう 群馬パース大学リハビリテー

ション学部言語聴覚学科
言語聴覚士

ハンドヘルド・ダイナモメーターを用いた嚥下
筋力測定におけるカットオフ値の検討

O35-05 小林
こばやし

 謙介
けんすけ

特別養護老人ホーム秋月 理学療法士 高齢者の移動手段と FOISの関係

O35-06 平
たいら

 憲吉郎
けんきちろう

鳥取大学耳鼻咽喉頭頚部外科 医師
誤嚥防止術により嚥下機能改善を認めた進行性
核上性麻痺の症例

9月 20日（土）　14：15～15：35

36. 評価・診断 5

座長：宮城 翠（東北大学大学院医学系研究科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O36-01 馬木
うまき

 良文
よしふみ

あおいそら在宅診療所 医師
PILL-5アセスメントツールを用いた在宅患者の
錠剤嚥下障害の調査

O36-02 小貫
おぬき

 和佳奈
わ か な 新潟大学医歯学総合病院 摂

食嚥下機能回復部
歯科医師

入院患者に対する「食種形態アセスメント」と
誤嚥・窒息防止効果の検討

O36-03 高瀬
たかせ

 雄平
ゆうへい 鳥取大学医学部附属病院耳鼻

咽喉・頭頸部外科
医師

嚥下内視鏡検査における NBI（狭帯域光観察）
併用の有用性

O36-04 山下
やました

 俊彦
としひこ 神戸大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉・頭頸部外科
医師

頸部体表からの非侵襲な喉頭挙上距離計測につ
いての検討

O36-05 清水
しみず

 皆貴
みなき

済生会野江病院 医師
食道癌術後の嚥下障害リスク因子についての
検討

O36-06 陣野
じんの

 智昭
ともあき 佐賀大学医学部耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学講座
医師

嚥下機能評価における嚥下造影検査の位置づけ
と当科の試みについて

O36-07 菅沼
すがぬま

 雄大
ゆうだい 新潟大学大学院医歯学総合研

究科包括歯科補綴学分野
学生・大学
院生

深層学習を用いた画像認識による口腔粘膜湿潤
度の評価

O36-08 浅山
あさやま

 理恵
り え 愛媛大学医学部 耳鼻咽喉科・

頭頸部外科
医師

頸椎症性脊髄症患者における High-resolution
manometryの検討

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 4会場

9月 19日（金）　17：25～18：25

34. 地域リハ・在宅 2

座長：下條 美佳（蘇生会総合病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O34-01 山下
やました

 晃司
こうじ 県立広島大学大学院総合学術

研究科人間文化学専攻
言語聴覚士

一般ケーキのかたさの評価による嚥下障害者の
食事の選択肢拡大の検討

O34-02 加藤
かとう

 節子
せつこ 一般社団法人にぬふぁ星 Das

Essen
看護師・保
健師

在宅における摂食嚥下障害看護認定看護師の
役割

O34-03 小貫
おぬき

 和佳奈
わ か な 新潟大学医歯学総合病院 摂

食嚥下機能回復部
歯科医師

地域一般住民を対象とした摂食嚥下セミナーの
実施報告

O34-04 太田
おおた

 真実子
ま み こ 善常会リハビリテーション

病院
管理栄養士

最期まで「食べたい」「食べさせたい」を支える
食支援

O34-05 酒井
さかい

 章博
あきひろ

さかい耳鼻咽喉科クリニック 医師
禁食中の在宅高齢者に対する代償的アプローチ
の効果について

O34-06 増田
ますだ

 翼
つばさ

WyL株式会社 ウィル訪問看
護ステーション小岩サテラ
イト

看護師・保
健師

チームで支援するリスクフィーディングに向け
た調査報告

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場
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9月 20日（土）　13：10～14：10

35. 評価・診断 4

座長：近藤 国嗣（東京湾岸リハビリテーション病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O35-01 丸山
まるやま

 詩央
しおん 広島大学大学院医系科学研究

科先端歯科補綴学
歯科医師

ポケットエコーを用いた咽頭残留評価法の開発
(第一報 :プローブ位置の検討)

O35-02 奥田
おくだ

 裕
ゆたか

帝京科学大学 理学療法士
嚥下に関わる簡易的な座位頭部安定性テスト
(SHAST)の開発と信頼性と妥当性の検証

O35-03 粟田
あわた

 麻友
ま ゆ 医療法人 平成博愛会 世田谷

記念病
管理栄養士

超音波による咬筋厚評価をきっかけとした食形
態変更を通じて、摂取栄養量の改善を認めた
症例

O35-04 酒井
さかい

 哲郎
てつろう 群馬パース大学リハビリテー

ション学部言語聴覚学科
言語聴覚士

ハンドヘルド・ダイナモメーターを用いた嚥下
筋力測定におけるカットオフ値の検討

O35-05 小林
こばやし

 謙介
けんすけ

特別養護老人ホーム秋月 理学療法士 高齢者の移動手段と FOISの関係

O35-06 平
たいら

 憲吉郎
けんきちろう

鳥取大学耳鼻咽喉頭頚部外科 医師
誤嚥防止術により嚥下機能改善を認めた進行性
核上性麻痺の症例

9月 20日（土）　14：15～15：35

36. 評価・診断 5

座長：宮城 翠（東北大学大学院医学系研究科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O36-01 馬木
うまき

 良文
よしふみ

あおいそら在宅診療所 医師
PILL-5アセスメントツールを用いた在宅患者の
錠剤嚥下障害の調査

O36-02 小貫
おぬき

 和佳奈
わ か な 新潟大学医歯学総合病院 摂

食嚥下機能回復部
歯科医師

入院患者に対する「食種形態アセスメント」と
誤嚥・窒息防止効果の検討

O36-03 高瀬
たかせ

 雄平
ゆうへい 鳥取大学医学部附属病院耳鼻

咽喉・頭頸部外科
医師

嚥下内視鏡検査における NBI（狭帯域光観察）
併用の有用性

O36-04 山下
やました

 俊彦
としひこ 神戸大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉・頭頸部外科
医師

頸部体表からの非侵襲な喉頭挙上距離計測につ
いての検討

O36-05 清水
しみず

 皆貴
みなき

済生会野江病院 医師
食道癌術後の嚥下障害リスク因子についての
検討

O36-06 陣野
じんの

 智昭
ともあき 佐賀大学医学部耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学講座
医師

嚥下機能評価における嚥下造影検査の位置づけ
と当科の試みについて

O36-07 菅沼
すがぬま

 雄大
ゆうだい 新潟大学大学院医歯学総合研

究科包括歯科補綴学分野
学生・大学
院生

深層学習を用いた画像認識による口腔粘膜湿潤
度の評価

O36-08 浅山
あさやま

 理恵
り え 愛媛大学医学部 耳鼻咽喉科・

頭頸部外科
医師

頸椎症性脊髄症患者における High-resolution
manometryの検討

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 4会場

9月 19日（金）　17：25～18：25

34. 地域リハ・在宅 2

座長：下條 美佳（蘇生会総合病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O34-01 山下
やました

 晃司
こうじ 県立広島大学大学院総合学術

研究科人間文化学専攻
言語聴覚士

一般ケーキのかたさの評価による嚥下障害者の
食事の選択肢拡大の検討

O34-02 加藤
かとう

 節子
せつこ 一般社団法人にぬふぁ星 Das

Essen
看護師・保
健師

在宅における摂食嚥下障害看護認定看護師の
役割

O34-03 小貫
おぬき

 和佳奈
わ か な 新潟大学医歯学総合病院 摂

食嚥下機能回復部
歯科医師

地域一般住民を対象とした摂食嚥下セミナーの
実施報告

O34-04 太田
おおた

 真実子
ま み こ 善常会リハビリテーション

病院
管理栄養士

最期まで「食べたい」「食べさせたい」を支える
食支援

O34-05 酒井
さかい

 章博
あきひろ

さかい耳鼻咽喉科クリニック 医師
禁食中の在宅高齢者に対する代償的アプローチ
の効果について

O34-06 増田
ますだ

 翼
つばさ

WyL株式会社 ウィル訪問看
護ステーション小岩サテラ
イト

看護師・保
健師

チームで支援するリスクフィーディングに向け
た調査報告

一般演題　口演発表　9月 19日（金）　第 9会場
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9月 20日（土）　11：00～11：50

38. リスク管理 1

座長：尾関 保則（輝山会記念病院総合リハビリテーションセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O38-01 長
おさ

 政美
まさみ

東京逓信病
看護師・保
健師

経口摂取用フローチャートを用いた入院患者の
窒息予防への取り組み

O38-02 吉田
よしだ

 操
みさお

医療法人恵泉会 堺平成病院 言語聴覚士
言語聴覚士の摂食嚥下リハビリテーションにお
けるインシデント報告の実態分析

O38-03 宮崎
みやざき

 恭子
きょうこ 山梨大学 医学部耳鼻咽喉科・

頭頸部外科
言語聴覚士 当院の食事による窒息症例の検討

O38-04 熊谷
くまがい

 聡美
さとみ

北海道大学病院 栄養管理部 管理栄養士
特定機能病院におけるリスク管理：誤嚥性肺炎
予防が見込まれる摂食・嚥下障害段階食の効果
についての検討

O38-05 古清水
こ し み ず

 元子
もとこ

諏訪赤十字病院 看護部
看護師・保
健師

頸椎前方固定術後嚥下障害を呈した 2症例から
学んだ術前嚥下評価の重要性

9月 20日（土）　13：10～14：20

39. チームアプローチ 4

座長：道上 千智（西大和リハビリテーション病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O39-01 林
はやし

 賢治
けんじ

衣笠病院 理学療法士
ミールラウンドで情報共有と ICT活用により嚥
下機能改善に繋げた症例〜介護老人保健施設で
の多職種連携〜

O39-02 大塩
おおしお

 茉奈
ま な 朝日大学歯学部 摂食嚥下リ

ハビリテーション学分野
歯科医師

心疾患術後による重度嚥下障害患者に対し，多
職種によるリハビリ介入を行い経口摂取が可能
となった症例

O39-03 上松
うえまつ

 郁
かおる

衣笠ろうけん 管理栄養士 介護老人保健施設と訪問歯科の連携

O39-04 古謝
こじゃ

 有咲
ありさ

沖縄県立 南部医療センター・
こども医療センター 歯科口腔
外科

歯科医師
重度嚥下障害を呈した間質性肺炎患者に摂食嚥
下リハビリテーションの介入を行った 1症例

O39-05 西脇
にしわき

 克浩
かつひろ

東海医療科学専門学校 言語聴覚士
チームによる包括的介入が QOL向上に繋がっ
た前縦靭帯骨化症(OALL)の一例

O39-06 前田
まえだ

 ほのお 朝日大学病院 栄養管理室 管理栄養士
チームアプローチで摂食嚥下の支援をした 1
症例

O39-07 幸地
こうち

 真人
まさと

沖縄県立 精和病院 歯科 歯科医師
精神科病棟における摂食嚥下スクリーニング評
価の臨床的有用性の検討

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 6会場

9月 20日（土）　13：10～14：00

37. 看護 3

座長：今田 智美（京都市）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O37-01 小嶋
こじま

 幸枝
ゆきえ 季美の森リハビリテーション

病院
看護師・保
健師

多職種によるバルーン訓練の介入により咽頭通
過の改善が認められた一事例

O37-02 松澤
まつざわ

 優
ゆう 社会医療法人医仁会 中村記

念南病院 看護部
看護師・保
健師

嚥下調整食提供患者のその後の食形態変更に関
する調査

O37-03 細田
ほそだ

 智恵
ち え

東京逓信病院
看護師・保
健師

視床出血後の抑うつ症状による食思不振への看
護介入
〜間接訓練や余暇活動を通じた自発的行動の変
化の一例〜

O37-04 平田
ひらた

 優美子
ゆ み こ

独立行政法人地域医療機能推
進機構 東京新宿メディカルセ
ンター

看護師・保
健師

20代被殻出血患者の嚥下体操におけるタブレッ
トを用いた介入の評価

O37-05 川尻
かわじり

 公子
きみこ 地方独立行政法人 香取おみ

がわ医療センター
看護師・保
健師

橋出血による失調症状と感覚障害がある患者へ
の摂食セルフケア能力向上に向けた援助

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 5会場
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9月 20日（土）　11：00～11：50

38. リスク管理 1

座長：尾関 保則（輝山会記念病院総合リハビリテーションセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O38-01 長
おさ

 政美
まさみ

東京逓信病
看護師・保
健師

経口摂取用フローチャートを用いた入院患者の
窒息予防への取り組み

O38-02 吉田
よしだ

 操
みさお

医療法人恵泉会 堺平成病院 言語聴覚士
言語聴覚士の摂食嚥下リハビリテーションにお
けるインシデント報告の実態分析

O38-03 宮崎
みやざき

 恭子
きょうこ 山梨大学 医学部耳鼻咽喉科・

頭頸部外科
言語聴覚士 当院の食事による窒息症例の検討

O38-04 熊谷
くまがい

 聡美
さとみ

北海道大学病院 栄養管理部 管理栄養士
特定機能病院におけるリスク管理：誤嚥性肺炎
予防が見込まれる摂食・嚥下障害段階食の効果
についての検討

O38-05 古清水
こ し み ず

 元子
もとこ

諏訪赤十字病院 看護部
看護師・保
健師

頸椎前方固定術後嚥下障害を呈した 2症例から
学んだ術前嚥下評価の重要性

9月 20日（土）　13：10～14：20

39. チームアプローチ 4

座長：道上 千智（西大和リハビリテーション病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O39-01 林
はやし

 賢治
けんじ

衣笠病院 理学療法士
ミールラウンドで情報共有と ICT活用により嚥
下機能改善に繋げた症例〜介護老人保健施設で
の多職種連携〜

O39-02 大塩
おおしお

 茉奈
ま な 朝日大学歯学部 摂食嚥下リ

ハビリテーション学分野
歯科医師

心疾患術後による重度嚥下障害患者に対し，多
職種によるリハビリ介入を行い経口摂取が可能
となった症例

O39-03 上松
うえまつ

 郁
かおる

衣笠ろうけん 管理栄養士 介護老人保健施設と訪問歯科の連携

O39-04 古謝
こじゃ

 有咲
ありさ

沖縄県立 南部医療センター・
こども医療センター 歯科口腔
外科

歯科医師
重度嚥下障害を呈した間質性肺炎患者に摂食嚥
下リハビリテーションの介入を行った 1症例

O39-05 西脇
にしわき

 克浩
かつひろ

東海医療科学専門学校 言語聴覚士
チームによる包括的介入が QOL向上に繋がっ
た前縦靭帯骨化症(OALL)の一例

O39-06 前田
まえだ

 ほのお 朝日大学病院 栄養管理室 管理栄養士
チームアプローチで摂食嚥下の支援をした 1
症例

O39-07 幸地
こうち

 真人
まさと

沖縄県立 精和病院 歯科 歯科医師
精神科病棟における摂食嚥下スクリーニング評
価の臨床的有用性の検討

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 6会場

9月 20日（土）　13：10～14：00

37. 看護 3

座長：今田 智美（京都市）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O37-01 小嶋
こじま

 幸枝
ゆきえ 季美の森リハビリテーション

病院
看護師・保
健師

多職種によるバルーン訓練の介入により咽頭通
過の改善が認められた一事例

O37-02 松澤
まつざわ

 優
ゆう 社会医療法人医仁会 中村記

念南病院 看護部
看護師・保
健師

嚥下調整食提供患者のその後の食形態変更に関
する調査

O37-03 細田
ほそだ

 智恵
ち え

東京逓信病院
看護師・保
健師

視床出血後の抑うつ症状による食思不振への看
護介入
〜間接訓練や余暇活動を通じた自発的行動の変
化の一例〜

O37-04 平田
ひらた

 優美子
ゆ み こ

独立行政法人地域医療機能推
進機構 東京新宿メディカルセ
ンター

看護師・保
健師

20代被殻出血患者の嚥下体操におけるタブレッ
トを用いた介入の評価

O37-05 川尻
かわじり

 公子
きみこ 地方独立行政法人 香取おみ

がわ医療センター
看護師・保
健師

橋出血による失調症状と感覚障害がある患者へ
の摂食セルフケア能力向上に向けた援助

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 5会場
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9月 20日（土）　9：45～10：55

41. 訓練・治療 6

座長：山本 悦子（埼玉医科大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O41-01 南雲
なぐも

 海
うみ 神奈川県総合リハビリテー

ションセンター言語科
言語聴覚士

摂食嚥下機能に改善を認めた BickerStaff型脳幹
脳炎患者について

O41-02 吉尾
よしお

 京華
きょうか 医療法人偕行会 名古屋共立

病院 リハビリテーション部
言語聴覚士

言語聴覚士と歯科との連携により経口摂取が安
定した一例

O41-03 依光
よりみつ

 美幸
みゆき

東京都立駒込病院 言語聴覚士
口腔癌術後の経口摂取再開遅延に関与する因子
の検討

O41-04 江
こう

 ひとみ 神奈川県総合リハビリテー
ションセンター

言語聴覚士
気管切開を有する重度嚥下障害に対し反復抹消
磁気刺激（rPMS）を施行し経管栄養の離脱に
至った一例

O41-05 西山
にしやま

 耕一郎
こういちろう

西山耳鼻咽喉科医院 医師
リハビリテーション病院における嚥下障害例の
気管カニューレ管理

O41-06 西山
にしやま

 耕一郎
こういちろう

西山耳鼻咽喉科医院 医師
フレイルに対する多職種による外来嚥下訓練に
て嚥下機能の改善を認めた症例

O41-07 小黒
おぐろ

 亮史
りょうじ 東京慈恵会医科大学 耳鼻咽

喉科学教室
医師

異なる経過をたどった嚥下障害を生じた
Wallenberg症候群の 2例

9月 20日（土）　11：00～11：50

42. 訓練・治療 7

座長：小西 正訓（中村記念病院耳鼻咽喉科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O42-01 板並
いたなみ

 悠香
ゆ か 大阪歯科大学医療保健学研

究科
歯科衛生士

超音波診断装置を応用した口腔リハビリテー
ションの実施による頸動脈血流速度の変化の
検討

O42-02 岩永
いわなが

 健
けん 京都大学大学院医学研究科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

耳鼻咽喉科医が主導する頭頸部癌再建術後の早
期嚥下障害に対する摂食条件設定とその効果の
検討

O42-03 露無
つゆむ

 松里
まつさと

聖路加国際病院 耳鼻咽喉科 医師
深頚部膿瘍・降下性縦隔炎後の重度嚥下障害に
対し、喉頭の徒手的ストレッチ運動を施行した
2症例

O42-04 山口
やまぐち

 夏鈴
かりん

熊本大学病院 言語聴覚士
喉頭水平部分切除術後の嚥下障害に対し、強い
息こらえ嚥下が奏功した一症例

O42-05 森永
もりなが

 浩介
こうすけ 京都大学医学部附属病院　リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

頭蓋底陥入症を契機に嚥下障害が増悪と寛解を
繰り返した一例

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 7会場

9月 20日（土）　14：25～15：35

40. チームアプローチ 5

座長：池上 敏幸（菊野病院リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O40-01 藤岡
ふじおか

 誠二
せいじ

摂食嚥下のミカタ 言語聴覚士 「あんこは好き」と仰る認知症食欲不振の 1症例

O40-02 真殿
まとの

 佳歩
か ほ 医療法人 のぞみ会 新大阪病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

一枚の記事を希望に当院転院し、軟菜食摂取が
可能となり自宅退院に至った一症例

O40-03 鈴木
すずき

 美穂
み ほ

医療法人社団弘人会中田病院 作業療法士
嘔吐の要因を多職種で共有することで嘔吐が減
少し ADLが向上してた一例

O40-04 坂田
さかた

 理恵子
り え こ JCHO京都鞍馬口医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士

被殻出血後の嚥下リハビリテーション治療で姿
勢調整に難渋した成人脳性麻痺症例

O40-05 長澤
ながさわ

 友季乃
ゆ き の

上尾中央総合病院 栄養科 管理栄養士
拒否と行動症状に対してチーム介入して栄養改
善した症例

O40-06 下地
しもじ

 美希
み き

角谷リハビリテーション病院
看護師・保
健師

患者の意志を尊重した経口摂取支援ｰKTバラン
スチャートを活用した多職種連携の一例ｰ

O40-07 山﨑
やまざき

 尚美
なおみ 戸田中央リハビリテーション

病院
看護師・保
健師

胃瘻から経口摂取獲得するまでの多職種での
チームアプローチへの支援

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 6会場

－ 60 －



9月 20日（土）　9：45～10：55

41. 訓練・治療 6

座長：山本 悦子（埼玉医科大学病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O41-01 南雲
なぐも

 海
うみ 神奈川県総合リハビリテー

ションセンター言語科
言語聴覚士

摂食嚥下機能に改善を認めた BickerStaff型脳幹
脳炎患者について

O41-02 吉尾
よしお

 京華
きょうか 医療法人偕行会 名古屋共立

病院 リハビリテーション部
言語聴覚士

言語聴覚士と歯科との連携により経口摂取が安
定した一例

O41-03 依光
よりみつ

 美幸
みゆき

東京都立駒込病院 言語聴覚士
口腔癌術後の経口摂取再開遅延に関与する因子
の検討

O41-04 江
こう

 ひとみ 神奈川県総合リハビリテー
ションセンター

言語聴覚士
気管切開を有する重度嚥下障害に対し反復抹消
磁気刺激（rPMS）を施行し経管栄養の離脱に
至った一例

O41-05 西山
にしやま

 耕一郎
こういちろう

西山耳鼻咽喉科医院 医師
リハビリテーション病院における嚥下障害例の
気管カニューレ管理

O41-06 西山
にしやま

 耕一郎
こういちろう

西山耳鼻咽喉科医院 医師
フレイルに対する多職種による外来嚥下訓練に
て嚥下機能の改善を認めた症例

O41-07 小黒
おぐろ

 亮史
りょうじ 東京慈恵会医科大学 耳鼻咽

喉科学教室
医師

異なる経過をたどった嚥下障害を生じた
Wallenberg症候群の 2例

9月 20日（土）　11：00～11：50

42. 訓練・治療 7

座長：小西 正訓（中村記念病院耳鼻咽喉科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O42-01 板並
いたなみ

 悠香
ゆ か 大阪歯科大学医療保健学研

究科
歯科衛生士

超音波診断装置を応用した口腔リハビリテー
ションの実施による頸動脈血流速度の変化の
検討

O42-02 岩永
いわなが

 健
けん 京都大学大学院医学研究科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

耳鼻咽喉科医が主導する頭頸部癌再建術後の早
期嚥下障害に対する摂食条件設定とその効果の
検討

O42-03 露無
つゆむ

 松里
まつさと

聖路加国際病院 耳鼻咽喉科 医師
深頚部膿瘍・降下性縦隔炎後の重度嚥下障害に
対し、喉頭の徒手的ストレッチ運動を施行した
2症例

O42-04 山口
やまぐち

 夏鈴
かりん

熊本大学病院 言語聴覚士
喉頭水平部分切除術後の嚥下障害に対し、強い
息こらえ嚥下が奏功した一症例

O42-05 森永
もりなが

 浩介
こうすけ 京都大学医学部附属病院　リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

頭蓋底陥入症を契機に嚥下障害が増悪と寛解を
繰り返した一例

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 7会場

9月 20日（土）　14：25～15：35

40. チームアプローチ 5

座長：池上 敏幸（菊野病院リハビリテーション部）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O40-01 藤岡
ふじおか

 誠二
せいじ

摂食嚥下のミカタ 言語聴覚士 「あんこは好き」と仰る認知症食欲不振の 1症例

O40-02 真殿
まとの

 佳歩
か ほ 医療法人 のぞみ会 新大阪病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

一枚の記事を希望に当院転院し、軟菜食摂取が
可能となり自宅退院に至った一症例

O40-03 鈴木
すずき

 美穂
み ほ

医療法人社団弘人会中田病院 作業療法士
嘔吐の要因を多職種で共有することで嘔吐が減
少し ADLが向上してた一例

O40-04 坂田
さかた

 理恵子
り え こ JCHO京都鞍馬口医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士

被殻出血後の嚥下リハビリテーション治療で姿
勢調整に難渋した成人脳性麻痺症例

O40-05 長澤
ながさわ

 友季乃
ゆ き の

上尾中央総合病院 栄養科 管理栄養士
拒否と行動症状に対してチーム介入して栄養改
善した症例

O40-06 下地
しもじ

 美希
み き

角谷リハビリテーション病院
看護師・保
健師

患者の意志を尊重した経口摂取支援ｰKTバラン
スチャートを活用した多職種連携の一例ｰ

O40-07 山﨑
やまざき

 尚美
なおみ 戸田中央リハビリテーション

病院
看護師・保
健師

胃瘻から経口摂取獲得するまでの多職種での
チームアプローチへの支援

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 6会場

－ 61 －
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9月 20日（土）　8：40～9：40

45. 基礎研究 1

座長：鈴木 淳（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O45-01 畠山
はたけやま

 知也
ともや 国際医療福祉大学病院 診療

技術部 リハビリテーション室
言語聴覚士

CTAR実施場面における姿勢が及ぼす頸部筋の
筋活動への影響
〜臨床への汎化に向けた姿勢の検討〜

O45-02 岩森
いわもり

 大
はじめ 新潟医療福祉大学 健康科学

部健康栄養学科
管理栄養士

味覚感受性が炭酸飲料摂取時の嚥下筋活動へも
たらす刺激効果

O45-03 杉原
すぎはら

 諒
りょう

東京電機大学
学生・大学
院生

食感評価に及ぼす圧縮器具形状と圧縮速度の
影響

O45-04 志村
しむら

 和真
かずま

東京電機大学大学院
学生・大学
院生

誤嚥防止に向けた咀嚼動作の測定手法の開発
〜スマートフォンによる咀嚼動作 3D計測手
法〜

O45-05 乳井
におい

 亮輔
りょうすけ

弘前医療福祉大学 言語聴覚士
完全側臥位における股関節屈曲角度の違いが随
意的咳嗽力と呼吸機能に与える影響

O45-06 蓼内
たてうち

 博樹
ひろき 厚木市立病院 リハビリテー

ション技術科
言語聴覚士

側臥位頭部屈曲運動の嚥下訓練としての有用性
に関する検討

9月 20日（土）　9：45～10：45

46. 基礎研究 2

座長：金髙 弘恭（東北大学 大学院歯学研究科・ 歯学イノベーションリエゾンセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O46-01 伊藤
いとう

 直樹
なおき 札幌歯科医師会口腔医療セン

ター
歯科医師

ヒト摂食嚥下器官のかたちの意味するところ
〜比較解剖に基づく考察（総括と展望）〜

O46-02 林
はやし

 知子
ともこ

協和マリナホスピタル 言語聴覚士
頬を膨らませる動作時の舌骨上筋群と胸鎖乳突
筋の筋活動:Shaker法，開口，舌挙上との比較

O46-03 西村
にしむら

 祐一
ゆういち 広島都市学園大学 保健学研

究科 保健学専攻
言語聴覚士

メンソールが健常成人の嚥下反射惹起性に与え
る影響

O46-04 藤原
ふじはら

 怜子
れいこ 医療法人清水会 脳神経リハ

ビリ北大路病院
言語聴覚士

キッチンスケールを用いたフォーク押しテスト
の検者内再現性と検者間一貫性

O46-05 北村
きたむら

 広志
ひろし 一般財団法人永頼会 松山市

民病院 地域医療連携室
言語聴覚士

意識障害評価法 CRS-Rが有用であった遷延性
意識障害患者の 1例

O46-06 湯浅
ゆあさ

 燈雅
とうま

花川病院 言語聴覚士
回復期脳卒中患者における食形態決定に影響す
る因子の検討

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 8会場

9月 20日（土）　13：10～14：20

43. 訓練・治療 8

座長：中山 慧悟（国立精神・神経医療研究センター病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O43-01 松永
まつなが

 哲人
あきと

済生会守山市民病院看護部
看護師・保
健師

病棟看護師による干渉波電気刺激療法は嚥下反
射遅延を改善させるか?

O43-02 奥田
おくだ

 勝也
かつや 海南医療センター 耳鼻いんこ

う科
医師 頭蓋底骨髄炎による嚥下障害を生じた 1例

O43-03 石崎
いしざき

 雅史
まさし 新潟大学地域医療教育セン

ター 魚沼基幹病院
言語聴覚士

耳下腺癌術後の下位脳神経麻痺により重度嚥下
障害を呈した一例

O43-04 阿部
あ べ

 希望
のぞみ 山形大学医学部附属病院リハ

ビリテーション部
言語聴覚士

バイオフィードバック療法が有用であった舌下
神経麻痺の 1例

O43-05 藤田
ふじた

 学
まなぶ 医療法人順和 長尾病院 リハ

ビリテーション部 言語療法科
言語聴覚士

外来リハビリにて経口摂取が可能となった
Wallenberg症候群の一例

O43-06 太田
おおた

 喜久夫
き く お 藤田医科大学医学部ロボット

技術活用地域リハビリ医学
医師

tDCSと干渉波電気刺激の同時刺激が嚥下障害
患者に与える効果：1例報告

O43-07 野本
のもと

 亜希子
あ き こ 浜松市リハビリテーション

病院
歯科医師

米菓を用いた咀嚼訓練が下顎回旋運動を改善し
た脳卒中の 2症例

9月 20日（土）　14：25～15：25

44. 口腔ケア 1

座長：松原 ちあき（静岡県立大学短期大学部歯科衛生学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O44-01 水上
みずかみ

 貴弘
たかひろ 社会福祉法人恩賜財団済生会

熊本病院
看護師・保
健師

救命センターにおけるオーラルケアチーム活動-
誤嚥性肺炎発症予防への取り組み-

O44-02 坂田
さかた

 徳一
とくいち 社会医療法人財団新和会 八

千代病院
看護師・保
健師

認定看護師の視点で取り組んだ、回復期リハビ
リテーション病棟 OHAT導入 1年目の結果と
課題

O44-03 小山
こやま

 宏樹
ひろき

沖縄協同病院歯科口腔外科 歯科医師
当院の歯科口腔外科新規開設による効果〜周術
期および回復期口腔機能管理体制の一元管理〜

O44-04 丸山
まるやま

 朋華
ともか

東京科学大学 歯科衛生士
軽度認知障害の有無は歯磨き操作能力に影響
する

O44-05 桑田
くわた

 一郎
いちろう

兵庫医科大学病院
看護師・保
健師

病院間連携による人材育成
-口腔ケアに関する看護の質向上への取り組み-

O44-06 名嘉
な か

 諄衣
ともえ

オリブ山病院 言語聴覚士
当院の合併症治療精神科病棟における口腔内環
境と嚥下機能の関連性について

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 7会場

－ 62 －



9月 20日（土）　8：40～9：40

45. 基礎研究 1

座長：鈴木 淳（東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O45-01 畠山
はたけやま

 知也
ともや 国際医療福祉大学病院 診療

技術部 リハビリテーション室
言語聴覚士

CTAR実施場面における姿勢が及ぼす頸部筋の
筋活動への影響
〜臨床への汎化に向けた姿勢の検討〜

O45-02 岩森
いわもり

 大
はじめ 新潟医療福祉大学 健康科学

部健康栄養学科
管理栄養士

味覚感受性が炭酸飲料摂取時の嚥下筋活動へも
たらす刺激効果

O45-03 杉原
すぎはら

 諒
りょう

東京電機大学
学生・大学
院生

食感評価に及ぼす圧縮器具形状と圧縮速度の
影響

O45-04 志村
しむら

 和真
かずま

東京電機大学大学院
学生・大学
院生

誤嚥防止に向けた咀嚼動作の測定手法の開発
〜スマートフォンによる咀嚼動作 3D計測手
法〜

O45-05 乳井
におい

 亮輔
りょうすけ

弘前医療福祉大学 言語聴覚士
完全側臥位における股関節屈曲角度の違いが随
意的咳嗽力と呼吸機能に与える影響

O45-06 蓼内
たてうち

 博樹
ひろき 厚木市立病院 リハビリテー

ション技術科
言語聴覚士

側臥位頭部屈曲運動の嚥下訓練としての有用性
に関する検討

9月 20日（土）　9：45～10：45

46. 基礎研究 2

座長：金髙 弘恭（東北大学 大学院歯学研究科・ 歯学イノベーションリエゾンセンター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O46-01 伊藤
いとう

 直樹
なおき 札幌歯科医師会口腔医療セン

ター
歯科医師

ヒト摂食嚥下器官のかたちの意味するところ
〜比較解剖に基づく考察（総括と展望）〜

O46-02 林
はやし

 知子
ともこ

協和マリナホスピタル 言語聴覚士
頬を膨らませる動作時の舌骨上筋群と胸鎖乳突
筋の筋活動:Shaker法，開口，舌挙上との比較

O46-03 西村
にしむら

 祐一
ゆういち 広島都市学園大学 保健学研

究科 保健学専攻
言語聴覚士

メンソールが健常成人の嚥下反射惹起性に与え
る影響

O46-04 藤原
ふじはら

 怜子
れいこ 医療法人清水会 脳神経リハ

ビリ北大路病院
言語聴覚士

キッチンスケールを用いたフォーク押しテスト
の検者内再現性と検者間一貫性

O46-05 北村
きたむら

 広志
ひろし 一般財団法人永頼会 松山市

民病院 地域医療連携室
言語聴覚士

意識障害評価法 CRS-Rが有用であった遷延性
意識障害患者の 1例

O46-06 湯浅
ゆあさ

 燈雅
とうま

花川病院 言語聴覚士
回復期脳卒中患者における食形態決定に影響す
る因子の検討

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 8会場

9月 20日（土）　13：10～14：20

43. 訓練・治療 8

座長：中山 慧悟（国立精神・神経医療研究センター病院）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O43-01 松永
まつなが

 哲人
あきと

済生会守山市民病院看護部
看護師・保
健師

病棟看護師による干渉波電気刺激療法は嚥下反
射遅延を改善させるか?

O43-02 奥田
おくだ

 勝也
かつや 海南医療センター 耳鼻いんこ

う科
医師 頭蓋底骨髄炎による嚥下障害を生じた 1例

O43-03 石崎
いしざき

 雅史
まさし 新潟大学地域医療教育セン

ター 魚沼基幹病院
言語聴覚士

耳下腺癌術後の下位脳神経麻痺により重度嚥下
障害を呈した一例

O43-04 阿部
あ べ

 希望
のぞみ 山形大学医学部附属病院リハ

ビリテーション部
言語聴覚士

バイオフィードバック療法が有用であった舌下
神経麻痺の 1例

O43-05 藤田
ふじた

 学
まなぶ 医療法人順和 長尾病院 リハ

ビリテーション部 言語療法科
言語聴覚士

外来リハビリにて経口摂取が可能となった
Wallenberg症候群の一例

O43-06 太田
おおた

 喜久夫
き く お 藤田医科大学医学部ロボット

技術活用地域リハビリ医学
医師

tDCSと干渉波電気刺激の同時刺激が嚥下障害
患者に与える効果：1例報告

O43-07 野本
のもと

 亜希子
あ き こ 浜松市リハビリテーション

病院
歯科医師

米菓を用いた咀嚼訓練が下顎回旋運動を改善し
た脳卒中の 2症例

9月 20日（土）　14：25～15：25

44. 口腔ケア 1

座長：松原 ちあき（静岡県立大学短期大学部歯科衛生学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O44-01 水上
みずかみ

 貴弘
たかひろ 社会福祉法人恩賜財団済生会

熊本病院
看護師・保
健師

救命センターにおけるオーラルケアチーム活動-
誤嚥性肺炎発症予防への取り組み-

O44-02 坂田
さかた

 徳一
とくいち 社会医療法人財団新和会 八

千代病院
看護師・保
健師

認定看護師の視点で取り組んだ、回復期リハビ
リテーション病棟 OHAT導入 1年目の結果と
課題

O44-03 小山
こやま

 宏樹
ひろき

沖縄協同病院歯科口腔外科 歯科医師
当院の歯科口腔外科新規開設による効果〜周術
期および回復期口腔機能管理体制の一元管理〜

O44-04 丸山
まるやま

 朋華
ともか

東京科学大学 歯科衛生士
軽度認知障害の有無は歯磨き操作能力に影響
する

O44-05 桑田
くわた

 一郎
いちろう

兵庫医科大学病院
看護師・保
健師

病院間連携による人材育成
-口腔ケアに関する看護の質向上への取り組み-

O44-06 名嘉
な か

 諄衣
ともえ

オリブ山病院 言語聴覚士
当院の合併症治療精神科病棟における口腔内環
境と嚥下機能の関連性について

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 7会場
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9月 20日（土）　14：25～15：35

49. 高齢者 3

座長：中尾 真理（東北生活文化大学家政学部家政学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O49-01 飛永
とびなが

 宗治
むねはる 独立行政法人国立病院機構

九州がんセンター
言語聴覚士

食道がん手術患者の年齢や手術操作・絶飲食に
伴う嚥下機能の変化に対する嚥下造影(VF)での
検討

O49-02 伊豫
い よ

 巧朗
たくろう

有田市立病院 耳鼻咽喉科 医師
咽頭後間隙血腫により摂食嚥下機能に影響を及
ぼした 2症例の検討

O49-03 大塚
おおつか

 あつ子
こ 朝日大学歯学部 摂食嚥下リ

ハビリテーション学分野
歯科医師 パン版コード分類作成後の摂食嚥下動態

O49-04 川上
かわかみ

 理
おさむ

金沢医科大学 頭頸部外科学 医師
当院摂食嚥下センターによる療養型病院への摂
食嚥下診療の介入効果と課題

O49-05 藤岡
ふじおか

 誠二
せいじ

摂食嚥下のミカタ 言語聴覚士 数え年 100才で胃瘻造設を選択した症例

O49-06 石井
いしい

 美紀
み き

東京科学大学 大学院医歯学
総合研究科 医歯学専攻 老化
制御学講座 摂食嚥下リハビ
リテーション学分野

歯科医師 クロノタイプと口腔機能は関連するか

O49-07 石原
いしはら

 宏政
ひろまさ 岐阜大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

90歳以上の超高齢者に対する喉頭全摘術後の摂
食・嚥下評価

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 8会場

9月 20日（土）　10：50～11：50

47. 卒前卒後教育・医工学連携 1

座長：戸田 芙美（藤田医科大学医学部リハビリテーション医学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O47-01 大石
おおいし

 晃子
あきこ 社会医療法人ペガサス ペガサ

スリハビリテーション病院
言語聴覚士

目標達成支援のため 何をどう伝えたか：ST現
場でのコーチングメッセージ

O47-02 在川
ざいかわ

 一平
いっぺい

株式会社フードケア 企業関係者
介護食シェフによる嚥下調整食の卒前教育（理
解度調査）

O47-03 橋本
はしもと

 千織
ちおり

福島県立医科大学 医師
嚥下内視鏡評価における AI診断補助システム
を活用した学生教育への取り組み

O47-04 大家
おおいえ

 広平
こうへい

名古屋大学
大学・専門学
校等教員

ミリサイズ具材を含む流動食品に適用可能な新
たなレオロジー計測法：白粥・玉子粥・小豆粥
への応用

O47-05 西塚
にしづか

 大悟
だいご

北海道大学大学院工学院
学生・大学
院生

ずり減粘の現場評価を可能にする簡易手法“Gap
Flow Test”の開発

O47-06 田坂
たさか

 裕司
ゆうじ

北海道大学
大学・専門学
校等教員

ずり減粘のべき乗則モデル表現を基にした食塊
の食べやすさ評価

9月 20日（土）　13：10～14：20

48. 高齢者 2

座長：寺中 智（あやせほりきり中央歯科口腔機能クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O48-01 小川
おがわ

 けい 医療法人 康生会 淀川平成
病院

言語聴覚士
ワレンベルグ症候群患者における心理的側面を
重視した嚥下訓練の取り組み

O48-02 近藤
こんどう

 英司
えいじ 国立病院機構函館医療セン

ター 歯科口腔外科
歯科医師

国立病院機構函館医療センターにおける入院患
者に対する摂食嚥下診療

O48-03 村上
むらかみ

 達郎
たつお 吉備高原医療リハビリテー

ションセンター
言語聴覚士

吉備中央町における介護予防・日常生活支援総
合事業通所型利用者の口腔機能に対する効果に
ついて

O48-04 金
きむ

 娟廷
よんじゅん

韓国高齢親和食品研究所 その他
咀嚼困難者用の嚥下ケア食と嚥下ケアソースの
科学的検証と普及成果

O48-05 植谷
うえたに

 利英
り え

川崎医科大学高齢者医療セン
ター リハビリテーションセン
ター

言語聴覚士
地域包括ケア病棟患者の口腔運動機能と栄養評
価の関連性

O48-06 室
むろ

 美樹
み き

ハートケア湘南・芦名 栄養科 管理栄養士
誤嚥・窒息事故から考える食事形態変更の体制
作り

O48-07 中波
なかなみ

 暁
あき

市立砺波総合病院 医師
頸椎前方固定術後 1年 9ヶ月の嚥下障害が改善
した 1例

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 8会場
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9月 20日（土）　14：25～15：35

49. 高齢者 3

座長：中尾 真理（東北生活文化大学家政学部家政学科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O49-01 飛永
とびなが

 宗治
むねはる 独立行政法人国立病院機構

九州がんセンター
言語聴覚士

食道がん手術患者の年齢や手術操作・絶飲食に
伴う嚥下機能の変化に対する嚥下造影(VF)での
検討

O49-02 伊豫
い よ

 巧朗
たくろう

有田市立病院 耳鼻咽喉科 医師
咽頭後間隙血腫により摂食嚥下機能に影響を及
ぼした 2症例の検討

O49-03 大塚
おおつか

 あつ子
こ 朝日大学歯学部 摂食嚥下リ

ハビリテーション学分野
歯科医師 パン版コード分類作成後の摂食嚥下動態

O49-04 川上
かわかみ

 理
おさむ

金沢医科大学 頭頸部外科学 医師
当院摂食嚥下センターによる療養型病院への摂
食嚥下診療の介入効果と課題

O49-05 藤岡
ふじおか

 誠二
せいじ

摂食嚥下のミカタ 言語聴覚士 数え年 100才で胃瘻造設を選択した症例

O49-06 石井
いしい

 美紀
み き

東京科学大学 大学院医歯学
総合研究科 医歯学専攻 老化
制御学講座 摂食嚥下リハビ
リテーション学分野

歯科医師 クロノタイプと口腔機能は関連するか

O49-07 石原
いしはら

 宏政
ひろまさ 岐阜大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉科・頭頸部外科
医師

90歳以上の超高齢者に対する喉頭全摘術後の摂
食・嚥下評価

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 8会場

9月 20日（土）　10：50～11：50

47. 卒前卒後教育・医工学連携 1

座長：戸田 芙美（藤田医科大学医学部リハビリテーション医学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O47-01 大石
おおいし

 晃子
あきこ 社会医療法人ペガサス ペガサ

スリハビリテーション病院
言語聴覚士

目標達成支援のため 何をどう伝えたか：ST現
場でのコーチングメッセージ

O47-02 在川
ざいかわ

 一平
いっぺい

株式会社フードケア 企業関係者
介護食シェフによる嚥下調整食の卒前教育（理
解度調査）

O47-03 橋本
はしもと

 千織
ちおり

福島県立医科大学 医師
嚥下内視鏡評価における AI診断補助システム
を活用した学生教育への取り組み

O47-04 大家
おおいえ

 広平
こうへい

名古屋大学
大学・専門学
校等教員

ミリサイズ具材を含む流動食品に適用可能な新
たなレオロジー計測法：白粥・玉子粥・小豆粥
への応用

O47-05 西塚
にしづか

 大悟
だいご

北海道大学大学院工学院
学生・大学
院生

ずり減粘の現場評価を可能にする簡易手法“Gap
Flow Test”の開発

O47-06 田坂
たさか

 裕司
ゆうじ

北海道大学
大学・専門学
校等教員

ずり減粘のべき乗則モデル表現を基にした食塊
の食べやすさ評価

9月 20日（土）　13：10～14：20

48. 高齢者 2

座長：寺中 智（あやせほりきり中央歯科口腔機能クリニック）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O48-01 小川
おがわ

 けい 医療法人 康生会 淀川平成
病院

言語聴覚士
ワレンベルグ症候群患者における心理的側面を
重視した嚥下訓練の取り組み

O48-02 近藤
こんどう

 英司
えいじ 国立病院機構函館医療セン

ター 歯科口腔外科
歯科医師

国立病院機構函館医療センターにおける入院患
者に対する摂食嚥下診療

O48-03 村上
むらかみ

 達郎
たつお 吉備高原医療リハビリテー

ションセンター
言語聴覚士

吉備中央町における介護予防・日常生活支援総
合事業通所型利用者の口腔機能に対する効果に
ついて

O48-04 金
きむ

 娟廷
よんじゅん

韓国高齢親和食品研究所 その他
咀嚼困難者用の嚥下ケア食と嚥下ケアソースの
科学的検証と普及成果

O48-05 植谷
うえたに

 利英
り え

川崎医科大学高齢者医療セン
ター リハビリテーションセン
ター

言語聴覚士
地域包括ケア病棟患者の口腔運動機能と栄養評
価の関連性

O48-06 室
むろ

 美樹
み き

ハートケア湘南・芦名 栄養科 管理栄養士
誤嚥・窒息事故から考える食事形態変更の体制
作り

O48-07 中波
なかなみ

 暁
あき

市立砺波総合病院 医師
頸椎前方固定術後 1年 9ヶ月の嚥下障害が改善
した 1例

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 8会場
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9月 20日（土）　10：40～11：50

52. チームアプローチ 6

座長：渡邉 哲（愛知学院大学歯学部口腔顎顔面外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O52-01 隅田
すみだ

 敏和
としかず

山口県済生会豊浦病院
看護師・保
健師

認知症による失行、失認を有する患者へ食具、
食形態の変更で食欲が改善された 1症例

O52-02 松田
まつだ

 妃代
き よ 医療法人 のぞみ会 新大阪病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

食べさせ方の守破離 〜重度認知症患者が多職種
多事業所連携にて経口摂取獲得し施設再入所に
至るまで〜

O52-03 倉橋
くらはし

 亮
りょう 岡崎市民病院 栄養サポート

室
言語聴覚士

急性期病院における姿勢調整を中心とした多職
種ミールラウンドの取り組みの効果

O52-04 大矢
おおや

 維
ゆい イムス札幌リハビリテーショ

ン病院
言語聴覚士

多職種で食べる楽しさを支援する
-食べる楽しさに焦点を当てた当院の取り組み-

O52-05 佐藤
さとう

 華子
はなこ 医療法人社団朝菊会介護老人

保健施設ケアプラザ北原
管理栄養士

歯科が参加したミールラウンドが介護保険施設
における食支援に有用であった一例

O52-06 山野
やまの

 貴史
たかふみ 福岡歯科大学 総合医学講座

耳鼻咽喉科学分野
医師

嚥下障害に対する急性期病院と高齢者施設との
連携
肺炎入院なし群と肺炎入院あり群との比較

O52-07 堀
ほり

 佐和子
さ わ こ 医療法人社団登豊会近石病院

歯科・口腔外科
歯科衛生士

多職種連携や病院間の連携により血液透析患者
が胃瘻から脱却できた一症例

9月 20日（土）　13：10～14：20

53. その他 1

座長：吉田 光由（藤田医科大学歯学部歯科口腔外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O53-01 木倉
きくら

 敏彦
としひこ 富山県リハビリテーション病

院・こども支援センター
医師 「一般病棟」における嚥下障害診療について

O53-02 高田
たかだ

 耕平
こうへい はなすたべるくらす舎 訪問看

護ステーション絆
言語聴覚士

「食の震災関連死防止の啓蒙活動」に関する活動
報告及びアンケート結果について

O53-03 荒川
あらかわ

 裕子
ゆうこ 信州大学医学部歯科口腔外科

学教室
歯科医師

経口摂取の確立と退院支援に課題が多く、難渋
した甲状腺癌術後の一例

O53-04 松尾
まつお

 翼
つばさ 医療法人 慈圭会 八反丸リハ

ビリテーション病院
言語聴覚士

干渉波刺激療法は脳血管疾患後の咽頭期嚥下障
害に対して有効か

O53-05 外口
とぐち

 晴久
はるひさ

トグチメディカルラボ その他 入院患者自身が義歯を修理した症例とその背景

O53-06 大竹
おおたけ

 潤子
じゅんこ

マエカワケアサービス 言語聴覚士
通所介護における口腔機能向上加算の取り組み
について

O53-07 丹生
に ぶ

 健一
けんいち 神戸大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉・頭頸部外科
医師

倫理カンファレンスで手術適応を決定した声門
閉鎖術の 1例

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 9会場

9月 20日（土）　8：40～9：40

50. 訓練・治療 9

座長：中川 量晴（東京科学大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O50-01 沖野
おきの

 勇太
ゆうた 聖母病院 リハビリテーショ

ン科
言語聴覚士

入院での摂食嚥下リハビリテーションにより経
口摂取が可能となった 2症例

O50-02 渡邉
わたなべ

 優希
ゆ き JA北海道厚生連 ニセコ羊蹄

広域 倶知安厚生病院
看護師・保
健師

加齢と骨棘による嚥下障害患者が完全側臥位法
からベッドアップでの自力摂取に至った看護実
践の一例

O50-03 熊倉
くまくら

 真理
ま り 社会医療法人 緑泉会 米盛

病院
言語聴覚士

喉頭蓋炎・深頸部膿瘍術後の嚥下障害に対する
完全側臥位の有効性

O50-04 岡田
おかだ

 泰宏
やすひろ 横浜なみきリハビリテーショ

ン病院 リハビリテーション科
言語聴覚士

食思低下の要因に食道期障害を認めたパーキン
ソン病の 2例

O50-05 乾
いぬい

 友梨香
ゆ り か

神戸徳洲会病院 言語聴覚士
身体と嚥下機能の乖離があり、咽頭残留を著明
に認めたが自宅退院まで改善を認めた一例

O50-06 赤松
あかまつ

 誠
まこと JA 愛知厚生連 豊田厚生病院

リハビリテーション室
言語聴覚士

頸椎後方固定術後に著明な嚥下障害を呈した 1
例

9月 20日（土）　9：45～10：35

51. 口腔ケア 2

座長：柴田 由美（昭和歯科大学歯科病院歯科衛生室）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O51-01 安部
あ べ

 聡見
さとみ

医療法人協和会千里中央病院
看護師・保
健師

要介護者に対する口腔衛生状態の改善への取り
組み

O51-02 横澤
よこざわ

 恵美
え み 岡山大学病院医療技術部歯科

衛生士室
歯科衛生士

嚥下機能評価対象患者における歯科衛生士の継
続的口腔ケア介入のための検討

O51-03 藤田
ふじた

 莉早
り さ

朝日大学病院 歯科衛生部 歯科衛生士 地域中核病院における歯科介入の実態調査

O51-04 池田
いけだ

 真喜
ま き

地方独立行政法人 山形県・酒
田市病院機構 日本海総合
病院

看護師・保
健師

誤嚥性肺炎患者の入院前口腔衛生管理の現状と
課題

O51-05 源間
げんま

 隆雄
たかお 医療法人札幌麻生脳神経外科

病院
言語聴覚士

新規口腔乾燥物除去剤の臨床効果評価―従来口
腔保湿剤との比較研究

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 9会場
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9月 20日（土）　10：40～11：50

52. チームアプローチ 6

座長：渡邉 哲（愛知学院大学歯学部口腔顎顔面外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O52-01 隅田
すみだ

 敏和
としかず

山口県済生会豊浦病院
看護師・保
健師

認知症による失行、失認を有する患者へ食具、
食形態の変更で食欲が改善された 1症例

O52-02 松田
まつだ

 妃代
き よ 医療法人 のぞみ会 新大阪病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

食べさせ方の守破離 〜重度認知症患者が多職種
多事業所連携にて経口摂取獲得し施設再入所に
至るまで〜

O52-03 倉橋
くらはし

 亮
りょう 岡崎市民病院 栄養サポート

室
言語聴覚士

急性期病院における姿勢調整を中心とした多職
種ミールラウンドの取り組みの効果

O52-04 大矢
おおや

 維
ゆい イムス札幌リハビリテーショ

ン病院
言語聴覚士

多職種で食べる楽しさを支援する
-食べる楽しさに焦点を当てた当院の取り組み-

O52-05 佐藤
さとう

 華子
はなこ 医療法人社団朝菊会介護老人

保健施設ケアプラザ北原
管理栄養士

歯科が参加したミールラウンドが介護保険施設
における食支援に有用であった一例

O52-06 山野
やまの

 貴史
たかふみ 福岡歯科大学 総合医学講座

耳鼻咽喉科学分野
医師

嚥下障害に対する急性期病院と高齢者施設との
連携
肺炎入院なし群と肺炎入院あり群との比較

O52-07 堀
ほり

 佐和子
さ わ こ 医療法人社団登豊会近石病院

歯科・口腔外科
歯科衛生士

多職種連携や病院間の連携により血液透析患者
が胃瘻から脱却できた一症例

9月 20日（土）　13：10～14：20

53. その他 1

座長：吉田 光由（藤田医科大学歯学部歯科口腔外科学講座）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O53-01 木倉
きくら

 敏彦
としひこ 富山県リハビリテーション病

院・こども支援センター
医師 「一般病棟」における嚥下障害診療について

O53-02 高田
たかだ

 耕平
こうへい はなすたべるくらす舎 訪問看

護ステーション絆
言語聴覚士

「食の震災関連死防止の啓蒙活動」に関する活動
報告及びアンケート結果について

O53-03 荒川
あらかわ

 裕子
ゆうこ 信州大学医学部歯科口腔外科

学教室
歯科医師

経口摂取の確立と退院支援に課題が多く、難渋
した甲状腺癌術後の一例

O53-04 松尾
まつお

 翼
つばさ 医療法人 慈圭会 八反丸リハ

ビリテーション病院
言語聴覚士

干渉波刺激療法は脳血管疾患後の咽頭期嚥下障
害に対して有効か

O53-05 外口
とぐち

 晴久
はるひさ

トグチメディカルラボ その他 入院患者自身が義歯を修理した症例とその背景

O53-06 大竹
おおたけ

 潤子
じゅんこ

マエカワケアサービス 言語聴覚士
通所介護における口腔機能向上加算の取り組み
について

O53-07 丹生
に ぶ

 健一
けんいち 神戸大学医学部附属病院 耳

鼻咽喉・頭頸部外科
医師

倫理カンファレンスで手術適応を決定した声門
閉鎖術の 1例

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 9会場

9月 20日（土）　8：40～9：40

50. 訓練・治療 9

座長：中川 量晴（東京科学大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O50-01 沖野
おきの

 勇太
ゆうた 聖母病院 リハビリテーショ

ン科
言語聴覚士

入院での摂食嚥下リハビリテーションにより経
口摂取が可能となった 2症例

O50-02 渡邉
わたなべ

 優希
ゆ き JA北海道厚生連 ニセコ羊蹄

広域 倶知安厚生病院
看護師・保
健師

加齢と骨棘による嚥下障害患者が完全側臥位法
からベッドアップでの自力摂取に至った看護実
践の一例

O50-03 熊倉
くまくら

 真理
ま り 社会医療法人 緑泉会 米盛

病院
言語聴覚士

喉頭蓋炎・深頸部膿瘍術後の嚥下障害に対する
完全側臥位の有効性

O50-04 岡田
おかだ

 泰宏
やすひろ 横浜なみきリハビリテーショ

ン病院 リハビリテーション科
言語聴覚士

食思低下の要因に食道期障害を認めたパーキン
ソン病の 2例

O50-05 乾
いぬい

 友梨香
ゆ り か

神戸徳洲会病院 言語聴覚士
身体と嚥下機能の乖離があり、咽頭残留を著明
に認めたが自宅退院まで改善を認めた一例

O50-06 赤松
あかまつ

 誠
まこと JA 愛知厚生連 豊田厚生病院

リハビリテーション室
言語聴覚士

頸椎後方固定術後に著明な嚥下障害を呈した 1
例

9月 20日（土）　9：45～10：35

51. 口腔ケア 2

座長：柴田 由美（昭和歯科大学歯科病院歯科衛生室）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O51-01 安部
あ べ

 聡見
さとみ

医療法人協和会千里中央病院
看護師・保
健師

要介護者に対する口腔衛生状態の改善への取り
組み

O51-02 横澤
よこざわ

 恵美
え み 岡山大学病院医療技術部歯科

衛生士室
歯科衛生士

嚥下機能評価対象患者における歯科衛生士の継
続的口腔ケア介入のための検討

O51-03 藤田
ふじた

 莉早
り さ

朝日大学病院 歯科衛生部 歯科衛生士 地域中核病院における歯科介入の実態調査

O51-04 池田
いけだ

 真喜
ま き

地方独立行政法人 山形県・酒
田市病院機構 日本海総合
病院

看護師・保
健師

誤嚥性肺炎患者の入院前口腔衛生管理の現状と
課題

O51-05 源間
げんま

 隆雄
たかお 医療法人札幌麻生脳神経外科

病院
言語聴覚士

新規口腔乾燥物除去剤の臨床効果評価―従来口
腔保湿剤との比較研究

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 9会場
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9月 20日（土）　8：40～9：40

English Session（ポスター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EP-001 HSUAN CHEN
CHIANG

Department of Physical
Medicine and Rehabilitation,
Chi-Mei Medical Center,
Tainan , Taiwan

Speech
Therapist

Association between Oral Food Intake Level and
Nutritional Status in Patients Undergoing Post-
Stroke Rehabilitation

EP-002 HSIANG LING
CHIU

National Taiwan University
Hopital

Speech
Therapist

Injection Laryngoplasty on Cough Strength and
Swallowing Safety in Treating Glottal Insufficiency

EP-003 Yunjung Kim
Korea elderly food research
institute

Others
Development of Mousse-Type Meals for Elderly
Individuals with Dysphagia to Enhance Dietary
Variety and Nutritional Intake

EP-004 Yosuke Tenpaku
Department of Rehabilitation,
Nagoya Ekisaikai Hospital

Speech
Therapist

Intubation duration predicts post-extubation
dysphagia at the time of ICU discharge

EP-005 Yuetong Rong
Peking University Third
Hospital Department of
Rehabilitation

Speech
Therapist

A Survival Analysis of Central Venous Catheters in
Elderly Patients with Dysphagia: Comparing
ICVAP, NT-CVC and PICC

EP-006 Han Gil Seo
Department of Rehabilitation
Medicine, Seoul National
University Hospital

Doctor
Role of Respiratory Pressure in Swallowing
Function and Aspiration Risk in Parkinsonism

EP-007 Takayuki Endo Sonoda Daiichi Hospital
Speech
Therapist

Investigation of changes in the dominant transit side
of the esophageal inlet by postural compensatory
method using ultrasound echocardiography in one
healthy adult

EP-008 Esther Tsz Tung
Li

Department of Chinese &
Bilingual Studies, The Hong
Kong Polytechnic University

Speech
Therapist

Explainable Artificial Intelligence in the
examination and evaluation of swallowing
physiology: a scoping review

EP-009 Takeharu
Kanazawa

Department of Otolaryngology,
Jichi Medical University

Doctor
Correlation between Hyodo-Komagane swallowing
assessment and dysphagia-related outcomes in
hospitalized patients

EP-010 Mitsuyoshi
Yoshida

Department of Dentistry and
Oral-Maxillofacial Surgery,
School of Medicine, Fujita
Health University

Dentist
Dysphagia Rehabilitation through Collaboration
between Otolaryngologist and Dentist

EP-011 Yu-Chun Chih

Department of Speech
Language Pathology and
Audiology, Chung Shan
Medical University

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Living with Dysphagia in the Community:
Perspectives from the Individuals with Dysphagia

EP-012 Shotaro Komaki

Department of Speech
Language Hearing Therapy,
Kagoshima Medical
Professional College

Speech
Therapist

Effectiveness of virtual reality content in pre-
clinical training
-A case study on multidisciplinary collaboration in
VFSS-

EP-013 XIANGXIANG
LIU

Yokohama City University
Student/
Graduate
Student

Inter-rater reliability for measurement of
swallowing-related musclesusing portable
ultrasound

English Session（ポスター）　EP

9月 20日（土）　14：25～15：25

54. その他 2

座長：鈴木 英二（さいたま岩槻病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O54-01 櫻庭
さくらば

 優
すぐる 黒石市国民健康保険黒石病院

リハビリテーション科
言語聴覚士 輪状軟骨切開術例に対するレティナ使用経験

O54-02 村上
むらかみ

 理恵
り え 神戸大学医学部附属病院 看

護部
看護師・保
健師

神戸大学病院患者支援センターにおける嚥下障
害への取り組み
―入院前面談で嚥下問診を開始して―

O54-03 上岡
うえおか

 美和
み わ 神戸大学医学部附属病院 看

護部
看護師・保
健師

神戸大学病院患者支援センターにおける摂食嚥
下障害 CNの役割―入院前面談を活用した早期
介入の実践―

O54-04 小池
こいけ

 吉彦
よしひこ

岩手医科大学 医師
嗄声・嚥下障害に対する治療後に悪性腫瘍が判
明した頸静脈孔症候群の一例

O54-05 黒河内
くろごうち

 誠司
せいじ

訪問看護ステーション Style
看護師・保
健師

コミュニティカフェを活用した摂食嚥下に関す
る多職種連携会の検討

O54-06 川端
かわばた

 恵里
え り NPO法人摂食嚥下問題を考

える会
言語聴覚士

嚥下食でつなぐイベントがインクルーシブ社会
実現への一助となる可能性について

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 9会場
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9月 20日（土）　8：40～9：40

English Session（ポスター）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EP-001 HSUAN CHEN
CHIANG

Department of Physical
Medicine and Rehabilitation,
Chi-Mei Medical Center,
Tainan , Taiwan

Speech
Therapist

Association between Oral Food Intake Level and
Nutritional Status in Patients Undergoing Post-
Stroke Rehabilitation

EP-002 HSIANG LING
CHIU

National Taiwan University
Hopital

Speech
Therapist

Injection Laryngoplasty on Cough Strength and
Swallowing Safety in Treating Glottal Insufficiency

EP-003 Yunjung Kim
Korea elderly food research
institute

Others
Development of Mousse-Type Meals for Elderly
Individuals with Dysphagia to Enhance Dietary
Variety and Nutritional Intake

EP-004 Yosuke Tenpaku
Department of Rehabilitation,
Nagoya Ekisaikai Hospital

Speech
Therapist

Intubation duration predicts post-extubation
dysphagia at the time of ICU discharge

EP-005 Yuetong Rong
Peking University Third
Hospital Department of
Rehabilitation

Speech
Therapist

A Survival Analysis of Central Venous Catheters in
Elderly Patients with Dysphagia: Comparing
ICVAP, NT-CVC and PICC

EP-006 Han Gil Seo
Department of Rehabilitation
Medicine, Seoul National
University Hospital

Doctor
Role of Respiratory Pressure in Swallowing
Function and Aspiration Risk in Parkinsonism

EP-007 Takayuki Endo Sonoda Daiichi Hospital
Speech
Therapist

Investigation of changes in the dominant transit side
of the esophageal inlet by postural compensatory
method using ultrasound echocardiography in one
healthy adult

EP-008 Esther Tsz Tung
Li

Department of Chinese &
Bilingual Studies, The Hong
Kong Polytechnic University

Speech
Therapist

Explainable Artificial Intelligence in the
examination and evaluation of swallowing
physiology: a scoping review

EP-009 Takeharu
Kanazawa

Department of Otolaryngology,
Jichi Medical University

Doctor
Correlation between Hyodo-Komagane swallowing
assessment and dysphagia-related outcomes in
hospitalized patients

EP-010 Mitsuyoshi
Yoshida

Department of Dentistry and
Oral-Maxillofacial Surgery,
School of Medicine, Fujita
Health University

Dentist
Dysphagia Rehabilitation through Collaboration
between Otolaryngologist and Dentist

EP-011 Yu-Chun Chih

Department of Speech
Language Pathology and
Audiology, Chung Shan
Medical University

University
Teacher/
Vocational
School
Teacher

Living with Dysphagia in the Community:
Perspectives from the Individuals with Dysphagia

EP-012 Shotaro Komaki

Department of Speech
Language Hearing Therapy,
Kagoshima Medical
Professional College

Speech
Therapist

Effectiveness of virtual reality content in pre-
clinical training
-A case study on multidisciplinary collaboration in
VFSS-

EP-013 XIANGXIANG
LIU

Yokohama City University
Student/
Graduate
Student

Inter-rater reliability for measurement of
swallowing-related musclesusing portable
ultrasound

English Session（ポスター）　EP

9月 20日（土）　14：25～15：25

54. その他 2

座長：鈴木 英二（さいたま岩槻病院リハビリテーション科）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

O54-01 櫻庭
さくらば

 優
すぐる 黒石市国民健康保険黒石病院

リハビリテーション科
言語聴覚士 輪状軟骨切開術例に対するレティナ使用経験

O54-02 村上
むらかみ

 理恵
り え 神戸大学医学部附属病院 看

護部
看護師・保
健師

神戸大学病院患者支援センターにおける嚥下障
害への取り組み
―入院前面談で嚥下問診を開始して―

O54-03 上岡
うえおか

 美和
み わ 神戸大学医学部附属病院 看

護部
看護師・保
健師

神戸大学病院患者支援センターにおける摂食嚥
下障害 CNの役割―入院前面談を活用した早期
介入の実践―

O54-04 小池
こいけ

 吉彦
よしひこ

岩手医科大学 医師
嗄声・嚥下障害に対する治療後に悪性腫瘍が判
明した頸静脈孔症候群の一例

O54-05 黒河内
くろごうち

 誠司
せいじ

訪問看護ステーション Style
看護師・保
健師

コミュニティカフェを活用した摂食嚥下に関す
る多職種連携会の検討

O54-06 川端
かわばた

 恵里
え り NPO法人摂食嚥下問題を考

える会
言語聴覚士

嚥下食でつなぐイベントがインクルーシブ社会
実現への一助となる可能性について

一般演題　口演発表　9月 20日（土）　第 9会場
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9月 19日（金）　16：40～17：40

基礎研究

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-001 下笠
しもかさ

 賢二
けんじ

筑波技術大学
大学・専門学
校等教員

造影剤を加えた VF検査食のためのキサンタン
ガム系増粘剤濃度の決定

P-003 鈴木
すずき

 涼太
りょうた

世田谷中央病院 言語聴覚士
リクライニング角度による嚥下反射時間の変化
~誤嚥リスクの軽減~

P-005 安田
やすだ

 利貴
としたか

東京工業高等専門学校
大学・専門学
校等教員

オープンソース・ハードウェア型マイコンを用
いた簡易細管粘度計開発

P-007 酒井
さかい

 純
じゅん

朝日大学歯学部口腔病態医療
学講座摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師
コーヒーに増粘剤を添加した時のラット味覚神
経応答及び嗜好性

P-009 安田
やすだ

 利貴
としたか

東京工業高等専門学校
大学・専門学
校等教員

傾斜平行平板装置を用いた増粘剤水溶液の付着
性評価法の検討

P-011 横山
よこやま

 史織
しおり 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座障害者歯科学分野
薬剤師

抗酸化摂食嚥下栄養療法開発を目指したダウン
症候群患者における抗酸化作用に関与する栄養
素の充足率の調査

P-013 黒住
くろずみ

 千春
ちはる 川崎医療福祉大学作業療法

学科
作業療法士

嚥下時の呼吸パターンによって嚥下動態は変化
するのかー健常若年女性での検討

P-015 板
いた

 離子
れいこ

新潟大学医歯学総合研究科摂
食嚥下リハビリテーション学
分野

歯科医師
口腔乾燥が魚肉練り製品の咀嚼運動に与える
影響

P-017 佐藤
さとう

 瑞枝
みずえ 社会福祉法人向陽会やまびこ

医療福祉センター
言語聴覚士

重症心身障害児者の摂食嚥下機能と InBody骨
格筋指数の関連について

臨床研究

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-019 鈴木
すずき

 英二
えいじ

さいたま岩槻病院 医師 嚥下音のリアルタイムグラフ表示

P-021 山口
やまぐち

 知子
さとこ 昭和医科大学歯学部口腔衛生

学講座
歯科医師

摂食嚥下障害児に対する摂食指導の実態調査か
らみえてきた保護者のニーズ

P-023 小田
お だ

 薫
かおる 医療法人社団 誠和会 長谷川

病院 リハビリテーション部
言語聴覚士

重度嚥下障害により経口困難だったがとろみ
シャーベットを用いた交互嚥下法を機に経管離
脱に至った 1症例

P-025 森本
もりもと

 佳成
よしなり 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座高齢者歯科学分野
歯科医師

重度認知症患者の全身麻酔後の嚥下機能の回復
時間に関する検討―認知機能正常者との比較

P-027 保田
ほ た

 祥代
さちよ 医療法人豊田会 刈谷豊田総

合病院 リハビリテーション科
言語聴覚士

脳卒中による摂食嚥下障害の帰結 〜発症約 5
年後の実態調査〜

P-029 對馬
つしま

 由貴
ゆ き 医療法人札幌麻生脳神経外科

病院
言語聴覚士

干渉波電気刺激と併用する間接的摂食嚥下訓練
の検証〜舌圧訓練を併用する効果

P-031 野口
のぐち

 毅
つよし 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座障害者歯科学分野
歯科医師

当院摂食嚥下外来（障がい者歯科）における 3.5
年間の実態調査

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EP-014 Masako
Nakazawa

Rehabilitation Department of
Facility and Hospital of
Valstagardel for Children with
Severe Motor and Intellectual
Disabilities

Speech
Therapist

Orofacial rehabilitation for recovery of swallowing
reflex
---Approach after 14 years from the onset---

EP-015 Atsuhiro
Uranagase

SHINKO HOSPITAL Doctor
Animation-Based Instruction for Effortful
Swallowing and the Mendelson Maneuver in
Healthy Individuals

EP-016 Yosuke Seo
Department of Clinical
Nutrition, Akitsu Prefectural
Hospital

National
Registered
Dietitian

Assessment of the Quality and Preparation Issues of
Soft Meals Based on Code 4 of JDD2021

EP-017 HIDEAKI
KANAZAWA

Swallowish Clinic Doctor
Navigating Hope and Reality: Outcomes of
Aspiration Prevention Surgery in a Clinic
Specializing in Severe Dysphagia

EP-018 Aika Yamada Tokyo Denki University
Student/
Graduate
Student

Development of a Swallowing Function
Visualization System from Video Images Using
Multipoint Markers on Skin Surface and New
Image Processing

English Session（ポスター）　EP

－ 70 －



9月 19日（金）　16：40～17：40

基礎研究

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-001 下笠
しもかさ

 賢二
けんじ

筑波技術大学
大学・専門学
校等教員

造影剤を加えた VF検査食のためのキサンタン
ガム系増粘剤濃度の決定

P-003 鈴木
すずき

 涼太
りょうた

世田谷中央病院 言語聴覚士
リクライニング角度による嚥下反射時間の変化
~誤嚥リスクの軽減~

P-005 安田
やすだ

 利貴
としたか

東京工業高等専門学校
大学・専門学
校等教員

オープンソース・ハードウェア型マイコンを用
いた簡易細管粘度計開発

P-007 酒井
さかい

 純
じゅん

朝日大学歯学部口腔病態医療
学講座摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師
コーヒーに増粘剤を添加した時のラット味覚神
経応答及び嗜好性

P-009 安田
やすだ

 利貴
としたか

東京工業高等専門学校
大学・専門学
校等教員

傾斜平行平板装置を用いた増粘剤水溶液の付着
性評価法の検討

P-011 横山
よこやま

 史織
しおり 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座障害者歯科学分野
薬剤師

抗酸化摂食嚥下栄養療法開発を目指したダウン
症候群患者における抗酸化作用に関与する栄養
素の充足率の調査

P-013 黒住
くろずみ

 千春
ちはる 川崎医療福祉大学作業療法

学科
作業療法士

嚥下時の呼吸パターンによって嚥下動態は変化
するのかー健常若年女性での検討

P-015 板
いた

 離子
れいこ

新潟大学医歯学総合研究科摂
食嚥下リハビリテーション学
分野

歯科医師
口腔乾燥が魚肉練り製品の咀嚼運動に与える
影響

P-017 佐藤
さとう

 瑞枝
みずえ 社会福祉法人向陽会やまびこ

医療福祉センター
言語聴覚士

重症心身障害児者の摂食嚥下機能と InBody骨
格筋指数の関連について

臨床研究

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-019 鈴木
すずき

 英二
えいじ

さいたま岩槻病院 医師 嚥下音のリアルタイムグラフ表示

P-021 山口
やまぐち

 知子
さとこ 昭和医科大学歯学部口腔衛生

学講座
歯科医師

摂食嚥下障害児に対する摂食指導の実態調査か
らみえてきた保護者のニーズ

P-023 小田
お だ

 薫
かおる 医療法人社団 誠和会 長谷川

病院 リハビリテーション部
言語聴覚士

重度嚥下障害により経口困難だったがとろみ
シャーベットを用いた交互嚥下法を機に経管離
脱に至った 1症例

P-025 森本
もりもと

 佳成
よしなり 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座高齢者歯科学分野
歯科医師

重度認知症患者の全身麻酔後の嚥下機能の回復
時間に関する検討―認知機能正常者との比較

P-027 保田
ほ た

 祥代
さちよ 医療法人豊田会 刈谷豊田総

合病院 リハビリテーション科
言語聴覚士

脳卒中による摂食嚥下障害の帰結 〜発症約 5
年後の実態調査〜

P-029 對馬
つしま

 由貴
ゆ き 医療法人札幌麻生脳神経外科

病院
言語聴覚士

干渉波電気刺激と併用する間接的摂食嚥下訓練
の検証〜舌圧訓練を併用する効果

P-031 野口
のぐち

 毅
つよし 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座障害者歯科学分野
歯科医師

当院摂食嚥下外来（障がい者歯科）における 3.5
年間の実態調査

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

EP-014 Masako
Nakazawa

Rehabilitation Department of
Facility and Hospital of
Valstagardel for Children with
Severe Motor and Intellectual
Disabilities

Speech
Therapist

Orofacial rehabilitation for recovery of swallowing
reflex
---Approach after 14 years from the onset---

EP-015 Atsuhiro
Uranagase

SHINKO HOSPITAL Doctor
Animation-Based Instruction for Effortful
Swallowing and the Mendelson Maneuver in
Healthy Individuals

EP-016 Yosuke Seo
Department of Clinical
Nutrition, Akitsu Prefectural
Hospital

National
Registered
Dietitian

Assessment of the Quality and Preparation Issues of
Soft Meals Based on Code 4 of JDD2021

EP-017 HIDEAKI
KANAZAWA

Swallowish Clinic Doctor
Navigating Hope and Reality: Outcomes of
Aspiration Prevention Surgery in a Clinic
Specializing in Severe Dysphagia

EP-018 Aika Yamada Tokyo Denki University
Student/
Graduate
Student

Development of a Swallowing Function
Visualization System from Video Images Using
Multipoint Markers on Skin Surface and New
Image Processing

English Session（ポスター）　EP
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演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-069 小西
こにし

 恵巳
え み 立命館大学大学院人間科学研

究科
歯科医師

経管栄養で生きる子どもの「味見」の意味　
― 母親の語りの質的研究 ―　（中間報告）

P-071 齊藤
さいとう

 三江子
み え こ

独立行政法人国立病院機構四
国こどもとおとなの医療セン
ター

看護師・保
健師

食環境が幼児の摂食機能の発達に及ぼす影響

P-073 田中
たなか

 陽子
ようこ 日本大学松戸歯学部有病者歯

科検査医学
歯科医師

心臓手術後脳障害による摂食機能障害から回復
の兆しが認められた医療的ケア児の一例

P-075 坂倉
さかくら

 浩一
こういち

頭頸部免疫栄養研究所 ぐん
ま耳鼻咽喉科クリニック 摂食
嚥下地域医療センター

医師
耳鼻咽喉科開業医での摂食嚥下障害専門外来に
おける、重症心身障害児者に対する対応

P-077 田中
たなか

 加緒里
か お り 愛媛大学医学部耳鼻咽喉科頭

頸部外科
医師

乳幼児嚥下障害症例における舌骨位置評価の有
用性について

高齢者

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-079 武井
たけい

 圭佑
けいすけ

社会福祉法人 三幸福祉会 特
別養護老人ホーム 癒しの里南
千住

管理栄養士
多職種連携による看取り期の経口摂取支援-摂
食嚥下障害を持つ特養入居者の症例-

P-081 中山
なかやま

 優
ゆう

関東病院 理学療法士
維持期における脳血管患者に対して理学療法介
入によって QOL支援としての経口摂取が可能
になった症例

P-083 小武海
こ ぶ か い

 将史
まさし 介護老人保健施設 ハートケ

ア湘南・芦名
理学療法士

当施設での多職種連携による食事環境調整の取
り組みの一例

P-085 天野
あまの

 汐莉
しおり 社会医療法人 蘇西厚生会 松

波総合病院
言語聴覚士

長期挿管管理後に PED（抜管後嚥下障害）を生
じたが、早期介入により、常食の経口摂取が可
能となった一例

P-087 松本
まつもと

 結
ゆい

世田谷中央病院 言語聴覚士
誤嚥性肺炎を繰り返す患者が安全な食事を獲得
した一例

P-089 久保田
く ぼ た

 祥嗣
しょうじ

湘南第一病院 理学療法士
後期高齢誤嚥性肺炎患者へのアプローチ〜傾眠
傾向に対し多職種で離床・シーティングを行なっ
た症例〜

P-091 山﨑
やまざき

 翠
みどり 奥羽大学歯学部附属病院 高

齢者歯科学
歯科医師

嚥下内視鏡検査が困難な要介護高齢者に多職種
連携で対応し食形態を改善した 1例

P-093 千葉
ち ば

 嵩矢
たかや

昭和医科大学 歯科医師
健常成人と施設入居者における嚥下食の味、風
味と嚥下機能の関係について

P-095 並木
なみき

 千鶴
ちづる

東京科学大学大学院 医歯学
総合研究科 摂食嚥下リハビ
リテーション学分野

歯科医師 高齢者における咀嚼時間に関連する因子の検討

P-097 土井
ど い

 淳詩
あつし

かみいち総合病院
看護師・保
健師

窒息対策の現状と窒息リスクチェックリストを
用いた評価との比較

P-099 濱松
はままつ

 早希子
さ き こ 藤森病院 リハビリテーショ

ン科
言語聴覚士

フレイル外来での口腔機能スクリーニングが地
域在住高齢者の嚥下障害の早期発見と介入に繋
がった一例

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-033 小池
こいけ

 杏奈
あんな 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座障害者歯科学分野
歯科医師

Down症候群の認知機能と摂食嚥下障害の関
連性

P-035 山口
やまぐち

 恵梨香
え り か 長崎大学病院口腔管理セン

ター
歯科医師

長崎大学病院嚥下障害治療センターにおける嚥
下造影検査患者への歯科介入の必要性

P-037 松尾
まつお

 朋子
ともこ もぐもぐクリニック嚥下リハ

ビリテーション 栄養・歯科
歯科医師 嚥下機能検査用偽薬の作製とその評価

P-039 大岡
おおおか

 貴史
たかふみ

明海大学歯学部機能保存回復
学講座摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師
知的能力障がい者施設における窒息事故件数の
推移

P-041 武富
たけとみ

 吾郎
ごろう もぐもぐクリニック嚥下リハ

ビリテーション 栄養・歯科
歯科医師 PILL-5の嚥下障害診療アルゴリズムへの導入

P-043 西澤
にしざわ

 光弘
みつひろ 医療法人群栄会田中病院

歯科
歯科医師

精神科病院における誤嚥性肺炎・窒息死の歯科
的要因の検討

P-045 三瀬
み せ

 和人
かずひと 愛媛県立中央病院 リハビリ

テーション部
言語聴覚士

消化器外科患者における嚥下障害の特徴に関す
る検討

P-047 平山
ひらやま

 順子
じゅんこ

広島大学病院 看護部
看護師・保
健師

DPC、レセプトデータを用いた抜管後肺炎のリ
スク要因の検討　－第 2報－

P-049 鈴木
すずき

 典子
のりこ みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
理学療法士 適切なとろみ調整を目指して

P-051 松浦
まつうら

 愛和
まなわ

原土井病院 言語聴覚士
当院における高齢心不全患者の摂食嚥下能力に
影響を及ぼす因子

P-053 玉川
たまがわ

 俊次
しゅんじ 和歌山県立医科大学 耳鼻咽

喉科頭頸部外科
大学・専門学
校等教員

降下性壊死性縦隔炎の治療後に生じる嚥下機能
障害

小児

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-055 兒玉
こだま

 妙子
たえこ

調布市子ども発達センター 作業療法士
あるダウン症児への保育園における摂食に関す
る支援についての報告

P-057 芝崎
しばさき

 律子
りつこ

神奈川県立座間支援学校 作業療法士
筋強直性ジストロフィーを呈する高等部知的障
害教育部門生徒への多職種による食事支援

P-059 寺尾
てらお

 智樹
ともき

埼玉県立小児医療センター 作業療法士
重症の心疾患および発達障害特性があり乳児期
から学齢期にまで長期化した経管栄養から離脱
ができた事例

P-061 林
はやし

 佐智代
さ ち よ 日本大学松戸歯学部障害者歯

科学講座
歯科医師

偏食による栄養障害により胃ろう造設に至った
自閉スペクトラム症児の一例

P-063 早野
はやの

 瑞季
みずき 熊本市民病院 リハビリテー

ション室
言語聴覚士

熊本市民病院における小児の摂食嚥下リハビリ
テーションの取り組みについて

P-065 金田
かなだ

 麻央
ま お

ノートルダム清心女子大学
大学・専門学
校等教員

小児の嚥下困難者が直面する課題とは － アン
ケートと交流会からの考察－

P-067 綾野
あやの

 理加
り か 昭和医科大学歯学部小児成育

歯科学講座
歯科医師

PFD（Pediatric Feeding Disorder小児摂食嚥下障
害）の普及を把握する

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

－ 72 －



演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-069 小西
こにし

 恵巳
え み 立命館大学大学院人間科学研

究科
歯科医師

経管栄養で生きる子どもの「味見」の意味　
― 母親の語りの質的研究 ―　（中間報告）

P-071 齊藤
さいとう

 三江子
み え こ

独立行政法人国立病院機構四
国こどもとおとなの医療セン
ター

看護師・保
健師

食環境が幼児の摂食機能の発達に及ぼす影響

P-073 田中
たなか

 陽子
ようこ 日本大学松戸歯学部有病者歯

科検査医学
歯科医師

心臓手術後脳障害による摂食機能障害から回復
の兆しが認められた医療的ケア児の一例

P-075 坂倉
さかくら

 浩一
こういち

頭頸部免疫栄養研究所 ぐん
ま耳鼻咽喉科クリニック 摂食
嚥下地域医療センター

医師
耳鼻咽喉科開業医での摂食嚥下障害専門外来に
おける、重症心身障害児者に対する対応

P-077 田中
たなか

 加緒里
か お り 愛媛大学医学部耳鼻咽喉科頭

頸部外科
医師

乳幼児嚥下障害症例における舌骨位置評価の有
用性について

高齢者

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-079 武井
たけい

 圭佑
けいすけ

社会福祉法人 三幸福祉会 特
別養護老人ホーム 癒しの里南
千住

管理栄養士
多職種連携による看取り期の経口摂取支援-摂
食嚥下障害を持つ特養入居者の症例-

P-081 中山
なかやま

 優
ゆう

関東病院 理学療法士
維持期における脳血管患者に対して理学療法介
入によって QOL支援としての経口摂取が可能
になった症例

P-083 小武海
こ ぶ か い

 将史
まさし 介護老人保健施設 ハートケ

ア湘南・芦名
理学療法士

当施設での多職種連携による食事環境調整の取
り組みの一例

P-085 天野
あまの

 汐莉
しおり 社会医療法人 蘇西厚生会 松

波総合病院
言語聴覚士

長期挿管管理後に PED（抜管後嚥下障害）を生
じたが、早期介入により、常食の経口摂取が可
能となった一例

P-087 松本
まつもと

 結
ゆい

世田谷中央病院 言語聴覚士
誤嚥性肺炎を繰り返す患者が安全な食事を獲得
した一例

P-089 久保田
く ぼ た

 祥嗣
しょうじ

湘南第一病院 理学療法士
後期高齢誤嚥性肺炎患者へのアプローチ〜傾眠
傾向に対し多職種で離床・シーティングを行なっ
た症例〜

P-091 山﨑
やまざき

 翠
みどり 奥羽大学歯学部附属病院 高

齢者歯科学
歯科医師

嚥下内視鏡検査が困難な要介護高齢者に多職種
連携で対応し食形態を改善した 1例

P-093 千葉
ち ば

 嵩矢
たかや

昭和医科大学 歯科医師
健常成人と施設入居者における嚥下食の味、風
味と嚥下機能の関係について

P-095 並木
なみき

 千鶴
ちづる

東京科学大学大学院 医歯学
総合研究科 摂食嚥下リハビ
リテーション学分野

歯科医師 高齢者における咀嚼時間に関連する因子の検討

P-097 土井
ど い

 淳詩
あつし

かみいち総合病院
看護師・保
健師

窒息対策の現状と窒息リスクチェックリストを
用いた評価との比較

P-099 濱松
はままつ

 早希子
さ き こ 藤森病院 リハビリテーショ

ン科
言語聴覚士

フレイル外来での口腔機能スクリーニングが地
域在住高齢者の嚥下障害の早期発見と介入に繋
がった一例

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-033 小池
こいけ

 杏奈
あんな 神奈川歯科大学全身管理歯科

学講座障害者歯科学分野
歯科医師

Down症候群の認知機能と摂食嚥下障害の関
連性

P-035 山口
やまぐち

 恵梨香
え り か 長崎大学病院口腔管理セン

ター
歯科医師

長崎大学病院嚥下障害治療センターにおける嚥
下造影検査患者への歯科介入の必要性

P-037 松尾
まつお

 朋子
ともこ もぐもぐクリニック嚥下リハ

ビリテーション 栄養・歯科
歯科医師 嚥下機能検査用偽薬の作製とその評価

P-039 大岡
おおおか

 貴史
たかふみ

明海大学歯学部機能保存回復
学講座摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師
知的能力障がい者施設における窒息事故件数の
推移

P-041 武富
たけとみ

 吾郎
ごろう もぐもぐクリニック嚥下リハ

ビリテーション 栄養・歯科
歯科医師 PILL-5の嚥下障害診療アルゴリズムへの導入

P-043 西澤
にしざわ

 光弘
みつひろ 医療法人群栄会田中病院

歯科
歯科医師

精神科病院における誤嚥性肺炎・窒息死の歯科
的要因の検討

P-045 三瀬
み せ

 和人
かずひと 愛媛県立中央病院 リハビリ

テーション部
言語聴覚士

消化器外科患者における嚥下障害の特徴に関す
る検討

P-047 平山
ひらやま

 順子
じゅんこ

広島大学病院 看護部
看護師・保
健師

DPC、レセプトデータを用いた抜管後肺炎のリ
スク要因の検討　－第 2報－

P-049 鈴木
すずき

 典子
のりこ みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
理学療法士 適切なとろみ調整を目指して

P-051 松浦
まつうら

 愛和
まなわ

原土井病院 言語聴覚士
当院における高齢心不全患者の摂食嚥下能力に
影響を及ぼす因子

P-053 玉川
たまがわ

 俊次
しゅんじ 和歌山県立医科大学 耳鼻咽

喉科頭頸部外科
大学・専門学
校等教員

降下性壊死性縦隔炎の治療後に生じる嚥下機能
障害

小児

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-055 兒玉
こだま

 妙子
たえこ

調布市子ども発達センター 作業療法士
あるダウン症児への保育園における摂食に関す
る支援についての報告

P-057 芝崎
しばさき

 律子
りつこ

神奈川県立座間支援学校 作業療法士
筋強直性ジストロフィーを呈する高等部知的障
害教育部門生徒への多職種による食事支援

P-059 寺尾
てらお

 智樹
ともき

埼玉県立小児医療センター 作業療法士
重症の心疾患および発達障害特性があり乳児期
から学齢期にまで長期化した経管栄養から離脱
ができた事例

P-061 林
はやし

 佐智代
さ ち よ 日本大学松戸歯学部障害者歯

科学講座
歯科医師

偏食による栄養障害により胃ろう造設に至った
自閉スペクトラム症児の一例

P-063 早野
はやの

 瑞季
みずき 熊本市民病院 リハビリテー

ション室
言語聴覚士

熊本市民病院における小児の摂食嚥下リハビリ
テーションの取り組みについて

P-065 金田
かなだ

 麻央
ま お

ノートルダム清心女子大学
大学・専門学
校等教員

小児の嚥下困難者が直面する課題とは － アン
ケートと交流会からの考察－

P-067 綾野
あやの

 理加
り か 昭和医科大学歯学部小児成育

歯科学講座
歯科医師

PFD（Pediatric Feeding Disorder小児摂食嚥下障
害）の普及を把握する

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

－ 73 －
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ステージ（回復期）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-135 菅原
すがわら

 美樹
み き

霧島記念病院 言語聴覚士
バルーン法と VS-Pを併用した間接的嚥下訓練
等により嚥下機能が改善したワレンベルグ症候
群の一症例

P-137 亀谷
かめたに

 浩史
こうじ 富山県リハビリテーション病

院・こども支援センター
言語聴覚士

食餌性ボツリヌス症により嚥下障害を呈した 3
症例

P-139 竹内
たけうち

 維吹
いぶき

医療法人仁寿会 石川病院 言語聴覚士
重度失語及び意欲低下が顕著であった経管栄養
の一症例

P-141 大村
おおむら

 智也
ともや

平成病院 言語聴覚士
回復期リハビリテーション病棟における整形外
科疾患患者の入院期間中の食事形態低下に関連
する要因の検討

P-143 山内
やまうち

 妙子
たえこ 医療法人社団 高邦会（千葉）

成田リハビリテーション病院
看護師・保
健師

患者のあんまんが食べたいとの思いと定期的な
嚥下検査の評価により 3食経口摂取に至った
症例

P-145 矢崎
やざき

 啓貴
よしき

諏訪中央病院 言語聴覚士
脳梗塞により重度の嚥下障害を伴った患者が銀
座の寿司を食べるまでに嚥下機能が改善した
一例

P-147 矢野
や の

 竜也
りゅうや

湘南中央病院 作業療法士
コロナ重症患者の回復期における誤嚥性肺炎
予防

P-149 佐藤
さとう

 義朝
よしとも いわてリハビリテーションセ

ンター
医師

回復期リハビリ病棟において完全側臥位法を実
施した脳卒中嚥下障害症例の帰結

ステージ（生活期・終末期）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-151 髙橋
たかはし

 知佳
ち か

東京科学大学大学院 医歯学
総合研究科 摂食嚥下リハビ
リテーション学分野

歯科衛生士
特別養護老人ホーム入所者における口腔機能低
下と死亡との関連性に関する検討

P-153 松田
まつだ

 貴幸
たかゆき 介護医療院 みどりケアセン

ター
言語聴覚士

滑り止め吸盤付き食具の導入により食事摂取が
全介助から自力摂取になった 1症例

P-155 筆谷
ふでたに

 浩司
こうじ

千木病院 言語聴覚士
療養病院における嚥下内視鏡検査及び嚥下造影
検査導入による効果と課題についての続報

P-157 前田
まえだ

 知美
ともみ 社会保険二瀬病院 リハビリ

室
言語聴覚士

3食経口摂取可能となった胃瘻造設患者の一
例　〜療養型病院での STの役割〜

P-159 岩本
いわもと

 徹
とおる びわこリハビリテーション専

門職大学
言語聴覚士

介護老人福祉施設入所者における舌圧と嚥下機
能・オーラルディアドコキネシスとの関係性に
ついて

P-161 長尾
ながお

 明日香
あ す か

高知大学医学部附属病院 医師
急性期病院で PEG造設後に“嚥下難民”となる
も、外来通院で経口摂取を再獲得した一例

P-163 松下
まつした

 寛
ひろし

まつした歯科 歯科医師
口腔癌の終末期口腔ケアに際して顎骨からの癌
性出血および嚥下障害に対して継続的な対応を
行った事例報告

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-101 柴田
しばた

 有紗
ありさ

大阪府済生会茨木病院 言語聴覚士
多職種連携により完全側臥位法で経口摂取を継
続し、一部座位での自力摂取も可能となった
症例

P-103 吉野
よしの

 ひろみ はら歯科口腔外科・嚥下 曽根
田駅前

歯科衛生士
在宅看取りでの退院後、完全側臥位での介助で
の摂取から座位での自力摂取に回復した 1症例

P-105 篠田
しのだ

 真美
ま み 九州大学大学院歯学府口腔機

能解析学分野
管理栄養士

岩木健康増進プロジェクトにおける軽度認知症
疑いのある高齢者の味覚閾値の検討

P-107 金井
かない

 枝美
え み

聖ヨゼフ病院 言語聴覚士
在宅高齢者における 100ml飲水テストを用いた
在宅自主嚥下訓練効果についての続報

P-109 小沼
こぬま

 裕紀
ひろき

関東病院 作業療法士
反復性の嘔吐により経口摂取に難渋した脳血管
症例

P-111 南里
なんり

 知奈美
ち な み

福岡リハビリテーション病院 言語聴覚士
高齢誤嚥性肺炎患者における栄養補給経路選択
の標準化

P-113 丸岡
まるおか

 由佳
ゆ か

熊本保健科学大学大学院 保
健科学研究科 保健科学専攻
リハビリテーション領域

言語聴覚士
舌骨上筋群と呼吸筋のレジスタンス運動が呼吸
循環応答に及ぼす影響

ステージ（急性期）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-115 海東
かいとう

 健太
けんた 順天堂大学医学部附属静岡病

院 リハビリテーション科
言語聴覚士

気管カニューレが嚥下時の舌骨・喉頭移動距離
に与える影響-超音波断層撮影法による検討-

P-117 堂前
どうまえ

 英夫
ひでお

多摩丘陵病院 言語聴覚士
全身状態低下から胃瘻となったが，継続した介
入によりお楽しみでの経口摂取を再獲得した
一例

P-119 生田
いくた

 鈴奈
れ な 公益財団法人今村総合病院リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

脳卒中集中治療室（SCU）専従看護師による食
事形態選定におけるMMASAの有効性

P-121 小林
こばやし

 莉歩
り ほ 津軽保健生活協同組合 健生

病院リハビリテーション科
言語聴覚士

消化器内科病棟での言語聴覚士による嚥下評
価・訓練の取り組み

P-123 片桐
かたぎり

 啓之
ひろゆき 新潟県厚生連長岡中央綜合病

院 リハビリテーション科
言語聴覚士

急性期脳卒中患者への抗精神病薬使用による食
形態への影響

P-125 川北
かわきた

 雄士
ゆうし

伊勢赤十字病院
看護師・保
健師

摂食・嚥下障害看護認定看護師が介入し嚥下機
能が改善した PED患者の症例報告

P-127 井上
いのうえ

 幸治
こうじ

岡山協立病院 言語聴覚士 抜管後の嚥下障害の一回復過程

P-129 菅田
すがた

 隆弘
たかひろ 大垣市民病院リハビリテー

ションセンター
言語聴覚士

ICUにおける長期挿管後の嚥下障害に対する早
期嚥下リハビリの介入効果

P-131 柴田
しばた

 麻子
あさこ 社会医療法人生長会 泉大津

急性期メディカルセンター
言語聴覚士

急性期病院における自立高齢者肺炎患者の摂食
嚥下障害に影響する要因の検討

P-133 椎野
しいの

 良隆
よしたか

竹田綜合病院 作業療法士
リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算
導入が摂食嚥下リハビリテーションに与える
影響

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）
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ステージ（回復期）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-135 菅原
すがわら

 美樹
み き

霧島記念病院 言語聴覚士
バルーン法と VS-Pを併用した間接的嚥下訓練
等により嚥下機能が改善したワレンベルグ症候
群の一症例

P-137 亀谷
かめたに

 浩史
こうじ 富山県リハビリテーション病

院・こども支援センター
言語聴覚士

食餌性ボツリヌス症により嚥下障害を呈した 3
症例

P-139 竹内
たけうち

 維吹
いぶき

医療法人仁寿会 石川病院 言語聴覚士
重度失語及び意欲低下が顕著であった経管栄養
の一症例

P-141 大村
おおむら

 智也
ともや

平成病院 言語聴覚士
回復期リハビリテーション病棟における整形外
科疾患患者の入院期間中の食事形態低下に関連
する要因の検討

P-143 山内
やまうち

 妙子
たえこ 医療法人社団 高邦会（千葉）

成田リハビリテーション病院
看護師・保
健師

患者のあんまんが食べたいとの思いと定期的な
嚥下検査の評価により 3食経口摂取に至った
症例

P-145 矢崎
やざき

 啓貴
よしき

諏訪中央病院 言語聴覚士
脳梗塞により重度の嚥下障害を伴った患者が銀
座の寿司を食べるまでに嚥下機能が改善した
一例

P-147 矢野
や の

 竜也
りゅうや

湘南中央病院 作業療法士
コロナ重症患者の回復期における誤嚥性肺炎
予防

P-149 佐藤
さとう

 義朝
よしとも いわてリハビリテーションセ

ンター
医師

回復期リハビリ病棟において完全側臥位法を実
施した脳卒中嚥下障害症例の帰結

ステージ（生活期・終末期）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-151 髙橋
たかはし

 知佳
ち か

東京科学大学大学院 医歯学
総合研究科 摂食嚥下リハビ
リテーション学分野

歯科衛生士
特別養護老人ホーム入所者における口腔機能低
下と死亡との関連性に関する検討

P-153 松田
まつだ

 貴幸
たかゆき 介護医療院 みどりケアセン

ター
言語聴覚士

滑り止め吸盤付き食具の導入により食事摂取が
全介助から自力摂取になった 1症例

P-155 筆谷
ふでたに

 浩司
こうじ

千木病院 言語聴覚士
療養病院における嚥下内視鏡検査及び嚥下造影
検査導入による効果と課題についての続報

P-157 前田
まえだ

 知美
ともみ 社会保険二瀬病院 リハビリ

室
言語聴覚士

3食経口摂取可能となった胃瘻造設患者の一
例　〜療養型病院での STの役割〜

P-159 岩本
いわもと

 徹
とおる びわこリハビリテーション専

門職大学
言語聴覚士

介護老人福祉施設入所者における舌圧と嚥下機
能・オーラルディアドコキネシスとの関係性に
ついて

P-161 長尾
ながお

 明日香
あ す か

高知大学医学部附属病院 医師
急性期病院で PEG造設後に“嚥下難民”となる
も、外来通院で経口摂取を再獲得した一例

P-163 松下
まつした

 寛
ひろし

まつした歯科 歯科医師
口腔癌の終末期口腔ケアに際して顎骨からの癌
性出血および嚥下障害に対して継続的な対応を
行った事例報告

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-101 柴田
しばた

 有紗
ありさ

大阪府済生会茨木病院 言語聴覚士
多職種連携により完全側臥位法で経口摂取を継
続し、一部座位での自力摂取も可能となった
症例

P-103 吉野
よしの

 ひろみ はら歯科口腔外科・嚥下 曽根
田駅前

歯科衛生士
在宅看取りでの退院後、完全側臥位での介助で
の摂取から座位での自力摂取に回復した 1症例

P-105 篠田
しのだ

 真美
ま み 九州大学大学院歯学府口腔機

能解析学分野
管理栄養士

岩木健康増進プロジェクトにおける軽度認知症
疑いのある高齢者の味覚閾値の検討

P-107 金井
かない

 枝美
え み

聖ヨゼフ病院 言語聴覚士
在宅高齢者における 100ml飲水テストを用いた
在宅自主嚥下訓練効果についての続報

P-109 小沼
こぬま

 裕紀
ひろき

関東病院 作業療法士
反復性の嘔吐により経口摂取に難渋した脳血管
症例

P-111 南里
なんり

 知奈美
ち な み

福岡リハビリテーション病院 言語聴覚士
高齢誤嚥性肺炎患者における栄養補給経路選択
の標準化

P-113 丸岡
まるおか

 由佳
ゆ か

熊本保健科学大学大学院 保
健科学研究科 保健科学専攻
リハビリテーション領域

言語聴覚士
舌骨上筋群と呼吸筋のレジスタンス運動が呼吸
循環応答に及ぼす影響

ステージ（急性期）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-115 海東
かいとう

 健太
けんた 順天堂大学医学部附属静岡病

院 リハビリテーション科
言語聴覚士

気管カニューレが嚥下時の舌骨・喉頭移動距離
に与える影響-超音波断層撮影法による検討-

P-117 堂前
どうまえ

 英夫
ひでお

多摩丘陵病院 言語聴覚士
全身状態低下から胃瘻となったが，継続した介
入によりお楽しみでの経口摂取を再獲得した
一例

P-119 生田
いくた

 鈴奈
れ な 公益財団法人今村総合病院リ

ハビリテーション部
言語聴覚士

脳卒中集中治療室（SCU）専従看護師による食
事形態選定におけるMMASAの有効性

P-121 小林
こばやし

 莉歩
り ほ 津軽保健生活協同組合 健生

病院リハビリテーション科
言語聴覚士

消化器内科病棟での言語聴覚士による嚥下評
価・訓練の取り組み

P-123 片桐
かたぎり

 啓之
ひろゆき 新潟県厚生連長岡中央綜合病

院 リハビリテーション科
言語聴覚士

急性期脳卒中患者への抗精神病薬使用による食
形態への影響

P-125 川北
かわきた

 雄士
ゆうし

伊勢赤十字病院
看護師・保
健師

摂食・嚥下障害看護認定看護師が介入し嚥下機
能が改善した PED患者の症例報告

P-127 井上
いのうえ

 幸治
こうじ

岡山協立病院 言語聴覚士 抜管後の嚥下障害の一回復過程

P-129 菅田
すがた

 隆弘
たかひろ 大垣市民病院リハビリテー

ションセンター
言語聴覚士

ICUにおける長期挿管後の嚥下障害に対する早
期嚥下リハビリの介入効果

P-131 柴田
しばた

 麻子
あさこ 社会医療法人生長会 泉大津

急性期メディカルセンター
言語聴覚士

急性期病院における自立高齢者肺炎患者の摂食
嚥下障害に影響する要因の検討

P-133 椎野
しいの

 良隆
よしたか

竹田綜合病院 作業療法士
リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算
導入が摂食嚥下リハビリテーションに与える
影響

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）
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演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-201 藤澤
ふじさわ

 ゆみ みえ呼吸嚥下リハビリクリ
ニック

看護師・保
健師

嚥下障害患者における食支援の質向上を目指し
た全職員連携の実践

評価・診断

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-203 モテイワル
アマル

金沢大学医薬保健学総合研究
科 リハビリテーション研究
分野

学生・大学
院生

食道がん根治的手術後急性期における嚥下動態
の特徴の解析

P-205 北島
きたじま

 翔太
しょうた

手稲渓仁会病院
看護師・保
健師

看護師が行う嚥下評価（摂食嚥下プロトコール）
の有効性の検討

P-207 遠近
とおちか

 奈緒
な お 公益財団法人田附興風会 医

学研究所北野病院
言語聴覚士

超音波診断措置を用いて経口摂取方法を検討し
た進行性核上性麻痺の一症例

P-209 手銭
てぜん

 ひろ 日本歯科大学口腔リハビリ
テーション多摩クリニック

歯科医師
頸椎の骨化に起因する嚥下障害に対して完全側
臥位法で経口摂取を継続した症例

P-211 篠塚
しのづか

 希莉香
き り か 北原国際病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

当院にて延髄外側梗塞により嚥下障害を呈し回
復期リハビリテーション病院へ転院した 15症例
の回復経過

P-213 佐野
さ の

 剛雅
たかまさ 東京都立多摩北部医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士

嗄声の聴覚心理的評価(GRBAS尺度)と嚥下障
害の関連

P-215 田邉
たなべ

 信彦
のぶひこ 市立長浜病院リハビリテー

ション技術科
言語聴覚士

嚥下障害患者における入院中の誤嚥性肺炎発症
予測因子の検討

P-217 前田
まえだ

 憲邦
のりくに

島根県歯科医師会 歯科医師
高齢者の嚥下機能評価における反復唾液嚥下積
算時間測定検査の有用性について

P-219 窪田
くぼた

 知佳子
ち か こ 東京科学大学 地域・福祉口腔

機能管理学分野
その他

オーラルフレイル滑舌測定ウェブアプリの妥当
性の検証

P-221 河村
かわむら

 幸恵
さちえ 医療法人社団 初仁会 桧田病

院 リハビリテーション課
言語聴覚士

舌圧計と表面筋電図を用いた舌圧と嚥下関連筋
の関連性の検討

P-223 高橋
たかはし

 大
だい

医療法人原三信病院 言語聴覚士
薬剤性嚥下障害の 2症例から考える嚥下障害へ
の対応

P-225 毛利
もうり

 咲葉
さきは

森ノ宮医療大学 理学療法士
頭部前方突出位が嚥下時の呼吸パターンに与え
る影響について

P-227 清水
しみず

 翔太郎
しょうたろう 浜松医科大学医学部附属病院

看護部
看護師・保
健師

急性期大学病院における入院前栄養・嚥下スク
リーニング質問紙導入への取り組み

P-229 前川
まえかわ

 和也
かずや

新潟大学大学院医歯学総合研
究科 摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師
キレート剤処理した食品の摂食嚥下動態への
影響

訓練・治療

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-231 中村
なかむら

 友哉
ともや

国家公務員共済組合連合会
斗南病院 リハビリテーショ
ン部

言語聴覚士
深頸部膿瘍により嚥下障害が残存した患者に対
し、嚥下リハビリテーションが有効だった症例

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

栄養

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-165 木下
きのした

 久望子
く み こ 医療法人社団鶴永会 鶴が丘

ガーデンホスピタル 栄養課
管理栄養士

精神科入院高齢患者の栄養リスクと口腔機能障
害、身体機能の関連性について
-栄養指標と ROAGを用いて-

P-167 渡邊
わたなべ

 英美
え み

帝塚山大学
大学・専門学
校等教員

介護食用調理家電を用いた鶏むね肉をやわらか
く調理する方法

P-169 高橋
たかはし

 和江
かずえ 医療法人北志会 札幌ライ

ラック病院 栄養科
管理栄養士

給食委託会社の調理師・栄養士、病院管理栄養
士との協働によるミールラウンドの取組みとそ
のアンケート結果

P-171 三島
みしま

 あり沙
さ 医療法人社団秀和会つがやす

歯科医院
歯科衛生士

歯科医院に通院中の高齢者に対するフレイル予
防の取組み〜口腔機能および食品摂取の多様性
について〜

P-173 松長
まつなが

 由美子
ゆ み こ 富山西リハビリテーション病

院 栄養科
管理栄養士

ニュークックチルシステムで加水ゼロ式ミキ
サー食を提供し、経口摂取のみで退院した小脳
出血患者の症例

P-175 田中
たなか

 花子
はなこ

東葛医療福祉センター光陽園 管理栄養士
重症心身障害児への訪問による摂食指導に管理
栄養士が帯同する重要性を認識した一例

P-177 北川
きたがわ

 雄貴
ゆうき

長崎百合野病院 言語聴覚士
在宅及び施設発症の初発誤嚥性肺炎患者におけ
る入院時栄養指標の誤差の検証と生存率との関
連性

P-179 成田
なりた

 瑞希
みずき

医療法人堺平成病院 栄養部 管理栄養士
急性期入院高齢者の食欲の実態と食欲変化に関
連する因子の探索

P-181 笠松
かさまつ

 彩夏
あやか 医療法人社団恵心会京都武田

病院 病態栄養科
管理栄養士

当院の食事形態情報についての多職種連携強化
の取り組み

P-183 熊倉
くまくら

 ひとみ 信楽園病院 管理栄養士
急性期病院退院後の多職種連携継続により誤嚥
性肺炎による再入院を回避できた症例

P-185 石田
いしだ

 みどり 医療法人社団 衿正会 生駒
病院

管理栄養士 経鼻経管栄養から経口摂取に移行した症例

P-187 室
むろ

 美樹
み き 横須賀地区栄養士連絡協議会

摂食嚥下チーム
管理栄養士

市販食品を使用した嚥下調整食分類
〜横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チーム
の取り組み〜

P-189 荻野
おぎの

 智雄
ともお 国立病院機構宇多野病院 リ

ハビリテーション科
言語聴覚士

神経系疾患入院患者の低アルブミンに関するリ
スク因子について

P-191 佐藤
さとう

 美登利
み ど り

管理栄養士
アンケート結果の考察に基づいた、嚥下調整食
調理やレシピに関する提案の方向性

P-193 国正
くにしょう

 昇馬
しょうま NHO呉医療センター 栄養管

理室
管理栄養士

市販の嚥下調整食品における、学会分類 2021
コード別のエネルギー・栄養素量の特徴

P-195 木村
きむら

 麻美子
ま み こ 横須賀地区栄養士連絡協議会

摂食嚥下チーム
管理栄養士

とろみ剤の物性評価〜横須賀地区栄養士連絡協
議会摂食嚥下チームの取り組み〜

P-197 澤津
さわづ

 洋一
よういち

JCHO 熊本総合病院 薬剤師
廃用障害で経口摂取不能となった患者に対する
多職種介入の一例

P-199 濵本
はまもと

 暁子
あきこ

社会福祉法人伸こう福祉会 管理栄養士
当施設におけるとろみサーバーの評価〜導入 3
年後からの報告

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）
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演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-201 藤澤
ふじさわ

 ゆみ みえ呼吸嚥下リハビリクリ
ニック

看護師・保
健師

嚥下障害患者における食支援の質向上を目指し
た全職員連携の実践

評価・診断

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-203 モテイワル
アマル

金沢大学医薬保健学総合研究
科 リハビリテーション研究
分野

学生・大学
院生

食道がん根治的手術後急性期における嚥下動態
の特徴の解析

P-205 北島
きたじま

 翔太
しょうた

手稲渓仁会病院
看護師・保
健師

看護師が行う嚥下評価（摂食嚥下プロトコール）
の有効性の検討

P-207 遠近
とおちか

 奈緒
な お 公益財団法人田附興風会 医

学研究所北野病院
言語聴覚士

超音波診断措置を用いて経口摂取方法を検討し
た進行性核上性麻痺の一症例

P-209 手銭
てぜん

 ひろ 日本歯科大学口腔リハビリ
テーション多摩クリニック

歯科医師
頸椎の骨化に起因する嚥下障害に対して完全側
臥位法で経口摂取を継続した症例

P-211 篠塚
しのづか

 希莉香
き り か 北原国際病院 リハビリテー

ション科
言語聴覚士

当院にて延髄外側梗塞により嚥下障害を呈し回
復期リハビリテーション病院へ転院した 15症例
の回復経過

P-213 佐野
さ の

 剛雅
たかまさ 東京都立多摩北部医療セン

ター リハビリテーション科
言語聴覚士

嗄声の聴覚心理的評価(GRBAS尺度)と嚥下障
害の関連

P-215 田邉
たなべ

 信彦
のぶひこ 市立長浜病院リハビリテー

ション技術科
言語聴覚士

嚥下障害患者における入院中の誤嚥性肺炎発症
予測因子の検討

P-217 前田
まえだ

 憲邦
のりくに

島根県歯科医師会 歯科医師
高齢者の嚥下機能評価における反復唾液嚥下積
算時間測定検査の有用性について

P-219 窪田
くぼた

 知佳子
ち か こ 東京科学大学 地域・福祉口腔

機能管理学分野
その他

オーラルフレイル滑舌測定ウェブアプリの妥当
性の検証

P-221 河村
かわむら

 幸恵
さちえ 医療法人社団 初仁会 桧田病

院 リハビリテーション課
言語聴覚士

舌圧計と表面筋電図を用いた舌圧と嚥下関連筋
の関連性の検討

P-223 高橋
たかはし

 大
だい

医療法人原三信病院 言語聴覚士
薬剤性嚥下障害の 2症例から考える嚥下障害へ
の対応

P-225 毛利
もうり

 咲葉
さきは

森ノ宮医療大学 理学療法士
頭部前方突出位が嚥下時の呼吸パターンに与え
る影響について

P-227 清水
しみず

 翔太郎
しょうたろう 浜松医科大学医学部附属病院

看護部
看護師・保
健師

急性期大学病院における入院前栄養・嚥下スク
リーニング質問紙導入への取り組み

P-229 前川
まえかわ

 和也
かずや

新潟大学大学院医歯学総合研
究科 摂食嚥下リハビリテー
ション学分野

歯科医師
キレート剤処理した食品の摂食嚥下動態への
影響

訓練・治療

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-231 中村
なかむら

 友哉
ともや

国家公務員共済組合連合会
斗南病院 リハビリテーショ
ン部

言語聴覚士
深頸部膿瘍により嚥下障害が残存した患者に対
し、嚥下リハビリテーションが有効だった症例

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）

栄養

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-165 木下
きのした

 久望子
く み こ 医療法人社団鶴永会 鶴が丘

ガーデンホスピタル 栄養課
管理栄養士

精神科入院高齢患者の栄養リスクと口腔機能障
害、身体機能の関連性について
-栄養指標と ROAGを用いて-

P-167 渡邊
わたなべ

 英美
え み

帝塚山大学
大学・専門学
校等教員

介護食用調理家電を用いた鶏むね肉をやわらか
く調理する方法

P-169 高橋
たかはし

 和江
かずえ 医療法人北志会 札幌ライ

ラック病院 栄養科
管理栄養士

給食委託会社の調理師・栄養士、病院管理栄養
士との協働によるミールラウンドの取組みとそ
のアンケート結果

P-171 三島
みしま

 あり沙
さ 医療法人社団秀和会つがやす

歯科医院
歯科衛生士

歯科医院に通院中の高齢者に対するフレイル予
防の取組み〜口腔機能および食品摂取の多様性
について〜

P-173 松長
まつなが

 由美子
ゆ み こ 富山西リハビリテーション病

院 栄養科
管理栄養士

ニュークックチルシステムで加水ゼロ式ミキ
サー食を提供し、経口摂取のみで退院した小脳
出血患者の症例

P-175 田中
たなか

 花子
はなこ

東葛医療福祉センター光陽園 管理栄養士
重症心身障害児への訪問による摂食指導に管理
栄養士が帯同する重要性を認識した一例

P-177 北川
きたがわ

 雄貴
ゆうき

長崎百合野病院 言語聴覚士
在宅及び施設発症の初発誤嚥性肺炎患者におけ
る入院時栄養指標の誤差の検証と生存率との関
連性

P-179 成田
なりた

 瑞希
みずき

医療法人堺平成病院 栄養部 管理栄養士
急性期入院高齢者の食欲の実態と食欲変化に関
連する因子の探索

P-181 笠松
かさまつ

 彩夏
あやか 医療法人社団恵心会京都武田

病院 病態栄養科
管理栄養士

当院の食事形態情報についての多職種連携強化
の取り組み

P-183 熊倉
くまくら

 ひとみ 信楽園病院 管理栄養士
急性期病院退院後の多職種連携継続により誤嚥
性肺炎による再入院を回避できた症例

P-185 石田
いしだ

 みどり 医療法人社団 衿正会 生駒
病院

管理栄養士 経鼻経管栄養から経口摂取に移行した症例

P-187 室
むろ

 美樹
み き 横須賀地区栄養士連絡協議会

摂食嚥下チーム
管理栄養士

市販食品を使用した嚥下調整食分類
〜横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チーム
の取り組み〜

P-189 荻野
おぎの

 智雄
ともお 国立病院機構宇多野病院 リ

ハビリテーション科
言語聴覚士

神経系疾患入院患者の低アルブミンに関するリ
スク因子について

P-191 佐藤
さとう

 美登利
み ど り

管理栄養士
アンケート結果の考察に基づいた、嚥下調整食
調理やレシピに関する提案の方向性

P-193 国正
くにしょう

 昇馬
しょうま NHO呉医療センター 栄養管

理室
管理栄養士

市販の嚥下調整食品における、学会分類 2021
コード別のエネルギー・栄養素量の特徴

P-195 木村
きむら

 麻美子
ま み こ 横須賀地区栄養士連絡協議会

摂食嚥下チーム
管理栄養士

とろみ剤の物性評価〜横須賀地区栄養士連絡協
議会摂食嚥下チームの取り組み〜

P-197 澤津
さわづ

 洋一
よういち

JCHO 熊本総合病院 薬剤師
廃用障害で経口摂取不能となった患者に対する
多職種介入の一例

P-199 濵本
はまもと

 暁子
あきこ

社会福祉法人伸こう福祉会 管理栄養士
当施設におけるとろみサーバーの評価〜導入 3
年後からの報告

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）
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9月 20日（土）　8：40～9：40

小児

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-002 柿沼
かきぬま

 麻衣
ま い

神奈川県立座間支援学校 管理栄養士
特別支援学校における, より良い摂食指導の実
現に向けて

訓練・治療

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-004 金橋
かなはし

 知世
ともよ 市立札幌病院 リハビリテー

ション部
言語聴覚士

重度嚥下障害を呈したミラーフィッシャー症候
群の一例

P-006 福村
ふくむら

 直毅
なおき 社会医療法人健和会健和会

病院
医師

繰り返した肺炎と低栄養にともなう食道入口部
開大不全を治療し自宅退院に至った一例

P-008 青木
あおき

 寛成
ひろなり

北原国際病院 言語聴覚士
喉頭蓋形態が閉鎖型であった球麻痺症例におけ
る頬杖嚥下の効果について

P-010 横山
よこやま

 智
さとし 名古屋市立大学医学部附属東

部医療センター
言語聴覚士

バルーン拡張法が奏功した Cricopharyngeal bar
を有する嚥下障害の一例

P-012 徳島
とくしま

 大樹
ひろき

京都リハビリテーション病院 言語聴覚士
誤嚥性肺炎を繰り返す知的障害患者に対する頸
部干渉波刺激の治療経験

P-014 木下
きのした

 拓
たく 大分中村病院リハビリテー

ション
言語聴覚士

食道がん術後に気管切開施行した症例に対し、
嚥下訓練を行い経口摂取可能となった 1症例

P-016 金井
かない

 枝美
え み

聖ヨゼフ病院 言語聴覚士
嚥下訓練に干渉電流型低周波治療器を併用し経
口摂取に至った COVID―19罹患後の 2症例に
ついての経験

P-018 金井
かない

 枝美
え み

聖ヨゼフ病院 言語聴覚士
神奈川県横須賀地区における身近な災害を想定
したグループワークについての経験

P-020 真野
ま の

 華
はな

船橋二和病院 言語聴覚士
入院中に食道入口部開大不全をきたした嚥下障
害患者に顎引き嚥下を実施し，経口摂取が可能
となった一例

P-022 高橋
たかはし

 賢晃
のりあき 日本歯科大学 口腔リハビリ

テーション 多摩クリニック
歯科医師

経皮的電気刺激を用いた舌訓練により嚥下機能
と栄養状態の改善を認めた一例

P-024 茶森
ちゃもり

 美穂
み ほ 日本大学松戸歯学部障害者歯

科学講座
歯科医師

丸飲みを認めた成人期自閉スペクトラム症への
摂食指導経験

P-026 高橋
たかはし

 日奈
ひ な

東葛医療福祉センター光陽園
看護師・保
健師

医療的ケア介入が困難な高齢期の重症心身障害
者への摂食指導介入の一例

P-028 西塚
にしづか

 真理子
ま り こ

東葛医療福祉センター光陽園 管理栄養士
2年間経口摂取を行っていなかった成人の脳性
麻痺に対する摂食リハビリテーションの一症例

P-030 藤井
ふじい

 航
わたる 九州歯科大学摂食嚥下リハビ

リテーション学分野
歯科医師

歯科訪問診療における嚥下運動モニタ（B4S）
の使用経験

P-032 中野
なかの

 壮一郎
そういちろう

竹口病院 理学療法士
頸部過伸展と気管切開を有する嚥下困難症例に
対し姿勢調整が奏功した一例

P-034 増田
ますだ

 薫
かほり 竹の塚脳神経リハビリテー

ション病院
言語聴覚士

干渉波電気刺激と間接訓練の併用により嚥下機
能が改善した脳幹脳炎の一例

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-233 別府
べっぷ

 茜
あかね

社会福祉法人たちばな会医療
福祉センターオレンジ学園リ
ハビリテーション課

言語聴覚士
胎児性アルコール症候群に由来する摂食拒否を
呈した一症例
〜脱感作と行動療法を併用した訓練効果〜

P-235 矢原
やはら

 直子
なおこ

医療法人正雅会 辻本病院 言語聴覚士
経口摂取再獲得に成功した高度嚥下障害を呈し
たⅠ症例

P-237 松本
まつもと

 羽衣
う い 流山中央病院附属 泉リハビ

リテーション病院
言語聴覚士

嚥下検査機器を使わずに経鼻胃管を抜去できる
条件の検討

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）
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9月 20日（土）　8：40～9：40

小児

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-002 柿沼
かきぬま

 麻衣
ま い

神奈川県立座間支援学校 管理栄養士
特別支援学校における, より良い摂食指導の実
現に向けて

訓練・治療

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-004 金橋
かなはし

 知世
ともよ 市立札幌病院 リハビリテー

ション部
言語聴覚士

重度嚥下障害を呈したミラーフィッシャー症候
群の一例

P-006 福村
ふくむら

 直毅
なおき 社会医療法人健和会健和会

病院
医師

繰り返した肺炎と低栄養にともなう食道入口部
開大不全を治療し自宅退院に至った一例

P-008 青木
あおき

 寛成
ひろなり

北原国際病院 言語聴覚士
喉頭蓋形態が閉鎖型であった球麻痺症例におけ
る頬杖嚥下の効果について

P-010 横山
よこやま

 智
さとし 名古屋市立大学医学部附属東

部医療センター
言語聴覚士

バルーン拡張法が奏功した Cricopharyngeal bar
を有する嚥下障害の一例

P-012 徳島
とくしま

 大樹
ひろき

京都リハビリテーション病院 言語聴覚士
誤嚥性肺炎を繰り返す知的障害患者に対する頸
部干渉波刺激の治療経験

P-014 木下
きのした

 拓
たく 大分中村病院リハビリテー

ション
言語聴覚士

食道がん術後に気管切開施行した症例に対し、
嚥下訓練を行い経口摂取可能となった 1症例

P-016 金井
かない

 枝美
え み

聖ヨゼフ病院 言語聴覚士
嚥下訓練に干渉電流型低周波治療器を併用し経
口摂取に至った COVID―19罹患後の 2症例に
ついての経験

P-018 金井
かない

 枝美
え み

聖ヨゼフ病院 言語聴覚士
神奈川県横須賀地区における身近な災害を想定
したグループワークについての経験

P-020 真野
ま の

 華
はな

船橋二和病院 言語聴覚士
入院中に食道入口部開大不全をきたした嚥下障
害患者に顎引き嚥下を実施し，経口摂取が可能
となった一例

P-022 高橋
たかはし

 賢晃
のりあき 日本歯科大学 口腔リハビリ

テーション 多摩クリニック
歯科医師

経皮的電気刺激を用いた舌訓練により嚥下機能
と栄養状態の改善を認めた一例

P-024 茶森
ちゃもり

 美穂
み ほ 日本大学松戸歯学部障害者歯

科学講座
歯科医師

丸飲みを認めた成人期自閉スペクトラム症への
摂食指導経験

P-026 高橋
たかはし

 日奈
ひ な

東葛医療福祉センター光陽園
看護師・保
健師

医療的ケア介入が困難な高齢期の重症心身障害
者への摂食指導介入の一例

P-028 西塚
にしづか

 真理子
ま り こ

東葛医療福祉センター光陽園 管理栄養士
2年間経口摂取を行っていなかった成人の脳性
麻痺に対する摂食リハビリテーションの一症例

P-030 藤井
ふじい

 航
わたる 九州歯科大学摂食嚥下リハビ

リテーション学分野
歯科医師

歯科訪問診療における嚥下運動モニタ（B4S）
の使用経験

P-032 中野
なかの

 壮一郎
そういちろう

竹口病院 理学療法士
頸部過伸展と気管切開を有する嚥下困難症例に
対し姿勢調整が奏功した一例

P-034 増田
ますだ

 薫
かほり 竹の塚脳神経リハビリテー

ション病院
言語聴覚士

干渉波電気刺激と間接訓練の併用により嚥下機
能が改善した脳幹脳炎の一例

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-233 別府
べっぷ

 茜
あかね

社会福祉法人たちばな会医療
福祉センターオレンジ学園リ
ハビリテーション課

言語聴覚士
胎児性アルコール症候群に由来する摂食拒否を
呈した一症例
〜脱感作と行動療法を併用した訓練効果〜

P-235 矢原
やはら

 直子
なおこ

医療法人正雅会 辻本病院 言語聴覚士
経口摂取再獲得に成功した高度嚥下障害を呈し
たⅠ症例

P-237 松本
まつもと

 羽衣
う い 流山中央病院附属 泉リハビ

リテーション病院
言語聴覚士

嚥下検査機器を使わずに経鼻胃管を抜去できる
条件の検討

一般演題　ポスター発表　9月 19日（金）
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演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-064 鹿内
しかない

 俊彦
としひこ

社会医療法人 道南勤医協 函
館稜北病院 リハビリテーショ
ン科

言語聴覚士
地域高齢者の摂食嚥下支援に言語聴覚士が継続
的に関わる必要性

P-066 笠原
かさはら

 彩未
あやみ 医療法人社団秀和会つがやす

歯科医院
歯科衛生士

当院が歯科訪問診療で施行している食支援の概
要と歯科衛生士の役割

P-068 岡部
おかべ

 幸子
ゆきこ ティエル訪問看護リハビリス

テーション町田
看護師・保
健師

全身の筋緊張と不随意運動が強い難病療養者が
最期まで経口摂取を続けられた事例への看護ケ
アの報告

P-070 明正
めいしょう

 美由記
み ゆ き

介護医療院 虹 言語聴覚士
「食べる」ことに困り事はありませんか？
訪問リハビリ利用者アンケートから考える食支
援について

P-072 井藤
いとう

 克美
かつみ アペックスメディカル・デン

タルクリニック
歯科医師

嚥下内視鏡検査と継続的機能訓練により嚥下機
能を維持している在宅高齢者の 1症例

P-074 篠原
しのはら

 優貴子
ゆ き こ もぐもぐクリニック 嚥下リハ

ビリテーション栄養・歯科
歯科医師

多系統萎縮症に対する各種刺激装置を用いた嚥
下ニューロリハビリテーションの有効性

P-076 渡邊
わたなべ

 つかさ まちのナースステーション八
千代

言語聴覚士
複数の病院と訪問看護事業所が連携し、在宅に
て気管カニューレ・胃瘻抜去を図った症例

P-078 森
もり

 明日加
あ す か 横浜市金沢区認定栄養ケア・

ステーション
管理栄養士

禁食で看取り退院となった肺炎患者がチーム介
入により経管栄養併用で低栄養改善と経口摂取
を獲得した一例

P-080 岩本
いわもと

 由美子
ゆ み こ 児童発達支援 放課後等デイ

サービス リンク大和
言語聴覚士

在宅で経口摂取を継続できたパーキンソン病の
一例

P-082 中嶋
なかじま

 優太
ゆうた

南魚沼市民病院 歯科 歯科医師
重症外傷性脳損傷の長期経過後に歯科医師と言
語聴覚士が協働してリハビリテーションを実施
した一例

P-084 枝広
えだひろ

 あや子
こ 東京都健康長寿医療センター

研究所
歯科医師

読経を用いた嚥下機能・呼吸機能向上プログラ
ムの実装可能性

P-086 村上
むらかみ

 智香
ち か 新横浜リハビリテーション病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

地域包括ケア病棟における摂食・嚥下障害患者
の調査報告

P-088 新田
にった

 留美子
る み こ ないとうクリニック訪問看護

ステーション
言語聴覚士

ホテルの協力を得て宿泊とディナーを実現でき
た重度介護症例

P-090 栗澤
くりさわ

 祥平
しょうへい

健和会病院 言語聴覚士
完全側臥位と訪問 STを中心とした多職種連携
により安全な経口摂取が継続できたパーキンソ
ン病患者の一例

P-092 戸田
と だ

 浩司
こうじ

自治医科大学附属病院
看護師・保
健師

栃木県摂食嚥下障害看護認定看護師会－もぐも
ぐごっくん栃木－の活動報告（第 1報）

P-094 加藤
かとう

 敦子
あつこ

足利赤十字病院
看護師・保
健師

栃木県摂食嚥下障害看護認定看護師会－もぐも
ぐごっくん栃木－の活動報告（第 2報）

P-096 嘉山
かやま

 詩穂
し ほ 横須賀地区栄養士連絡協議会

摂食嚥下チーム
管理栄養士

嚥下調整食のアレンジレシピ考案
〜横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チーム
の取り組み〜

P-098 鈴木
すずき

 絵美
え み

つばめのごはんや 言語聴覚士
インクルーシブカフェ「つばめのごはんや」言
語聴覚士の活動報告〜地域の中の身近な相談者
を目指して〜

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-036 北中
きたなか

 雄二
ゆうじ 徳島県鳴門病院リハビリテー

ション技術科
言語聴覚士

頚椎前方固定術後の咽頭通過障害に対し完全側
臥位法が有効であった 1例

P-038 吉田
よしだ

 麻依子
ま い こ 昭和医科大学藤が丘リハビリ

テーション病院
言語聴覚士

口腔期の嚥下失行が疑われたが、自己摂取によ
り常食摂取が可能となった一例

P-040 伊藤
いとう

 史恵
ふみえ

函館五稜郭病院 医師 深頸部膿瘍 2症例の嚥下に関する検討

P-042 中尾
なかお

 幸恵
さちえ 医療法人社団登豊会近石病院

歯科・口腔外科
歯科医師 干渉波電気刺激が口腔機能へ及ぼす効果の検証

外科的治療

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-044 林
はやし

 純子
じゅんこ

柳井医療センター 言語聴覚士 ノド越し重視！？喉頭気管分離術

P-046 園井
そのい

 みか ノートルダム清心女子大学 人
間生活学部食品栄養学科

管理栄養士
食道がん術後 1年間の舌圧と筋肉量の変化：縦
断的評価

補綴・装具・治療機器

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-048 本釜
ほんがま

 聖子
せいこ 愛媛大学医学部附属病院歯科

口腔外科・矯正歯科
歯科医師

下顎歯肉癌術後の高齢者に広範囲顎骨支持型装
置を用いた補綴治療を行い QOLが改善した 1
症例

P-050 森豊
もりとよ

 理英子
り え こ

東京科学大学大学院医歯学総
合研究科摂食嚥下リハビリ
テーション学分野

歯科医師
重症心身障害児に対する唾液持続吸引マウス
ピース改変の一例

P-052 刀祢
と ね

 順子
じゅんこ

朝日大学歯学部口腔病態医療
学摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野

歯科衛生士 舌圧向上を目的とした口腔内装置の開発

P-054 刀祢
と ね

 順子
じゅんこ 衣笠あかり訪問歯科クリニッ

ク
歯科衛生士

市販食品に対する主観的物性評価の早見表作成
とオンライン公開

地域リハ・在宅

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-056 田中
たなか

 季良
としなが 太田川病院訪問看護ステー

ション
看護師・保
健師

「食べたいのに、食べられない」ジレンマを抱え
る療養者と家族に接して

P-058 上野
うえの

 雅広
まさひろ

公益財団法人 浅香山病院 言語聴覚士
安全な食環境を整えることで直接訓練の開始と
在宅での食支援につながった一例

P-060 野中
のなか

 里奈
り な 訪問看護ステーション よろ

こび
言語聴覚士

パーキンソン病患者に代償手段を活用し、楽し
みレベルの経口摂取を継続した一例

P-062 工藤
くどう

 慎也
しんや 東苗穂病院 リハビリテーショ

ン部
言語聴覚士

在宅訪問し嚥下評価する STが地域のオーラル
フレイル予防に取り組む活動について

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）
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演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-064 鹿内
しかない

 俊彦
としひこ

社会医療法人 道南勤医協 函
館稜北病院 リハビリテーショ
ン科

言語聴覚士
地域高齢者の摂食嚥下支援に言語聴覚士が継続
的に関わる必要性

P-066 笠原
かさはら

 彩未
あやみ 医療法人社団秀和会つがやす

歯科医院
歯科衛生士

当院が歯科訪問診療で施行している食支援の概
要と歯科衛生士の役割

P-068 岡部
おかべ

 幸子
ゆきこ ティエル訪問看護リハビリス

テーション町田
看護師・保
健師

全身の筋緊張と不随意運動が強い難病療養者が
最期まで経口摂取を続けられた事例への看護ケ
アの報告

P-070 明正
めいしょう

 美由記
み ゆ き

介護医療院 虹 言語聴覚士
「食べる」ことに困り事はありませんか？
訪問リハビリ利用者アンケートから考える食支
援について

P-072 井藤
いとう

 克美
かつみ アペックスメディカル・デン

タルクリニック
歯科医師

嚥下内視鏡検査と継続的機能訓練により嚥下機
能を維持している在宅高齢者の 1症例

P-074 篠原
しのはら

 優貴子
ゆ き こ もぐもぐクリニック 嚥下リハ

ビリテーション栄養・歯科
歯科医師

多系統萎縮症に対する各種刺激装置を用いた嚥
下ニューロリハビリテーションの有効性

P-076 渡邊
わたなべ

 つかさ まちのナースステーション八
千代

言語聴覚士
複数の病院と訪問看護事業所が連携し、在宅に
て気管カニューレ・胃瘻抜去を図った症例

P-078 森
もり

 明日加
あ す か 横浜市金沢区認定栄養ケア・

ステーション
管理栄養士

禁食で看取り退院となった肺炎患者がチーム介
入により経管栄養併用で低栄養改善と経口摂取
を獲得した一例

P-080 岩本
いわもと

 由美子
ゆ み こ 児童発達支援 放課後等デイ

サービス リンク大和
言語聴覚士

在宅で経口摂取を継続できたパーキンソン病の
一例

P-082 中嶋
なかじま

 優太
ゆうた

南魚沼市民病院 歯科 歯科医師
重症外傷性脳損傷の長期経過後に歯科医師と言
語聴覚士が協働してリハビリテーションを実施
した一例

P-084 枝広
えだひろ

 あや子
こ 東京都健康長寿医療センター

研究所
歯科医師

読経を用いた嚥下機能・呼吸機能向上プログラ
ムの実装可能性

P-086 村上
むらかみ

 智香
ち か 新横浜リハビリテーション病

院 リハビリテーション部
言語聴覚士

地域包括ケア病棟における摂食・嚥下障害患者
の調査報告

P-088 新田
にった

 留美子
る み こ ないとうクリニック訪問看護

ステーション
言語聴覚士

ホテルの協力を得て宿泊とディナーを実現でき
た重度介護症例

P-090 栗澤
くりさわ

 祥平
しょうへい

健和会病院 言語聴覚士
完全側臥位と訪問 STを中心とした多職種連携
により安全な経口摂取が継続できたパーキンソ
ン病患者の一例

P-092 戸田
と だ

 浩司
こうじ

自治医科大学附属病院
看護師・保
健師

栃木県摂食嚥下障害看護認定看護師会－もぐも
ぐごっくん栃木－の活動報告（第 1報）

P-094 加藤
かとう

 敦子
あつこ

足利赤十字病院
看護師・保
健師

栃木県摂食嚥下障害看護認定看護師会－もぐも
ぐごっくん栃木－の活動報告（第 2報）

P-096 嘉山
かやま

 詩穂
し ほ 横須賀地区栄養士連絡協議会

摂食嚥下チーム
管理栄養士

嚥下調整食のアレンジレシピ考案
〜横須賀地区栄養士連絡協議会摂食嚥下チーム
の取り組み〜

P-098 鈴木
すずき

 絵美
え み

つばめのごはんや 言語聴覚士
インクルーシブカフェ「つばめのごはんや」言
語聴覚士の活動報告〜地域の中の身近な相談者
を目指して〜

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-036 北中
きたなか

 雄二
ゆうじ 徳島県鳴門病院リハビリテー

ション技術科
言語聴覚士

頚椎前方固定術後の咽頭通過障害に対し完全側
臥位法が有効であった 1例

P-038 吉田
よしだ

 麻依子
ま い こ 昭和医科大学藤が丘リハビリ

テーション病院
言語聴覚士

口腔期の嚥下失行が疑われたが、自己摂取によ
り常食摂取が可能となった一例

P-040 伊藤
いとう

 史恵
ふみえ

函館五稜郭病院 医師 深頸部膿瘍 2症例の嚥下に関する検討

P-042 中尾
なかお

 幸恵
さちえ 医療法人社団登豊会近石病院

歯科・口腔外科
歯科医師 干渉波電気刺激が口腔機能へ及ぼす効果の検証

外科的治療

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-044 林
はやし

 純子
じゅんこ

柳井医療センター 言語聴覚士 ノド越し重視！？喉頭気管分離術

P-046 園井
そのい

 みか ノートルダム清心女子大学 人
間生活学部食品栄養学科

管理栄養士
食道がん術後 1年間の舌圧と筋肉量の変化：縦
断的評価

補綴・装具・治療機器

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-048 本釜
ほんがま

 聖子
せいこ 愛媛大学医学部附属病院歯科

口腔外科・矯正歯科
歯科医師

下顎歯肉癌術後の高齢者に広範囲顎骨支持型装
置を用いた補綴治療を行い QOLが改善した 1
症例

P-050 森豊
もりとよ

 理英子
り え こ

東京科学大学大学院医歯学総
合研究科摂食嚥下リハビリ
テーション学分野

歯科医師
重症心身障害児に対する唾液持続吸引マウス
ピース改変の一例

P-052 刀祢
と ね

 順子
じゅんこ

朝日大学歯学部口腔病態医療
学摂食嚥下リハビリテーショ
ン学分野

歯科衛生士 舌圧向上を目的とした口腔内装置の開発

P-054 刀祢
と ね

 順子
じゅんこ 衣笠あかり訪問歯科クリニッ

ク
歯科衛生士

市販食品に対する主観的物性評価の早見表作成
とオンライン公開

地域リハ・在宅

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-056 田中
たなか

 季良
としなが 太田川病院訪問看護ステー

ション
看護師・保
健師

「食べたいのに、食べられない」ジレンマを抱え
る療養者と家族に接して

P-058 上野
うえの

 雅広
まさひろ

公益財団法人 浅香山病院 言語聴覚士
安全な食環境を整えることで直接訓練の開始と
在宅での食支援につながった一例

P-060 野中
のなか

 里奈
り な 訪問看護ステーション よろ

こび
言語聴覚士

パーキンソン病患者に代償手段を活用し、楽し
みレベルの経口摂取を継続した一例

P-062 工藤
くどう

 慎也
しんや 東苗穂病院 リハビリテーショ

ン部
言語聴覚士

在宅訪問し嚥下評価する STが地域のオーラル
フレイル予防に取り組む活動について

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

－ 81 －

プ   

ロ   

グ   

ラ   

ム



演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-134 若松
わかまつ

 詩音
しおん 名古屋市立大学医学部附属東

部医療センター
言語聴覚士 胃瘻から経口摂取への完全移行に成功した一例

P-136 大澤
おおざわ

 弥夢
み む

市立敦賀病院 看護部
看護師・保
健師

当院における嚥下障害に携わる病棟看護師への
意識改革とその取り組み

P-138 砂原
すなはら

 一夫
かずお 神戸徳洲会病院リハビリテー

ション科
言語聴覚士

言語聴覚士が作成する食事介助の貼り紙につい
て、病棟スタッフの認知度と効果についての検証

P-140 長沢
ながさわ

 大介
だいすけ

奈良県総合医療センター 言語聴覚士
摂食嚥下機能回復体制加算の算定に向けた当院
の課題

P-142 成田
なりた

 淳
じゅん

長野中央病院 医師 摂食嚥下に関する入院時スクリーニングの実践

P-144 松永
まつなが

 哲人
あきと

済生会守山市民病院看護部
看護師・保
健師

コーチングスキルを用いた病棟リンクナース活
性化の取り組み

P-146 詫間
たくま

 晴美
はるみ 神戸医療生活協同組合 神戸

協同病院
管理栄養士

他院にて胃瘻提案されていた患者が多職種連携
により経口摂取のみで退院できた一例

P-148 城間
しろま

 啓多
けいた 国立病院機構 沖縄病院 リハ

ビリテーション科
言語聴覚士

当院における摂食嚥下チームの取り組みにつ
いて
－摂食嚥下機能回復体制加算を通して－

P-150 坂田
さかた

 彩夏
あやか

三九朗病院 言語聴覚士
「口から食べる」ことを諦めない
-STとしてできること-

P-152 松井
まつい

 美早紀
み さ き 医療法人社団 三思会 くすの

木病院
看護師・保
健師

病棟看護師による簡易リハビリ介入の試み〜サ
ルコペニアの予防と嚥下機能維持を目的とした
取り組み〜

P-154 青島
あおしま

 久
ひさし

青島歯科 歯科医師
歯科のない病院と連携歯科医院との連携構築に
向けた 5年間の変遷

P-156 池上
いけがみ

 敦子
あつこ

伊那中央病院
看護師・保
健師

安全かつ適切な嚥下調整食提供を目指して―嚥
下食ワーキンググループの取り組み―

P-158 梅本
うめもと

 匡弘
まさひろ 近畿大学医学部耳鼻咽喉・頭

頸部外科
医師

当科における嚥下リハビリテーション目的の入
院患者の検討

P-160 西田
にしだ

 哲也
てつや 神戸市立医療センター西市民

病院 歯科口腔外科
歯科医師

摂食嚥下機能障害の評価からみるチーム医療の
重要性

P-162 塘
つつみ

 康子
やすこ

佐賀大学医学部附属病院
看護師・保
健師

A病院脳神経病棟における難病診断から退院支
援までの取り組み

P-164 桑添
くわぞえ

 博紀
ひろき

紀南病院 医師
誤嚥性肺炎症例における嚥下カンファレンスの
現状と課題

医工産学連携

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-166 新井
あらい

 慎
しん 社会医療法人河北医療財団

あい介護老人保健施設
言語聴覚士

口腔立体認知を予測する因子とは－口腔知覚判
定研究用キット DF8を用いた検討－

P-168 山下
やました

 雅稔
まさとし

北海道医療大学大学院 歯学
研究科 生体機能・病態学系 摂
食機能療法・加齢歯科学分野

歯科医師
ジャイロセンサーを用いた食事姿勢解析装置の
開発―（第 2報）ペットボトルを用いた嚥下時
頸部後屈角度―

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-100 大日方
おおひかた

 雪乃
ゆきの 日本歯科大学口腔リハビリ

テーション多摩クリニック
歯科医師

当クリニックにおける摂食嚥下障害を主訴とし
て受診した在宅療養患者の実態

P-102 丸本
まるもと

 和史
かずし

おうちにかえろう。病院 言語聴覚士
食を通して人を想う〜多職種連携で広がる！地
域に根ざした在宅食支援ネットワーク〜

P-104 西村
にしむら

 咲輝
さ き

伊東歯科口腔病院 歯科医師
当院の歯科訪問診療における顎関節脱臼症例の
臨床的分析

P-106 玉井
たまい

 優子
ゆうこ 医療法人社団 協友会 金沢文

庫病院
言語聴覚士

退院後の安全な食事環境設定に難渋した進行性
核上性麻痺の一例

P-108 那須
な す

 真弓
まゆみ

亀田医療大学
看護師・保
健師

地域在住後期高齢者におけるオーラルフレイル
に関する調査：摂食嚥下学習会参加と機能評価
の希望との関連

P-110 阿部
あ べ

 由利
ゆ り 認定栄養ケア・ステーション

Premo（プレモ）
管理栄養士

多職種による新しい食支援の輪
〜地域食堂やわらかふぇ Come×Comeの開催〜

P-112 日代山
ひ よ や ま

 和美
かずみ みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
その他

“食べる”をあきらめない人たちとともに　十数
年の外出支援から見えた地域のまなざしの変化

チームアプローチ

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-114 池川
いけがわ

 裕子
ゆうこ

出張歯科 四つ木 歯科医師
パーキンソン病による頸部伸展を歯科医師と理
学療法士で改善した症例報告（第二版）

P-116 羽根
は ね

 千尋
ちひろ 医療法人社団秀和会 つがや

す歯科医院
管理栄養士

北海道更別村の高齢者に対する介護予防の試み
〜行政と歯科医院との連携について〜

P-118 木下
きのした

 幸子
さちこ

社会福祉法人 日野友愛会 歯科衛生士
特養におけるリハ栄養口腔の三位一体の支援に
より、完全側臥位法導入し経口摂取再獲得が可
能となった一例

P-120 中野
なかの

 久美子
く み こ 医療法人 桑樹会 木村内科・胃

腸内科
管理栄養士

胃瘻から離脱の源は、妻の「口から食べさせた
い」という強い想い

P-122 中井
なかい

 宏俊
ひろとし 医療法人社団慎正会みやそう

病院
理学療法士

嚥下リハビリテーションの実施困難な施設にお
ける完全側臥位法の導入と良好な経口摂取の経
験-1例報告-

P-124 垣内
かきうち

 公允
まさのぶ 医療法人錦秀会 阪和第二泉

北病院
言語聴覚士

嚥下外来でのリハビリ・栄養・歯科の介入によ
り固形物の摂取が可能となった上咽頭癌の患者
の一症例

P-126 川瀬
かわせ

 智恵
ち え 社会福祉法人 秀峰会 ナース

24港北
看護師・保
健師

嚥下調整食の準備と食事介助が難しい高齢介護
者を多職種で支えた事例報告

P-128 竹内
たけうち

 久子
ひさこ 名古屋市立大学医学部附属東

部医療センター
看護師・保
健師

病院と訪問看護ステーションをつなぐ「えんげ
手帳」の作成に向けた取り組み

P-130 関戸
せきど

 葉子
ようこ

岡部病院診療部栄養科 管理栄養士
精神科病院におけるポジショニングラウンドの
取り組み
〜姿勢調整により食事動作が改善した一例〜

P-132 西野
にしの

 昌宏
あきひろ

洛和会丸太町病院 言語聴覚士
適切な大きさでのスライス状ゼリーの提供割合
増加に繋がった当院病棟看護師に対する周知
活動

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）
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演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-134 若松
わかまつ

 詩音
しおん 名古屋市立大学医学部附属東

部医療センター
言語聴覚士 胃瘻から経口摂取への完全移行に成功した一例

P-136 大澤
おおざわ

 弥夢
み む

市立敦賀病院 看護部
看護師・保
健師

当院における嚥下障害に携わる病棟看護師への
意識改革とその取り組み

P-138 砂原
すなはら

 一夫
かずお 神戸徳洲会病院リハビリテー

ション科
言語聴覚士

言語聴覚士が作成する食事介助の貼り紙につい
て、病棟スタッフの認知度と効果についての検証

P-140 長沢
ながさわ

 大介
だいすけ

奈良県総合医療センター 言語聴覚士
摂食嚥下機能回復体制加算の算定に向けた当院
の課題

P-142 成田
なりた

 淳
じゅん

長野中央病院 医師 摂食嚥下に関する入院時スクリーニングの実践

P-144 松永
まつなが

 哲人
あきと

済生会守山市民病院看護部
看護師・保
健師

コーチングスキルを用いた病棟リンクナース活
性化の取り組み

P-146 詫間
たくま

 晴美
はるみ 神戸医療生活協同組合 神戸

協同病院
管理栄養士

他院にて胃瘻提案されていた患者が多職種連携
により経口摂取のみで退院できた一例

P-148 城間
しろま

 啓多
けいた 国立病院機構 沖縄病院 リハ

ビリテーション科
言語聴覚士

当院における摂食嚥下チームの取り組みにつ
いて
－摂食嚥下機能回復体制加算を通して－

P-150 坂田
さかた

 彩夏
あやか

三九朗病院 言語聴覚士
「口から食べる」ことを諦めない
-STとしてできること-

P-152 松井
まつい

 美早紀
み さ き 医療法人社団 三思会 くすの

木病院
看護師・保
健師

病棟看護師による簡易リハビリ介入の試み〜サ
ルコペニアの予防と嚥下機能維持を目的とした
取り組み〜

P-154 青島
あおしま

 久
ひさし

青島歯科 歯科医師
歯科のない病院と連携歯科医院との連携構築に
向けた 5年間の変遷

P-156 池上
いけがみ

 敦子
あつこ

伊那中央病院
看護師・保
健師

安全かつ適切な嚥下調整食提供を目指して―嚥
下食ワーキンググループの取り組み―

P-158 梅本
うめもと

 匡弘
まさひろ 近畿大学医学部耳鼻咽喉・頭

頸部外科
医師

当科における嚥下リハビリテーション目的の入
院患者の検討

P-160 西田
にしだ

 哲也
てつや 神戸市立医療センター西市民

病院 歯科口腔外科
歯科医師

摂食嚥下機能障害の評価からみるチーム医療の
重要性

P-162 塘
つつみ

 康子
やすこ

佐賀大学医学部附属病院
看護師・保
健師

A病院脳神経病棟における難病診断から退院支
援までの取り組み

P-164 桑添
くわぞえ

 博紀
ひろき

紀南病院 医師
誤嚥性肺炎症例における嚥下カンファレンスの
現状と課題

医工産学連携

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-166 新井
あらい

 慎
しん 社会医療法人河北医療財団

あい介護老人保健施設
言語聴覚士

口腔立体認知を予測する因子とは－口腔知覚判
定研究用キット DF8を用いた検討－

P-168 山下
やました

 雅稔
まさとし

北海道医療大学大学院 歯学
研究科 生体機能・病態学系 摂
食機能療法・加齢歯科学分野

歯科医師
ジャイロセンサーを用いた食事姿勢解析装置の
開発―（第 2報）ペットボトルを用いた嚥下時
頸部後屈角度―

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-100 大日方
おおひかた

 雪乃
ゆきの 日本歯科大学口腔リハビリ

テーション多摩クリニック
歯科医師

当クリニックにおける摂食嚥下障害を主訴とし
て受診した在宅療養患者の実態

P-102 丸本
まるもと

 和史
かずし

おうちにかえろう。病院 言語聴覚士
食を通して人を想う〜多職種連携で広がる！地
域に根ざした在宅食支援ネットワーク〜

P-104 西村
にしむら

 咲輝
さ き

伊東歯科口腔病院 歯科医師
当院の歯科訪問診療における顎関節脱臼症例の
臨床的分析

P-106 玉井
たまい

 優子
ゆうこ 医療法人社団 協友会 金沢文

庫病院
言語聴覚士

退院後の安全な食事環境設定に難渋した進行性
核上性麻痺の一例

P-108 那須
な す

 真弓
まゆみ

亀田医療大学
看護師・保
健師

地域在住後期高齢者におけるオーラルフレイル
に関する調査：摂食嚥下学習会参加と機能評価
の希望との関連

P-110 阿部
あ べ

 由利
ゆ り 認定栄養ケア・ステーション

Premo（プレモ）
管理栄養士

多職種による新しい食支援の輪
〜地域食堂やわらかふぇ Come×Comeの開催〜

P-112 日代山
ひ よ や ま

 和美
かずみ みえ呼吸嚥下リハビリクリ

ニック
その他

“食べる”をあきらめない人たちとともに　十数
年の外出支援から見えた地域のまなざしの変化

チームアプローチ

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-114 池川
いけがわ

 裕子
ゆうこ

出張歯科 四つ木 歯科医師
パーキンソン病による頸部伸展を歯科医師と理
学療法士で改善した症例報告（第二版）

P-116 羽根
は ね

 千尋
ちひろ 医療法人社団秀和会 つがや

す歯科医院
管理栄養士

北海道更別村の高齢者に対する介護予防の試み
〜行政と歯科医院との連携について〜

P-118 木下
きのした

 幸子
さちこ

社会福祉法人 日野友愛会 歯科衛生士
特養におけるリハ栄養口腔の三位一体の支援に
より、完全側臥位法導入し経口摂取再獲得が可
能となった一例

P-120 中野
なかの

 久美子
く み こ 医療法人 桑樹会 木村内科・胃

腸内科
管理栄養士

胃瘻から離脱の源は、妻の「口から食べさせた
い」という強い想い

P-122 中井
なかい

 宏俊
ひろとし 医療法人社団慎正会みやそう

病院
理学療法士

嚥下リハビリテーションの実施困難な施設にお
ける完全側臥位法の導入と良好な経口摂取の経
験-1例報告-

P-124 垣内
かきうち

 公允
まさのぶ 医療法人錦秀会 阪和第二泉

北病院
言語聴覚士

嚥下外来でのリハビリ・栄養・歯科の介入によ
り固形物の摂取が可能となった上咽頭癌の患者
の一症例

P-126 川瀬
かわせ

 智恵
ち え 社会福祉法人 秀峰会 ナース

24港北
看護師・保
健師

嚥下調整食の準備と食事介助が難しい高齢介護
者を多職種で支えた事例報告

P-128 竹内
たけうち

 久子
ひさこ 名古屋市立大学医学部附属東

部医療センター
看護師・保
健師

病院と訪問看護ステーションをつなぐ「えんげ
手帳」の作成に向けた取り組み

P-130 関戸
せきど

 葉子
ようこ

岡部病院診療部栄養科 管理栄養士
精神科病院におけるポジショニングラウンドの
取り組み
〜姿勢調整により食事動作が改善した一例〜

P-132 西野
にしの

 昌宏
あきひろ

洛和会丸太町病院 言語聴覚士
適切な大きさでのスライス状ゼリーの提供割合
増加に繋がった当院病棟看護師に対する周知
活動

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）
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看護

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-194 林
はやし

 貴与恵
き よ え

大阪市立弘済院附属病院
看護師・保
健師

看護師の食事時のポジショニング技術向上に
POTTプログラムと動画を活用した効果

P-196 安田
やすだ

 友世
ともよ 京都府立医科大学付属病院

看護部
看護師・保
健師

チームコンパスを用いた摂食機能療法記録シス
テムの開発〜ケアや観察項目の標準化により業
務改善につとめる

P-198 仲野
なかの

 真未
まなみ

宇都宮記念病院
看護師・保
健師

口腔内の食物貯留が見られるくも膜下出血患者
への嚥下失行を考慮した看護

P-200 花城
はなしろ

 優子
ゆうこ

看護部
看護師・保
健師

食支援における人材育成プログラムの導入と
課題

口腔ケア

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-202 佐藤
さとう

 花野子
か の こ

石巻赤十字病院 歯科衛生課 歯科衛生士
石巻赤十字病院における口腔評価管理システム
についての報告

P-204 佐々木
さ さ き

 絵理
え り

県立広島病院 歯科衛生士
当院病棟看護師を対象とした口腔ケアに関する
意識調査〜OHAT-J導入前後の比較〜

P-206 本田
ほんだ

 寛幸
ひろゆき

春日井製菓株式会社 企業関係者 飴による唾液分泌と口腔細菌数に及ぼす影響

P-208 長友
ながとも

 佐知子
さ ち こ

アサヒグループ食品株式会社 企業関係者
還元型イオン水を配合した口腔用ジェルの使用
による高齢者の歯周病改善効果について

P-210 千葉
ち ば

 高大
たかひろ

公益財団法人仙台市医療セン
ター仙台オープン病院 口腔管
理センター・歯科

歯科医師
当院入院患者におけるペクチン含有口腔ジェル
剤使用による口腔剝離上皮膜除去効果について
の検討

P-212 伊藤
いとう

 真結
ま ゆ 足利赤十字病院 リハビリテー

ション科
歯科衛生士

病院歯科実習に関する歯科衛生士学生へのアン
ケート調査

P-214 寳地戸
ほ う ち ど

 陽菜
ひ な 浜松市リハビリテーション

病院
歯科衛生士

多職種連携と継続的口腔管理により信頼関係を
構築し、歯科治療の受容と摂食嚥下機能の改善
に至った一例

P-216 池端
いけはた

 良太
りょうた 社会医療法人友愛会 友愛医

療センター
看護師・保
健師

確実な口腔ケアの実施を働きかける取り組み

P-218 大井
おおい

 孝
たかし

石巻赤十字病院 歯科 歯科医師
誤嚥性肺炎にて入院した高齢患者に対する歯科
介入と死亡との関連：傾向スコアマッチング法
を用いた解析

P-220 飯田
いいだ

 貴俊
たかとし

北海道医療大学 歯学部 生体
機能・病態学系 摂食機能療
法・加齢歯科学

歯科医師
新型口腔清掃用ジェルによる口腔衛生管理と機
能訓練への応用：2症例の報告

P-222 富田
とみた

 佳子
よしこ

出雲市民病院 言語聴覚士
看護師の口腔内環境・口腔ケアの意識向上につ
ながった取り組み

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-170 多田
た だ

 瑛
あきら 朝日大学歯学部摂食嚥下リハ

ビリテーション学分野
歯科医師

“とろみでも美味しい”と感じられるか？とろみ
付きコーヒーの印象と嗜好に関する調査

倫理

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-172 遠藤
えんどう

 真弓
まゆみ

公立館林厚生病院 言語聴覚士
気管孔閉鎖を望み倫理的ジレンマを生じた誤嚥
性肺炎を繰り返す晩期嚥下障害患者への関わり
と経過

P-174 高田
たかた

 俊之
としゆき

尼崎だいもつ病院 医師
重度誤嚥性肺炎を繰り返した患者に家族との密
接な連携を通じて倫理判断を下し誤嚥防止手術
を施行した症例

P-176 牧瀬
まきせ

 美香
み か

常陸大宮済生会病院
看護師・保
健師

身体拘束解除による患者の間接訓練意欲の向上
や嚥下機能改善の有効性

リスク管理

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-178 越後
えちご

 和恵
かずえ

岡部病院診療部栄養科 管理栄養士
精神科病院における感染予防対策下での誤嚥・
窒息予防の取り組みと課題 〜見守り体制へのア
プローチ〜

P-180 長戸
ながと

 和子
かずこ 医）徳治会 徳治会歯科医院

宇城
歯科衛生士

独居高齢者が安全に食事できることを目標に口
腔管理を行った事例

P-182 高橋
たかはし

 陽助
ようすけ 長崎大学病院 嚥下障害治療

センター
歯科医師

多職種の視点から検討した窒息対策のための食
形態選択フローチャート

卒前卒後教育

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-184 森田
もりた

 千雅子
ち か こ ホームケアクリニック横浜

港南
管理栄養士

歯科衛生士と栄養士によるミールラウンドの課
題と学習機会の創出

P-186 福村
ふくむら

 弘子
ひろこ 社会医療法人健和会 健和会

病院
看護師・保
健師

摂食嚥下障害看護啓発目的の法人内キャリアラ
ダービデオ学習システムの構築

P-188 本間
ほんま

 久恵
ひさえ 地域口腔サポート歯ブラシと

スプーン
歯科衛生士

歯科衛生士の学びあいの場づくりがリスキリン
グに寄与した試みの報告

P-190 神作
かみさく

 一実
ひとみ

文京学院大学 作業療法士
作業療法士が摂食嚥下リハビリテーションを行
うために必要な卒前卒後教育について

P-192 尾﨑
おざき

 研一郎
けんいちろう 足利赤十字病院 リハビリテー

ション科
歯科医師

集中治療室における歯学部学生への多職種連携
実習

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）
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看護

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-194 林
はやし

 貴与恵
き よ え

大阪市立弘済院附属病院
看護師・保
健師

看護師の食事時のポジショニング技術向上に
POTTプログラムと動画を活用した効果

P-196 安田
やすだ

 友世
ともよ 京都府立医科大学付属病院

看護部
看護師・保
健師

チームコンパスを用いた摂食機能療法記録シス
テムの開発〜ケアや観察項目の標準化により業
務改善につとめる

P-198 仲野
なかの

 真未
まなみ

宇都宮記念病院
看護師・保
健師

口腔内の食物貯留が見られるくも膜下出血患者
への嚥下失行を考慮した看護

P-200 花城
はなしろ

 優子
ゆうこ

看護部
看護師・保
健師

食支援における人材育成プログラムの導入と
課題

口腔ケア

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-202 佐藤
さとう

 花野子
か の こ

石巻赤十字病院 歯科衛生課 歯科衛生士
石巻赤十字病院における口腔評価管理システム
についての報告

P-204 佐々木
さ さ き

 絵理
え り

県立広島病院 歯科衛生士
当院病棟看護師を対象とした口腔ケアに関する
意識調査〜OHAT-J導入前後の比較〜

P-206 本田
ほんだ

 寛幸
ひろゆき

春日井製菓株式会社 企業関係者 飴による唾液分泌と口腔細菌数に及ぼす影響

P-208 長友
ながとも

 佐知子
さ ち こ

アサヒグループ食品株式会社 企業関係者
還元型イオン水を配合した口腔用ジェルの使用
による高齢者の歯周病改善効果について

P-210 千葉
ち ば

 高大
たかひろ

公益財団法人仙台市医療セン
ター仙台オープン病院 口腔管
理センター・歯科

歯科医師
当院入院患者におけるペクチン含有口腔ジェル
剤使用による口腔剝離上皮膜除去効果について
の検討

P-212 伊藤
いとう

 真結
ま ゆ 足利赤十字病院 リハビリテー

ション科
歯科衛生士

病院歯科実習に関する歯科衛生士学生へのアン
ケート調査

P-214 寳地戸
ほ う ち ど

 陽菜
ひ な 浜松市リハビリテーション

病院
歯科衛生士

多職種連携と継続的口腔管理により信頼関係を
構築し、歯科治療の受容と摂食嚥下機能の改善
に至った一例

P-216 池端
いけはた

 良太
りょうた 社会医療法人友愛会 友愛医

療センター
看護師・保
健師

確実な口腔ケアの実施を働きかける取り組み

P-218 大井
おおい

 孝
たかし

石巻赤十字病院 歯科 歯科医師
誤嚥性肺炎にて入院した高齢患者に対する歯科
介入と死亡との関連：傾向スコアマッチング法
を用いた解析

P-220 飯田
いいだ

 貴俊
たかとし

北海道医療大学 歯学部 生体
機能・病態学系 摂食機能療
法・加齢歯科学

歯科医師
新型口腔清掃用ジェルによる口腔衛生管理と機
能訓練への応用：2症例の報告

P-222 富田
とみた

 佳子
よしこ

出雲市民病院 言語聴覚士
看護師の口腔内環境・口腔ケアの意識向上につ
ながった取り組み

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-170 多田
た だ

 瑛
あきら 朝日大学歯学部摂食嚥下リハ

ビリテーション学分野
歯科医師

“とろみでも美味しい”と感じられるか？とろみ
付きコーヒーの印象と嗜好に関する調査

倫理

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-172 遠藤
えんどう

 真弓
まゆみ

公立館林厚生病院 言語聴覚士
気管孔閉鎖を望み倫理的ジレンマを生じた誤嚥
性肺炎を繰り返す晩期嚥下障害患者への関わり
と経過

P-174 高田
たかた

 俊之
としゆき

尼崎だいもつ病院 医師
重度誤嚥性肺炎を繰り返した患者に家族との密
接な連携を通じて倫理判断を下し誤嚥防止手術
を施行した症例

P-176 牧瀬
まきせ

 美香
み か

常陸大宮済生会病院
看護師・保
健師

身体拘束解除による患者の間接訓練意欲の向上
や嚥下機能改善の有効性

リスク管理

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-178 越後
えちご

 和恵
かずえ

岡部病院診療部栄養科 管理栄養士
精神科病院における感染予防対策下での誤嚥・
窒息予防の取り組みと課題 〜見守り体制へのア
プローチ〜

P-180 長戸
ながと

 和子
かずこ 医）徳治会 徳治会歯科医院

宇城
歯科衛生士

独居高齢者が安全に食事できることを目標に口
腔管理を行った事例

P-182 高橋
たかはし

 陽助
ようすけ 長崎大学病院 嚥下障害治療

センター
歯科医師

多職種の視点から検討した窒息対策のための食
形態選択フローチャート

卒前卒後教育

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-184 森田
もりた

 千雅子
ち か こ ホームケアクリニック横浜

港南
管理栄養士

歯科衛生士と栄養士によるミールラウンドの課
題と学習機会の創出

P-186 福村
ふくむら

 弘子
ひろこ 社会医療法人健和会 健和会

病院
看護師・保
健師

摂食嚥下障害看護啓発目的の法人内キャリアラ
ダービデオ学習システムの構築

P-188 本間
ほんま

 久恵
ひさえ 地域口腔サポート歯ブラシと

スプーン
歯科衛生士

歯科衛生士の学びあいの場づくりがリスキリン
グに寄与した試みの報告

P-190 神作
かみさく

 一実
ひとみ

文京学院大学 作業療法士
作業療法士が摂食嚥下リハビリテーションを行
うために必要な卒前卒後教育について

P-192 尾﨑
おざき

 研一郎
けんいちろう 足利赤十字病院 リハビリテー

ション科
歯科医師

集中治療室における歯学部学生への多職種連携
実習

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）
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9月 20日（土）　14：00～15：30
第 2会場　【パシフィコ横浜ノース】3F G303+G304

市民公開講座
「いつも楽しく食べる～多職種による安全な食事の支援～」

司会：熊井 良彦（長崎大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）
　　　西山 耕一郎（西山耳鼻咽喉科医院、横浜嚥下研究会）

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

CPL-01 西山
にしやま

 耕一郎
こういちろう 西山耳鼻咽喉科医院、横浜嚥

下研究会
ムセを防ぐメカニズムと誤嚥性肺炎、誤嚥性気
管支炎

CPL-02 原
はら

 豪志
こうじ 衣笠あかり訪問歯科クリニッ

ク
唾液嚥下が困難な方のための口腔内装置

CPL-03 金井
かない

 枝美
え み 聖ヨゼフ病院 リハビリテー

ション科
毎日実践！喉（ノド）のトレーニング

CPL-04 木村
きむら

 麻美子
ま み こ

衣笠病院 栄養科 食べやすい食事と栄養について

CPL-05 手術を受けた
患者様 　 嚥下機能改善手術を受けて

市民公開講座　CPL

その他

演題番号 演　者 所　　属 職　種 演　　　　題

P-224 大西
おおにし

 淑美
よしみ 梅花女子大学看護保健学部口

腔保健学科
歯科衛生士 難病患者の口腔環境調査

P-226 近石
ちかいし

 壮登
まさと 医療法人社団登豊会近石病院

歯科・口腔外科
管理栄養士

嚥下造影検査用検査食の準備に関する新たな取
り組み

P-228 水谷
みずたに

 早貴
さ き 朝日大学歯学部 障害者歯科

学分野
歯科医師

地域中核病院における「口腔管理・食支援セン
ター」設立後の統計調査

一般演題　ポスター発表　9月 20日（土）
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